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巻頭言 
 

大川 恵子  
慶應義塾大学 DMC 研究センター所長  

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科教授 
 
 
『慶應義塾大学 DMC 紀要』第 11 号をお届けします。本号は、2023 年の DMC 所員による研

究活動及び研究成果をまとめたもので、2020年より開始したDMC所員による対談DMC TALK
シリーズ 1 編の寄稿、2023 年 3 月に開催した DMC シンポジウム”オープンサイエンス”の記録
を掲載しています。 

DMC 所員による対談 「DMC TALK1」は、DMC からの社会への新しい発信チャンネルとし
て 2020 年に開設し、今までに 5 名の所員の対談を発信・掲載してまいりました。本 11 号でも
引き続き DMC 副所長の金子晋丈准教授（理工学部）が聞き役を務め、#06 を掲載しております。
また、DMC ではシンポジウムを毎年開催して DMC の研究成果の発表と議論を行なってきまし
たが、本稿では、2023 年度開催シンポジウム『オープンサイエンス時代におけるデジタル知の
深化に向けて――研究データの共有と公開を考える』の様子を掲載しています。 

DMC 研究センターでは、これまでにデジタルアーカイヴの構築や FutureLearn2オンライン
コースのコンテンツ制作を通して、歴史資料や文化資源のデジタル化に取り組んできました。昨
今では研究のデジタルデータや成果だけではなく、そのプロセスをも含めて社会に広くオープ
ンにすることが期待されています。2023 年度のシンポジウムでは、オープンサイエンス時代に
おけるデジタル知の共有と公開について、歴史資料や文化資源などの分野も視野に入れて 3 人
のゲストをお招きしました。慶應義塾大学でオープンサイエンスの方針策定をリードした倉田
敬子教授（文学部）、民俗資料を収集・研究している視点からのオープンサイエンスを語る山口
徹教授（文学部）、オープンサイエンスを多方面で推進している UNESCO の立場から杉本愛博
士（UNESCO 科学技術専門員）のゲストには、それぞれの立場からのオープンサイエンスを語
っていただき、その後、DMC 所員、参加者の皆様と今後の進む先について議論しました。 

DMC は、技術、科学、社会、芸術、文化など幅広い分野の研究者が「デジタルコンテンツ」
を軸に集まり、互いの研究領域の枠を超えてコラボレーションしていくことで新しいデジタル
社会を模索することを目指して作られた領域横断型の研究組織です。急速なデジタル社会への
移行に伴い、人類が創造する知が、今まで以上にデジタル空間上で広く、オープンに、正しく共
有、利活用されることで次の知を生み出すことが期待され、そのサイクルを加速するための試み

 
1 https://www.dmc.keio.ac.jp/dmc_talk.html 
2 https://www.futurelearn.com/ 
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が様々な分野で本格的化している、というのがインターネット以前からあったオープンサイエ
ンスの考え方に対する昨今の大きな動きではないでしょうか。また、2023 年度は生成 AI(人工
知能)が一般に広まりました。人類が生み出す知は、『人』だけのものではなく、AI はそれを吸
収し、さらに発展させることで人類に貢献できる可能性を実感した年でもあります。 
まさにDMCがその前進であるDMC統合研究機構を開始した 2004年から継続して挑戦して

きていたことの延長線上にあったものであり、これからさらに高度化する変化に対して、DMC
はこれからも重要な役割を果たしていく責任があると考えています。 
『DMC 紀要』第 11 号を通じ、より多くの研究者、関係者の皆様へ当センターの活動をお伝

えできましたら幸いです。 

4



慶應義塾大学 DMC 紀要 11(1),2023 
 

 

金子：こんにちは。DMCTALK です。久
しぶりの収録ですが、今日は DMC 研究セ
ンターで所長をお務めの大川恵子先生に来
て い た だ き ま し た 。 大 川 先 生 は 、
FutureLearn 等のプロジェクトを DMC で、
今、まわしておられまして、まずは背景、
バックグラウンド、なぜこの FutureLearn
に取り組もうと思ったのか。若いころから
の気持ち等々もお聞かせいただければなと
思っております。では大川先生、簡単に自
己紹介をお願いします。 
 
ものづくりに溢れた環境で育った幼少期 
 
大川：ありがとうございます。大川です。
よろしくお願いします。私が生まれた家は、
既製服を縫う工場を経営していたので、い
つもミシンの音とかが聞こえるような環境
でした。それから、つくるということが生
まれたときからすぐそばにありました。洋

服は必ず母の手づくりだったし、自分もエ
プロンをつくるとか、雑巾を縫うとか、な
んかつくりながら生きてきたので、不器用
ですけどつくるのが好きです。あんまり難
しいことを考えずに、とにかくつくる。と
にかくやってみるっていう人生だったよう
な気がしていて、それは本当にどこから来
るのかなと思うと、やっぱりとにかくつく
る。考える前に何かやるみたいなことを、
小さなころからやってきたからなのかなと
思っています。 
 
金子：大川先生は理工学部をご卒業されて、
インターネット系のことをやられています
が、そういう大きなコンテキストで見ると、
大川先生が、ものづくりとか工学部に興味
を持たれていることと、つながったっとい
う印象です。理工学部に来られた理由とい
うのはどの辺にあるんですか。 
 

【DMC TALK】 

「学び」の本質と教育を支えるテクノロジー 
 

大川 恵子（慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科教授・ 
DMC 研究センター所長） 

金子 晋丈（慶應義塾大学理工学部准教授・DMC 研究センター副所長） 

 

 
左：大川 恵子  右：金子 普丈 
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大川：私は、実は高校生のころ、宇宙飛行
士に憧れていたんです。航空工学をやって
いるところに行こうと決めたんですけど。
受験は、ばくちみたいなところがあるので、
私はいくつかの大学を受けました。全部工
学系ですが、それぞれ全然違う学科で、建
築、物理、それから航空工学と思って慶應
の工学部。物理は、兄が物理学者だったの
で憧れがありました。建築は、そのころ家
を建てるのがすごく楽しそうだなと思って
見ていたからです。忘れられない思い出は、
当時、鎌倉の八幡宮に行って、私に一番合
う大学に入れてくださいと頼んだことです。
そしたら慶應大学に受かったのです。とて
もよい大学に来られてよかったなと思って
います。 
 
ネットワークとの出会い 
 
大川：そして入学後、私は航空工学ができ
ると思いきや、そんなに飛行機を飛ばした
りするところではないということがわかり、
あまり真面目に勉強もせず３年間ぐらい日
吉にいました。でもそのときにコンピュー
ターってもしかしたら面白いかもって思っ
て、４年生から相磯先生の研究室に入りま
した。電気工学科を目指して、電気工学科
に入り、相磯先生のところに入り、そした
らコンピューターだけでなく、ネットワー
クをやっている人たちがたくさんいた。あ
のころは数理工学科のコンピューターを使
っている人と、相磯研で私が使っているコ
ンピューターが、端末のあいだで、テキス
トチャットができるというのがすごくうれ
しくて。つながるというのがすごく楽しか
った。それでその世界にずるずると残って
しまった感じです。取りあえず私は、人に

一番近いところのコンピューターにずっと
興味がありました。私が、学部・大学院に
いた当時、日本 DEC という会社の教育部
が、教科書をつくったり、UNIX の講習を
行っていて、先輩の村井先生が講師になっ
たりしていたので、アルバイトで教材づく
りの手伝いをしていました。それが楽しか
ったので、日本 DEC に就職し、教育部に
入り、いろいろなコンピューター、カーネ
ルからコンフィグのしかたから、インスト
ールのしかたから、いろんなバラエティー
がありますけど、コンピューターを使う人
たちに教育する部署を希望して、１年半ぐ
らい日本 DEC にいました。造船会社の新
人研修とか、松下電器（当時）の新人研修
とかで UNIX を教えるとかいろんな仕事を
していたのですが、そうこうするうちにサ
ン・マイクロシステムズという会社が日本
に上陸して、人を雇い始めたので、私は８
番目の社員としてそこに行きました。サ
ン・マイクロシステムズでは、システムエ
ンジニア的なことをやって、教育からはち
ょっと離れるんですけど、コンピューター
と人のあいだの仕事でした。メインコンピ
ューターじゃないワークステーションって、
すごく人に近かった。そこでシステムの開
発をしたり、いろんなことを経験しました
ね。「ソフトエアとは？」とか、「開発と
は？」とか相磯研のなかでは、私は相当に
落ちこぼれだったので、コンピューターで
プログラムを書いて生きていくことはない
だろうなって、思っていたのですが、気が
ついたらやっぱりプログラミングの仕事を
していました。プログラミングというのは
つくることなので、すごく楽しかったです。
初めて、例えばレーザープリンターに日本
語を出すとか、デバイスドライバーをつく
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ったり、ちょっとずつできていくというの
がすごく楽しかったし、そのころ UNIX は
日本語が使えなかったので、日本語を使う
ための下から上まで、カーネルとかライブ
ラリーとかをつくったり、コマンドを日本
語化したりとかする仕事をしていたので、
いろんな人と一緒に開発できたのが楽しか
ったですね。 
 
ふたたびアカデミックの世界へ 
 
金子：そんななかで、ある日突然 SFCのド
クターコースに戻られたという認識ですけ
ど、なぜそのような決断にいたったのでし
ょうか。 
 
大川：10年働いたんですよ。頑張って。サ
ン・マイクロシステムズで。日本とかアメ
リカとかを行ったり来たりしながら。そう
していくと、私は最後、研究開発部長でし
たが、「次は何をしようか？」ということ
を考えたりするのは、すごい楽しいんです
が、ちょっと自分の力不足を感じていたん
です。カリフォルニアの会社って、周りは
みんなドクター持ちばっかりみたいなとこ
ろがあって、もしかしたらドクターに行く
と、私も研究ができるようになるんじゃな
いかなと思って先輩に相談したんです。そ
したら、「じゃあ来れば？」と言ってくだ
さって。湘南藤沢キャンパスを受験して受
かったので、会社を辞めて大学生に戻りま
した。でも、そのディシジョンは、いろい
ろ楽しかったと思っています。私はやっぱ
りあまり器用ではないので、働きながらド
クターなんていうのは、ほとんど絶対に無
理だったと今でも思うし、ドクターって、
そのことしか考えなくていいじゃないです

か。逆にうんざりっていうところもあるん
だけど。そんな時間はけっこう大切だなと、
今から考えると思います。というわけで、
何をしたかったかというと、力不足という
のもちょっとありましたが、その前に実は
国連大学というところに一年弱、勤めたん
ですが、やはり力不足だから勉強したいと
思ったんです。人生はずっと勉強だなとは
思っていたんだけど、なかなかどうやって
自分で勉強していくのがいいのかなという
のが見えない状態だったので、その国連大
学にいたときに、バーチャル大学というプ
ロジェクトを立ちあげました。人生のどの
タイミングでも、１日のどこでも、いつで
も学びたいときに学べるような環境を社会
でつくっていくと、私みたいに勉強したい
なと思ったときに、会社をすっぱり辞めな
いといけないというのでもないかもしれな
いなとか。その辺がスタートで、国連大学
で始めたバーチャルキャンパスというか、
バーチャル大学のプロジェクトをもって研
究計画書を書いて、SFC に受験して合格し
たので、それ以来ずっとそういうことをし
ています。だから、人が人生のなかで学び
たいときに、自分で学ぶプランを立てられ
て一生勉強できる環境をつくるというのが、
本当に最初のオリジンで、スタートから今
も変わりません。 
 
大学オンライン教育の黎明期 
 
金子：ありがとうございます。実は、僕は
学生のころに、この大川先生が SFCでやら
れていた SOI っていうプロジェクトを、
TA というかたちで参加していたんです。
違う大学だったんですけれども、違う大学
だったからこそリモートで。分身はできな
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いので、片方に大川先生がいらっしゃって、
もう片方に僕たち学生がいて、それで一緒
につないでやるっていう話だったんですよ
ね。そのときにうちの先生から、やること
になったからよろしくって言われて、やる
のね、ぐらいな感じで。今思うと、ちょう
どインターネットが盛り上がりを見せてく
る、それこそ孫さんが SoftBank で ADSL
を無料で最初にルーターを配るぞ、みたい
なことを言っているような時代だったので、
Webブラウジングは楽しいな、メール楽し
いな、PostPet とかいろいろ頭のなかによ
ぎりましたけど、そういう徐々に一般化し
ていくプロセスのなかにあって、すごく僕
にとって変な違和感を覚えたのが、インタ
ーネットで大学の授業を中継して、この大
川さんっていう方はいったい何をしたいん
だろうと。確かに帯域があったらデータを
送れるが、何をしたいんだ？ ただ単に中
継したいだけなのか、とかっていうのが、
本当に頭のなかでもやもやしていて。それ
こ そ 今 の LMS 的 な 、 Learning 
Management Systemみたいなものがあるわ
けでもなく、手づくりの SOIのホームペー
ジ。そこに授業のビデオとかがアップされ、
ちょっとした Question なんかが載ってい
るような。あとは先生のスライドとかも確
か載っていたような気がしますけど。そう
いうので、道具立ても本当に十分じゃない。
ビデオも今のような HD でもなく、懐かし
い IEEE 1394、デジタルビデオ、30Mbps
ですかね。やっていて、本当に何をしたい
んだろうっていうのが疑問だったんですけ
ど。当時、何を試みられていたんですか。 
 
大川：その当時はフェーズ２だと思うんで
すけどね。教室をつなぎ始めたのは 2001

年ぐらいからなので。1997 年から SOI が
始まっていたんですけど、1997 年のとき
は教室を、インターネット全体を教室にし
ようというのが初めのアクティビティーと
いうかトライアルで、例えばおうちにいて
も、教室にいるのと同じように過ごせたら
楽しいだろうということで始めたのが、ア
ーカイブだったり、それからリアルタイム
でも中継できたりとか。そのころですね、
SONYと JSAT、今のスカパーJSATさんと
組んで、個人に、テレビの衛星アンテナと
同じような小さなパラボラアンテナを配っ
て、そこで 500K ぐらいかな、下り帯域の
インターネットをつくるという実験をやら
せていただいたんですけど、そうすると
500K ぐらいあると、案外小さなビデオだ
けど、たくさんバファリングがあるけど、
割ときれいなビデオが見えて、わりと学生
として教室にいるのと、ほぼほぼ同じよう
な気持ちで授業を受けることができるよう
になったというのが、2000 年〜2001 年ご
ろなんです。500K なんていうにはあっと
いう間にいつものおうちのなかにだんだん
入っては来るので、私たちがなぜあんなこ
とをやっていたかというと、たぶんちょっ
と先の未来にやってくる帯域が、世界がど
うなっているのかなって思いながら、私は
どこでも勉強できる環境を追求したかった
っていうことなんですね。それをやって、
アーカイブをやっていると、今度アーカイ
ブはもうちょっといろんな人に届くように
なって。まさに SOIのよたよたしたシステ
ムですけど、いろんな人が受講するように
なってきてくれて。例えば農業をやりなが
ら聞いていますとか、こんなことに興味が
ある先生に出会えて本当によかったとか、
世界中から来て、この先生のびっくりする
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ような、ニッチなことを話している先生に
出会えてよかったみたいな。だから、マス
っていうんじゃなくて、スパースでいいん
だなとか、それから本当に自分の時間をど
う使うかっていうなかで勉強が組み込まれ
るんだなとかという実感があったのが
1990 年代が終わった辺りなんです。たぶ
ん金子先生が参加されていた 2001 年とか、
2002 年とかは、もっと大きな教室をつく
りたいというのが、たぶんそのときの夢だ
ったと思うんです。この先生の授業をこの
教室だけで聞いているんじゃなくて、さま
ざまな大学の学生たちが同じようなテーマ
で勉強ができるとしたら楽しいだろうなっ
て思ったのがそのころで、いろんな先生が
いろいろな特徴を持っていて、その当時、
東大、早稲田、慶應みたいなのでやったり
とか、早稲田、慶應でやったりとか、奈良
先端が入ったりとかしていましたけど、先
生もモビリティーが高くなっていいし、学
生もモビリティーが高くなっていいし、ダ
イバーシティーも大きくなって、すごく楽
しかったんです。本当に面白いのが、教室
と教室をつないだだけでけっこう楽しくて。
まず時計がちょっとずつずれているとか。
東大の学生はものすごく時間にぴったりで、
教室が準備できていないと廊下で怒り始め
るみたいなのがたくさんあって。慶應の学
生は、準備ができているんだけど学生が来
ないじゃないかっていう。そういうマイン
ドの違いがありました。それから早稲田の
先生が、みんなは今大学生で何を学ばなけ
ればいけないかっていうと、「社会に役に
立たないことを頑張ってやれ」って言った
んです。社会に出たら、社会に役に立つこ
しかやらせてもらえないから、社会に役に
立たないことをやるのが大学だって言った

んです。その次の週に村井先生が、「おま
えらいいか、社会の役に立つことをやれ」
って言うんですよ。そして学生はどっちも
True だっていうことをちゃんとわかるわ
けです。たぶんそういうダイバーシティー
のあるインプットっていうか教室、だから
ディスカッションはなかなかできるような
環境はなかったかもしれないけど、とにか
く能動的に教室に座っていて、とある先生
の話をずっと聞くということだけじゃない、
もっと学びのことがあるんじゃないか。た
ぶん最初に私の生い立ちを話したと思うん
ですけど、いろんな人がいて楽しいわけで
すよね。そこで自分がどう吸収していくの
かっていうのがやっぱり楽しいんじゃない
かなと思うので、そのうちに海外とか、ア
メリカとかとつなぎ始めたりとか、ランド
ウエバー先生の授業を、東大、慶應、
NAIST（奈良）で受けるとか。海外の先生
や学生たちと、ちゃんと一緒に勉強できる
とか。ランドウエバー先生とのジョイント
を半年やったときは、時差が激しくてすご
い大変だったんで、そのあたりから私はア
ジアに、時差の少ないアジアにフォーカス
するようにはなったんですけど。なので、
いろんな大学の先生とか、いろんな大学の
学生が一緒に学ぶというのが普通の世界に
なると、「やっぱり未来は変わるんじゃな
い？」ってすごい思っていました。そうい
うことです。そこで金子先生は、なんでこ
んなことをやっているんだろうと思われた
かもしれませんが、そんな気持ちでやって
いました。 
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進化する技術、変わらない学び 
 
金子：今、お話をお伺いしていると、ピー
ス、ピースが僕の頭のなかでつながってき
て。そういう試みだったのかって。ずっと
それこそ DMC でこういったかたちでご一
緒するあいだ、また、僕が大学を卒業して
からブランクがあったんですけど、再度お
会いしてもまだ続けていらっしゃる。 
 
大川：まだやってます。 
 
金子：ちょっと失礼な言い方かもしれない
ですけど、執念深く、インターネットって
いうサービスのなかでの、まだまだすごく
大きな市場ではないところをずっとやられ
ているということが、僕にとってはすごく
驚きで。でも、大川先生が体感で学んでき
たことというのが、あまり世の中に出てい
っていない。どちらかというと、かたちと
して LMS が必要だよねとか、ビットレー
トはこのぐらいは必要だよねとか、もしく
は授業の手法としてこうだよね、反転授業
でアーカイブは使えるよねっていうような
ところばっかりが、例えばコロナのあいだ
の授業形態にしても、そういったところに
ばかりフォーカスされているような気がし
て。でも、本当の学びというものがどこに
あるのかっていうのが、今の大川先生の話
のなかにはあるような気が僕はしたんです
けど。そういう実感はありますか。 
 
大川： LMS とか、どうつないでいくかと
か、たくさん技術に支えられてさまざまに
新しいことができると思いますが、今回AI
なんかもよく取り沙汰されていますが、基
本的に人が学ぶとか、学んでいって何か新

しいことができるようになるとか、新しい
ことがつくれるようになるとか、新しいこ
とに挑戦できる気持ちになるとか、大切な
ことはいくつかあって、それは変わってい
ないですよね。ただ、技術でもっと違う視
点がたくさん入るとか、もっと知らなかっ
たことを知りやすくなるとか、もっとたく
さんの人がいろんなことに気づけるとか、
そんなことはたくさんあると思うので、テ
クノロジーが、人が学ぶことについて、ど
うやってサポートしていけるかということ
は、今までもこれからもたくさん貢献する
ところはあるんだろうなと思っています。
なので、あまりこだわっていなかったです
ね。LMS とか。必要かどうかすらも、あ
まりよくわからないんです。例えば教室で
何人かいっぱいいます。それを一緒に、決
められたある時間内に何かを達成させるた
めに教えます、みたいなのは、もうすでに
本質からずれているんです。例えば最近の
FutureLearn に代表される MOOCs みたい
なことが、いい、悪い、いろいろあります
けど、MOOCs がいいのではなくて、たぶ
ん自分のペース、パーソナライズドな学び
を多少サポートしてくれると思うんです。
必ず何人か一緒に勉強しなきゃいけないか
というとそうじゃないし、いろんな人と一
緒に勉強するとやっぱりすごくいいし、で
も教室に 40 人座るのは、別に効率がいい
わけでもなんでもないし、学びにとってい
いことがそんなにあるわけじゃないかもし
れないし、もっとフレキシブルに考えなく
ちゃいけないんだけど、なぜかこういうセ
ッティングになっているので、これを支え
る技術はなんですかっていう話になっちゃ
うことが多くて。それはまったく本質から
ずれていると思うんです。さっきの
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MOOCs の話は、自分のペースって言った
のは、10年かかってようやくわかる人がい
てもいいし、３年でわかる人がいてもいい
し、達成しなきゃいけないことのゴールっ
ていうのは誰が設定するのかもわからない
んだけど、取りあえずやりたいと思ったこ
とに対してかかる時間というのがそんなに
マターじゃないはずなのに、学校とかって
結局このカリキュラムはこの３カ月のあい
だに、という話になってしまっているから
こそつくらなくちゃいけない。LMS が欲
しくなるとか、誰がどこまでやったか見た
くなるとか。でも別にそれはマネジメント
の話であって、学ぶっていうことだけを純
粋に考えると、もっともっとフリーダムだ
し、もっともっと本質的にテクノロジーが
支えられるところは、もっともっと全然違
うところにあったりするんじゃないかなと
思います。私はだから LMS を研究した記
憶はまったくないし、もちろんアーカイブ
をそれぞれの人がどうやって受けて、そし
て自分はどうやって学んでいくのかという
ところを、例えばこういうコミュニケーシ
ョンチャンネルがあったらいいんじゃない
かとか、そういう視点ではいろいろシステ
ムをつくったり、トライアルしたりして論
文とかそういうのを書いていたかもしれま
せん。しかし、やはりある前提に基づいて
それを効率化するということは、学びには
向かないという思いがあります。なので、
私はシステム、そういうのをつくっていな
いと思っています。だから、学ぶというこ
とを支えていくテクノロジーという意味で、
私はそれをずっとやっていましたが、いわ
ゆる学校セッティングのなかのある決めら
れた環境のなかで、何かを効率的にすると
いうことではないだろうなというのはすご

く思っていたので、今も、これからもそれ
は変わらないのではないかなと思っていま
す。 

 
学びたい人が集まる universitas 
 
金子：今の話を聞いて、先ほど僕の頭のな
かに残ったキーワードは、１つはパーソナ
ライズっていう言葉。既存のシステム、い
わゆる教育システムに制約されない。本当
の教育、もしくは学びっていうのはなんな
んだろうっていうことを追求されていった
のかなというふうに思いました。一方で、
じゃあ既存の教育システムを無視していい
のか、みたいな話と、IPv4 から IPv6 にマ
イグレーションするにはどうしたらいいの
かって話に近いのかもしれないですけど。
IPv6 の世界観と IPv4 をどうつなげていく
のか、みたいなところに興味をお持ちの方
もいらっしゃると思いますし、一方で先生
が追求されてきた理想なパーソナライズド
な学びっていう世界観って、本当に突き詰
めていくとどんなかたちになるだろうって
いう、両方興味が湧くんですが、どちらか
らでもコメントをいただければと。 
 
大川：そうですよね。ものすごく古い話で
すけど、私がドクター論文を書いていたと
きに、一番初めのイントロダクションに書
いたことが、今でも私はそうだと思ってい
るんですけど、大学 universitas という言葉
は、教えたい人と学びたい人の集合ってい
う意味のラテン語だか、何語だからしいん
ですよね。だから University というビルが
あって、素晴らしい建物があって、ファシ
リティーがあってというものではなくて、
師がいて、あるいは学びたい人がそこに集
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まってきて、もしかしたら、噴水の周りで
話しているとか。そういうのがもともとの
オリジナルなアイデアだったんじゃないか
と思うんです。universitas は。それって、
インターネットがなければ、おそらくその
ままかたちは変わらないと思うんだけど、
人と人とコミュニティーをつくっていくと
いうのが、もし University のかたちだとす
れば、インターネットできっと全然違うか
たちが出来上がるんじゃないか。というの
が 2002 年に私が書いたドクター論文のモ
チベーションなんですね。それはやはりパ
ーソナライズドっていうのもそうだけど、
コミュニティーのつくり方とか、あり方と
か、でき方とか、できることとか、新しい
ことがきっとたくさんあって、会話のなか
で学ぶだけじゃなくて、１対１じゃなくて、
もっとたくさんのものから学ぶかもしれな
いし、自分の学びがどういう意味があるの
かというのも新しいかたちで知ることがで
きるかもしれないし、すごいいろんな可能
性がインターネットっていう基盤ができた
ことで生まれてきたなと思っているんです。
インターネットが普及し始めたときに、い
ろんな研究をされていた方たちがやっぱり
言ったのが、今あるかたちというのは、イ
ンターネットのなかったときにつくられた
かたち。そのかたちの最適化を考えては、
たぶん行き詰まるし、いけない。インター
ネットができたあと、インターネット前提
社会と先生たちがおっしゃっていますけど、
まったくコミュニケーションのつくり方が
変わっているし、できることがまったく変
わっている土台の上で、何かつくっていく
のは本質に戻って考え直さないと、つくり
直さないと、新しいものはできないよねっ
ていうことは言っていて、まさにそうだな

と、これは今もそう思っているんです。だ
から本質は何かということを見つめ直す必
要がある。本質は何かって見つめ直したと
きに、今ある学校とはたぶん違うかたちが
ある。コミュニケーションを取ろうと思っ
たときに、教室に集まらなければできなか
った時代はもう終わったわけですよね。だ
から、そういう小さなことから始めて、も
のを買うのもそうだし、社会的なアクティ
ビティー一切合切を、「もともと、何をし
たかったんだっけ？」という話をみんなで
しながらつくっていく時代なんじゃないか
なと思うんですよ。だいぶそれは終わって
きたのかもしれないですが、もっともっと
テクノロジーが変わってくるので、AIが出
てきて、これは AI にお願いできることに
なったと言ったとき、もう１回「本質はな
んだっけ？」というふうに、また戻ってい
くぐらい大きな変化がどんどん来るのかな
と、今も思っています。このあいだ AI の
話をしたときに、「結局ChatGPTとかその
辺がどう教育に関係するの？」と言われた
ときに、結局何かを聞いてすごいいい答え
が返ってくるんだけれども、そのドメイン
のしっかりした知識と、それから批評的な
視点と、自分でやっぱり聞く力みたいなの
がないと駄目だというのが、最終的に教育
系の人たちのあいだで結論づけられるんで
す。でも、ちょっと待って、その３つは
ChatGPT が全然関係なくて、今までも同
じことでしょって思うのです。同じ力だよ、
その力が実はなかったら、今ももちろん学
んでいきつづけられないのと同じで、また
それがすごくもっと sophisticate されたり、
あとはすごい速さでフィードバックがかか
ってきたりするっていうだけの話で、本当
にやっぱり学びの力を使わなければいけな
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いところというのはあんまり変わっていな
い。そういう結論だというふうに私も思う
んです。なので、すべては人のために、す
べては自分のために、人間のためにあると
思っているので、人間のための教育のかた
ち、学びのかたち。これからもぜひやりた
いですね。 
 
人と人とがつながることの大切さ 
 
金子：ありがとうございます。教育という
より学びですよね。どちらかというと学ぶ
側の姿勢というものがどういうふうに拡張
できていくのかとか、膨らませていけるの
かという方向だと思います。その学びのシ
ステムをいろいろトライされてきたなかで、
少なくとも学びとか教育とかいう、大学も
そうですが、１人で成し遂げられないじゃ
ないですか。どう考えても。だって、自分
が教えたいと言っても学んでくれる子がい
ないと駄目だし、学びたいと言っても教え
てくれる人がいないと駄目。見ただけで学
ぶというのはもちろんありますが、そうい
った人とのふれあいみたいなところは、ど
ういうふうにプロジェクトとしては動かさ
れてきたのかなというのを教えていただけ
ますか。 
 
大川：私が思うのは、結局人は人から学ぶ
んだと思うのです。それがもしかしたら本
っていうメディアかもしれないし、授業っ
ていうメディアかもしれないけれども、や
っぱりそれを書いた人から学ぶ。その人か
ら何か学ぶんだと私は思っています。あと
1000 年ぐらいたつと、人だと思っていた
けど、気がついたら人じゃなかったみたい
なことが出てくるかもしれませんが。大学

教育でよく、属人的教育は駄目とか言って
いた時代もあったと思いますが、私は属人
大賛成なんです。この人しかできない授業
は絶対にあるし、この人しかできない話も
たくさんあって、それを金太郎あめみたい
にできるようにする技術は、また別のこと
でやってほしいと、すごく思っています。
もちろんシラバスとかも大切ですが。人と
会えるかどうかで人生めちゃくちゃ変わる、
それを誰かから学ぶということだと思うの
で、人と会えるということは、やはり新し
いコミュニティーに行くとか、例えば次の
キャリアを考えたときに、こういうコミュ
ニティーのなかに入りたいなとか、こうい
う人たちと一緒に仕事をしたいな、という
ことなので、そういうキャリアをデザイン
するなかでも、どんな人たちと出会えるか
というのがものすごく大きなファクターだ
と思います。ですから学んでいくのと一緒
に、今、いろいろ学生たちともやっていま
すが、自分のラーニングパスウェイとか、
次に何をする、ということをちゃんとガイ
ドできるような仕組みが、学ぶなかで一緒
にあるといいね、といったことは話してい
ます。だから研究室などは、けっこうそれ
に近いコミュニティーだと思います。やは
りあれがなかったら、次の人がなかなか育
ちづらい。だから、育っていく場所みたい
なのがすごい大切だと私はすごく思ってい
ます。だからそういう意味では、人と人と
のつながりがある場所が、もしかしたら
Universitas、University なのかもしれない
ですよね。 
 
より自由な学びの環境をつくる 
 
金子：そうやってお話をお伺いしていると、
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今の学びというのは、いわゆる教育システ
ムというものに閉じたものである必要はま
ったくないというふうに思いますが、もっ
と拡張していけないものでしょうか。 
 
大川：そうですね。まさに教育学者の方が
おっしゃっていたのが、今の大学教育とか
学校教育というのは、日本においても明治
維新後に効率のよい教育、プリントをする
（知識を刷り込む）といった、効率的な教
育のためにつくられたところがすごくある
ので、それは本当の学びではない、とまで
は言っていたかどうかはわかりませんが、
取りあえずそういう政府の、国の下でつく
られたものなので、本当の学びの姿はそこ
ではないんじゃないかというのはおっしゃ
っていて。私もすごくそういうふうに思い
ます。さっきの属人は駄目とか、そういう
のもその辺から来ていることだし、もっと
小さなコミュニティーで、小さいというの
は物理的に小さいのではなく、インターネ
ットの時代なので、もっともっと大きいか
もしれないし、もっともっと遠いところに
リーチしているかもしれないし、本当に世
界で４人ぐらいしか面白いと思わないよう
なことがあったとしたら、それをもう今は
つなげられるわけじゃないですか。なので、
そういう新しい学びのコミュニティーをつ
くったり、そこに新しい人を入れたり、新
しく evolveしたりみたいなことをやってい
けると楽しいんじゃないかなと。私はけっ
こうアジアのコミュニティーというのはそ
ういうコミュニティーなのではないかなと
思って、すごく楽しく仕事をしています。 
 
金子：世の中に拡張させていこうって、僕
はどっちかっていうと、インターネット、

もしくはネットワークのアーキテクチャと
かを考える側なので、そうだとすると、お
話を聞いていて、今の一般的に使われてい
るようなアプリに欠けているもの、学びっ
ていうものをもっともっと相互に促進させ
ていきましょう、グローバルにやっていき
たいよねって思ったときに、今のコミュニ
ケーションツールに欠けているものは何だ
とお考えですか。 
 
大川：コミュニケーションツールに欠けて
いるかどうかはわかりませんが、学べるコ
ンポーネントはたくさんあるし、人ともた
くさん出会えるけど、自分が何を学ぶべき
かとか、何を学んでいきたいのかとか、そ
のガイダンスというのがなかなか今はでき
なくなっているのかなと少し思います。サ
ーチすれば何百万と何かマテリアルが出て
くる時代じゃないですか。そこからナビゲ
ートしていくというのが、これからちょっ
と先輩だったりといった人の役割だったり、
先生って今呼ばれているような人たちとい
うのは、たぶんそこが仕事というか、価値
になってくるのではないかと思うのです。
もちろんいろんな発達の段階があるので一
概には言えませんが、今はやはり例えば
FutureLearn にしても何百とコースがある
し、いろんな先生が、いろんな人がどうや
ったらこれを伝えられるかということをす
ごく頑張っているわけじゃないですか。授
業にしても、本にしても、YouTubeビデオ
にしても。本当に若い人たちは別にメディ
アにこだわらず吸収していけるとは思うの
ですが、「じゃあ次はこれを読んでみた
ら？」 と言ってくれる人がいない人とい
る人では、たぶん本当にパスが変わってく
るのではないかなとすごく実感します。だ
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から、欠けているものは何かっていうのが
アプリだとは思いませんが、アプリではな
いかもしれないけど、自分で次を設計する
ことを助けてくれるようなことが、たぶん
人と人との関わり合いで、この本は面白か
ったね、これを読んでみようとか、そうい
うのが発生してくるような学び合いの世界
みたいなのがあるといいのではないかと思
います。あと大学でおこなわれている教育
に関して言っても、実際に、これをつくり
たいんだけど、このやり方はどこにあるん
だろうとなったときに、その授業は来年の
４月からですとかいう、そういうことはも
う終わりにしようよっていう感じがします
よね。「じゃあ、何が必要？」と言ったら、
「これを今度読んでごらんよ」とか、「こ
れをやってごらんよ」と言ってあげられる
先輩と後輩の関係はのこさないといけませ
ん。そういうコミュニティーはちゃんとの
こるけど、授業ということで知識を吸収す
るというところ、ディスカッションをする
というのと、ダイアログをする、何かをつ
くっていくとか、いろんなものが学びだと
思うのですが、自分で学びたいと思ったと
きはなんでも学べるようになっていること
が大切だし、何か話をしたいって思ったと
きにはその話ができる仲間がいることがす
ごく大切です。私は、久しぶりに学会に行
って、３～４日下界から離れてプラハとい
うところで過ごしたときに思ったのですが、
本当に学生とか研究者とそのことだけ、教
育とかその人たちがやっていた研究のこと
しか話さなくていい時間って、なんて素敵
なんだろうって思いました。帰ってきて、
また下界に戻ってきて、すごくつらい思い
をしているのですが、そういう時間が、大
学にいたらできるとか、学びの場があると

か、そういうのが欲しいですね。そういう
意味では、おいしいお茶を飲みながらみん
なで話せる場所が大学かもしれません。だ
から、どうやったら学びたいと思ったとき
に学べる世界になるのかって言うと、例え
ば本当にマイクロクレデンシャルみたいな
かたちで、すごく小さな単位のスキル系の
コースを中心かもしれませんけれども学べ
る、自分の学べることをどんどん自分で学
んでいける環境をつくっていくとか、それ
とは別に、しっかりと話をする時間ができ
るとか、しっかりと自分を発信するための
何かスキルが身につくようなものがあると
か、何か違うかたちでいろいろ設計してみ
て、それを学生たちが自分なりのペースで
できるような環境、自由な環境ができると
すごい楽しいんじゃないかなと思っていま
す。だから今私が大学をつくったら、そう
いうことをやりたいですね。 
 
人は楽しいことをやるために学ぶ 
 
金子：今のお話は、僕にはすごく腑に落ち
ています。ネットワーク屋として腑に落ち
ています。僕はネットワーク技術って、資
源を共有する技術だと思っています。今、
インターネットで、コンピューターを共有
するというところから、コンピューター資
源を共有するという話から、どんどん情報
を共有する話、データを共有する話、もし
くは人の脳みそに入っているものを音声な
り、テキストなりで共有していくという状
況にあると僕は思っています。そのときに
何が一番難しいのですかという質問に対し
て、僕は「誰がその情報を持っているかが
わからないことです」といつも答えていま
す。今の大川先生の学びにおいて一番難し
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いことって、自分を客観視して、自分はこ
んな情報が次に必要なんじゃないかと提示
してくれる人、もしくは客観的に理解して
くれている人というのが必要ですというお
話でした。だからそれは、まさにはそれこ
そ今つくっていかないといけないものだよ
な、次に機械化というか、工学的にそれに
資するようなものをつくっていかないとい
けないなと思いながら、お話をお伺いして
いました。ですから、まったく違う回答だ
とは思っていなくて。そうやってこう考え
ていくと、さっきのマイクロクレデンシャ
ルですけど、自分というものの学び、もし
くは自分というものの経験、自分というも
のの知識を、どのように表現していけばい
いのだろうと考えたときに、教育システム
においては、単位というものでその内容を
学んだということに一応なっているわけで
すけれども、もっとわれわれの日々の生活
のなかでの学びなり、吸収なり、いろんな
Webの記事を読んだ経験なり、本を読んだ
経験なり、そういったものって、ざっくり
とデジタルツインの世界観だと思うのです。
自分のバーチャルというか、サイバー空間
とフィジカル空間の人間が得た情報なんか
をサイバー空間でも持っておいて、それが
わかるともっとスムーズにいろんな情報提
供ができてきますという世界観に通じるの
かな、なんて思うのです。これは可能です
か。どこまで機械化が可能なのか。人とい
うなんらかの解釈する人の存在は、今後も
必要になってくるのか。先ほどの場づくり
っていう話からすると、場だけがあればい
いのか。それともやはりそこに人という存
在が介在して、なんらかのナビゲーション、
ガイダンス、トランスレーションをするよ
うな役割というのは必要不可欠なのか。そ

の辺りはいいかがでしょう。 
 
大川：そうですね。わからないですけど、
「人は学びたいのである」ということをお
っしゃった教育者がおられました。私はそ
うだと思うのです。別にどなたかに言われ
なくても学ぶんだと思うのです。なので、
必要か、必要ではないかではなく、人間の
生きていくことを支えるっていうことだけ
なのではないでしょうか。みんな学びたい。
みんな食べたいし、みんな寝たいし、みん
な学びたい、とすればで、必要かどうかと
いう質問には、「そういうレベルのことで
はない」と答えるしかないです。要するに、
なんで学ぶかというと、単位のためでも別
にないわけですよ。学歴のためでもないわ
けです。私は生まれたときからやはりなに
かつくりたい、なにかやりたいことがあっ
て、やりたいことがなくても全然いいので
すが、楽しいことがあるじゃないですか。
楽しいことをやれるようになるっていうの
がたぶん学びの本質だと思います。一生
100 年ぐらい生きなきゃいけないので、楽
しいことをやるために学び続ける、それを
サポートしてもらえたらうれしいですよね。 
 
金子：そのとおりだと思います。僕は一介
のエンジニアとして、それって結局学ぶ人
の気持ち次第ですよ。そんなのシステムな
んか関係ないですよって言われたように受
け取ってしまいました。 
 
大川：そんなことは全然言っていないです
よ。隣の人と話すのだって、たぶんしばら
くしたら私もよく見えなくなったりとか、
いろいろあるじゃないですか。いろんな人
と話すということ自体、昔できなかったこ
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とが、ありとあらゆるテクノロジーでいろ
んなサポートが受けられるようになってい
て、自分ができなかったことをちょっとお
願いすると AI がやってくれるような時代
になってきています。テクノロジーがなく
なったら、たぶんすごく大変だと思います。
この世の中は、研究でこういうことができ
ました、こういうことができるようにさら
になりました、さらにこうなりました、の
積み重ねです。この積み重ねのスピードが
ものすごく速くなることは、きっとオプテ
ィミスティックに考えると、いい世界が早
くやってくることだと思うのです。だから
テクノロジーはそこに注力してください。 
金子：はい。わかりました。 
 
学びに必要な日曜大工レベルの技術 
 
金子：技術者としての大川先生と、人間の
営みとしての学びを追求していくこととに、
コンフリクトしている部分はあるのでしょ
うか。つまり、人間の欲求、学びに対する
欲求だけですべてが解決していくのでしょ
うか。今の大川先生のお答えでは、そうで
はなくて、そこにいろんなサポートが技術
として入ってくる。それは真っすぐ後ろか
らプッシュするようなものではないかもし
れないけど、ちょっとしたものが少しずつ
学びを支援していくんだ、とおっしゃって
いるのかなと思いながら聞いていましたが
いかがでしょうか。 
 
大川：まとめていただいてありがとうござ
います。そうです。技術は人のためにある
ので、そのとおりだと思います。私はエン
ジニアですなんて偉そうに言いましたけど、
エンジニアにもたくさんの種類がいて、私

は日曜大工だと思っているんです。日曜大
工って何がいいかというと、ちょっとした
ことは自分でできる。だから、棚をつくる
ってどんなに簡単なことか知っている。だ
から、じゃあ棚をつくろうって思える。で
も、棚をつくることがすごく大変なことで、
ものすごくお金がかかることだって思った
らつくらないじゃないですか。その辺の距
離感、技術への距離感っていうのがすごく
大切だと思っています。自分ができないこ
と、自分ではできなくてお金がかかること
がたくさんあるということを知ったうえで、
自分がやりたいことは自分で、日曜大工レ
ベルのことはできる技術を持っていると、
たぶんいいのかなと思います。日曜大工レ
ベルっていうのが、これからどんどん高く
なってくるわけですよね。だから、昔だっ
てビデオをつくるとか、ワープロでテキス
トを打つとか、そんなこと昔は日曜大工レ
ベルではできなかったのが、今はできるよ
うになっています。あとプログラミングを
するとか、ちょっとしたスクリプトをつく
って自動化するとか、その辺も日曜大工で
すよね。日曜大工レベルのことができると、
お隣のおばあちゃんも助けてあげられるし、
その技術が、自分からどのくらいの距離に
あるのかということがわかると、それが何
に役に立つか、自分の学びにどう役に立つ
のかもわかります。だから私は日曜大工レ
ベルの技術者であることはとても大切だと
思っています。もちろんプロフェッショナ
ルとして書いていたこともあるけれども、
そうではなくて毎日のことが、ちょっとず
つ技術でよくなる。ちょっとずつ技術で便
利になったり、楽しくなったりするってい
うことを知っているということを誰かに伝
えられるとか。みんながそれくらいのレベ
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ルになると、きっと技術と人間が優しくふ
れあえるんじゃないかなと思っておりまし
て、自分を日曜大工エンジニアと称してい
ます。 
 
「なぜ？」を繰り返す 
 
金子：最後に１つ聞かせてください。先ほ
どの教育の話もそうですし、学びの話もそ
うですし、ある意味時代が大きく変わって
いく、DX という流れで変わってきている
なかで、本質に立ち返るっていうお話をし
ていただきましたが、本質に立ち返るとい
うのは、言葉で言うと非常に簡単なことだ
と思うんです。でも一方で、実際に本質に
立ち返って考えなさいって、例えばそれを
私の研究室の学生に言ったところで、何を
すればいいんですかっていう答えが返って
くる気がします。そんな学生さんに大川先
生からひと言、本質に返るためにお勧めの
こと、あったら教えてください。 
 
大川：難しい質問ですね。でも、実はそん
なに難しいことじゃなくて、すべてのこと
に１回はなぜそれがそうなのか、なぜそれ
が今そうなっているのかということを疑問
に思って解明してみることから始まるので
はないかと思います。だから、なんでこの
教室には 40 人も座っているんだろうとか、
なんで私は今椅子に座っているんだろうと
か、なんでこれは紙なんだろうとか、なん
でこれはまずいんだろうとか、なんでもい
いと思うんですけど、今当たり前に思って
いることを、１回なんでもいいから
Questionするということを、ゲーム感覚で
やってみる。お友達とでもいいと思うので、
なぜ？を繰り返すことで見えてくるのでは

ないのかなという気がします。だから、も
し勉強がつらいと思ったら、なぜつらいの
か。レポートを書けないと思ったら、なぜ
書けないのか。なぜ書くのか。そういう
Questionをしてみるといいのではないでし
ょうか。今、私もずっとそれは思っていま
す。 
 
金子：ありがとうございます。今日は大川
先生に DMCTALK にお越しいただきまし
た。長い時間ありがとうございました。 
 
大川：ありがとうございました。（終了） 
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大川 恵子（おおかわ けいこ） 
慶應義塾大学メディアデザイン研究科教
授・DMC 研究センター所長。専門は、デ
ジタルコミュニケーションと教育環境、ア
ジア教育基盤の構築。1985 年慶應義塾大
学大学院工学研究科修士課程修了。日本 
DEC、日本サン・マイクロシステムズ、国
連大学高等研究所などを経て大学院に戻り、
2000 年同大学大学院政策・メディア研究
科博士課程修了と同時に起業。2001 年博
士号（政策・メディア）を取得。1996 年
よりインターネットと大学教育に関する研
究に従事し、2001 年より湘南藤沢キャン
パスにてアジア各国の大学間遠隔教育プロ
ジェクト（SOI Asia）の研究と運営に従事。 
 
⾦⼦ 晋丈（かねこ くにたけ） 
慶應義塾大学理工学部准教授・DMC 研究
センター副所長。専門はアプリケーション
指向ネットワーキング。特に、デジタルデ
ータの利活用を促すデジタルデータのネッ
トワーク化について研究を行っている。
2001 年東京大学卒業。2006 年同大学院情
報理工学系研究科博士課程修了、博士（情
報理工学）。同大学院新領域創成科学研究
科での特任助教を経て、2006年 9月より慶
應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ
総合研究機構、特別研究助教。2007 年、
同機構特別研究講師。2012 年 4 月より現
職、デジタルメディア・コンテンツ統合研
究センター研究員を兼任。 
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DMC シンポジウム 2023 

「オープンサイエンス時代におけるデジタル知の深化に向けて 
―研究データの共有と公開を考える」 

日時：2024 年 3 月 8 日（金）14:00-17:00 

場所：慶應義塾日吉キャンパス 協生館２階 多目的教室２ 

DMC 研究センターでは、これまでにデジタルアーカイヴの構築や FutureLearn オ

ンラインコースのコンテンツ制作を通して、歴史資料や文化資源のデジタル化に取り組

んできました。昨今では研究のデジタルデータや成果だけではなく、そのプロセスをも

含めて社会に広くオープンにすることが期待されています。本シンポジウムでは、オー

プンサイエンス時代におけるデジタル知の共有と公開について、歴史資料や文化資源な

どの分野も視野に入れて検討します。皆さまぜひ奮ってご参加ください。 
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ご挨拶 
 
岡田 英史 
（常任理事、慶應義塾大学理工学部教授） 

 

ただ今ご紹介いただきました、慶應義塾

常任理事の岡田でございます。本日は、デジ

タルメディア・コンテンツ統合研究センタ

ーのシンポジウムにご来場いただきまして、

誠にありがとうございます。今日のテーマ

はオープンサイエンス時代におけるデジタ

ル知に関するもので、情報の公開と共有が

話題になります。 

オープンサイエンスということで、情報

を共有していくというのが当たり前の時代

になってきました。私自身は理工学部に所

属しておりますが、論文を投稿する際など

にも、データを公開してオープンにする姿

勢が求められるようになってきております。

データの開示はもちろん、シミュレーショ

ンの場合には、今ではソフトウエアのコー

ドを公開して、ちゃんと再現できるかどう

かが検証されるという時代に入ってきてい

ます。科学技術の進歩に対してはオープン

化というのは非常に効果的ですけれども、

個人の研究者としますと、苦労してつくっ

たコードが、公開されてみんなに使われる

と、アドバンテージがなくなってしまうと

いうところもあるので、いろいろ難しいこ

ともあるなと思っています。今日のテーマ

は、文化財とか、歴史の資料ということでご

ざいますので、そういう意味では理工系と

はまた違った環境、文化のなかでの研究に

なります。こういった研究分野において、デ

ジタルコンテンツというものがどう扱われ

ているのかというのは、私自身にとっても

非常に興味深いテーマですので、勉強させ

ていただきたいと思っています。 

 私自身のことを申しあげますと、ちょう

ど 1996 年だと思うのですが、慶應義塾がグ

ーテンベルクの聖書を入手いたしました。

そのときに私は電気工学科に所属していた

のですが、同じフロアの画像処理の研究室

に所属している学部生や大学院生が、聖書

をカメラで撮影してコピーする研究をして

いました。素人考えだと、本を開いてコピー

機にべちゃっと押しつければコピーできる

じゃないかと思うのですが、そんなことは

とてもできません。とにかくシワ一つつけ

てはいけない貴重な本ですし、古いもので

すから、下手に押しつけたりすればそれで

壊れてしまう可能性もあるということで、

開くだけでも大変です。そこで開いて曲が

っている、本を綴じているのどの部分です

ね、この曲がりで文字が歪むところをどう

やって補正してきれいな画像とするのかと

いうのが研究テーマになるわけです。そう

いうことが理工学部で最先端の画像処理の

研究としておこなわれていました。今であ

ればブックスキャナーを買ってきてぱっと
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撮れば、のどの近くが曲がって文字が歪ん

でいても、きれいに補正してくれて真っす

ぐ撮れます。現在では誰でも当たり前にで

きることが、二十数年前は最先端の画像処

理技術が必要だったわけです。そういう意

味で、歴史的資料とデジタルの接点ができ

た時代に、私も期せずして卒論発表とか修

論発表を聴くことで立ち会わせていただき

ました。 

 また、デジタル情報というのは、結局飛び

飛びにしか取れないということで、リアル

とは違うもの、結局はサンプリングした情

報でしかない、ということがあります。たぶ

ん二十何年前に撮った聖書の画像は、最先

端であってもまだまだ粗くて、拡大してい

くと四角い画素がすぐ見えてしまうような

情報だったのではないかと思います。その

ところと比べると、最近は４K、８K になり、

ものすごく高精細な画像が撮れるようにな

ってきています。それでもやっぱり最後の

細かいところはリアルと同じには見えない

し、デジタルである以上、サンプリングとか、

そういうことの限界というのは絶対に避け

て通れないものであるわけです。私として

は、デジタルの限界という部分について、歴

史的資料とか文化財を扱う方々がどう考え

られていて、リアルなものを持っている方

と、またそれがデジタルで広く公開されて

使えるようになるところで、どういう違い

が出てくるのか、という点にも興味があり

ます。今日はそういう話題になるかどうか

わからないのですが、特に歴史とか文化を

専門として、実際に資料を扱われている

方々が、デジタル情報というものについて

どういうお考えを持っていて、どういうふ

うに将来的にオープン化を進めていくのか、

という視点からもすごく楽しみにしており

ます。シンポジウムの最後に総合討論があ

るようですので、パネリストの方々には、ち

ょっと頭の隅に入れておいていただいて、

ご議論いただけるとありがたく思います。 

それでは今日は半日ではございますけれ

ども、非常に重要なテーマ・話題がそろって

おりますので、ぜひお楽しみいただきたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
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ご挨拶 
 
徳永 聡子 
（DMC研究センター副所長、慶應義塾大学
文学部教授） 
 

應義塾大学文学部の徳永聡子と申します。

文学部での教授、そして DMC では副所長

を現在務めております。本日は年度末のお

忙しいなか、そして、今朝は私の住んでいる

ところで雪が積もっておりまして、ちょっ

とドキッとしましたけれども、本当に本日

はご来場くださいましてありがとうござい

ます。御礼申しあげます。 

最初に、簡単に本日の流れというものを

お伝えしたいと思います。本日のシンポジ

ウムは、大きく分けますと３部構成となっ

ております。一番最初に基調講演として文

学部教授、そして前学部長でいらっしゃい

ました、倉田敬子先生から基調講演を賜り

ます。倉田先生には、オープンサイエンスと

は何かということを非常に大きな視点で概

説いただくことになっております。そして

第２部のほうでは、２つの事例報告と言い

ますか、より具体的なお話について、お２人

の方から頂戴する予定です。まず最初に、

UNESCO の東アジア地域事務所の杉浦愛

先生に UNESCO の視点から、そして民族

学の視点から文学部の教授の山口徹先生か

らお話しいただきます。少し休憩を挟んだ

のちに、最後にパネルディスカッションと

いうことで、当センターの副所長を務めて

おります金子晋丈先生もお迎えして、登壇

者全員でディスカッションしていって、フ

ロアの方々とも一緒にいろいろお話をして

いく、対話をしていく時間としていきたい

と考えております。 

 さて、技術革新が目覚ましいデジタル時

代において、私たちが研究をおこない、そし

て情報にアクセスし、知識を広める方法と

いうのは非常に大きな変貌を遂げてまいり

ました。透明性、アクセスビリティ、コラボ

レーションを原則とするオープンサイエン

スというのは、私たちをより包括的で影響

力のある学術コミュニティーへと導く道標

として登場しています。このオープンサイ

エンスという言葉、その多層性というのは、

このシンポジウム全体を通してもおそらく

浮き彫りとなってくるかと思います。非常

に意味がいろいろ含まれているところです。

今、ここですべてを網羅することはできま

せんが、あえて一つ、この 2024 年という時

代に照らし合わせてその特徴を取りあげる

ならば、一つには専門家のみならず、一般社

会の成員が主体的に科学研究に参加する社

会的土壌、いわゆる社会的関係者の開かれ

た関与というものが明示されている点かも

しれません。オープンサイエンスは、元々は

科学者社会の規範として提唱された概念で

すが、ここでいう「科学／サイエンス」とい

うのは非常に狭義なものにとどまらず、自
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然科学全般、社会科学、ならびに人文学を含

むすべての学問分野および学術の実践の側

面を含むというふうにされています。そし

てまた、この言葉の誕生の基底には、開かれ

た社会というものを理想とした思想的・歴

史的背景があります。 

ここで想起されるのが、20 世紀を代表す

る哲学者カール・ポパーの主張『開かれた社

会とその敵』（The Open Society and Its 

Enemies）という著作です。ポパーは、科学

哲学の分野で、いわゆる「反証可能性」

（falsifiability）、経験科学的な理論という

ものは常に批判に対して開かれ、実験や観

察の結果によって、反証する可能性がなけ

ればならないという考えを提唱した人物と

してもよく知られているかと存じます。彼

は提示された仮説と反証の過程を繰り返す

ことで、科学的認識が徐々に深化、深まって

いき、そして発展していく、進化していくと

いうふうに考えました。 

そのポパーがナチズムの脅威から逃れて

亡命したニュージーランドで、1945 年に出

版した『開かれた社会とその敵』において示

したのが、「開かれた社会」（open society）

でした。今年の初めには、新しい訳も出てい

ます。ポパーはナチズムを直接的に批判す

るということはしませんでしたが、全体主

義へと向かう源流にある思想を対象として、

具体的にはプラトンやマルクスを開かれた

社会の敵であるとして、その著作において

徹底的に分析しています。そして権威主義

的・全体主義的な社会ではなくて、自由な相

互批判を許容する、自由で民主的な社会を

理想と提示しています。理想社会を目指す

ために必要なのは、権威や指導原理であっ

て、人々を愛するような政治体系だという

ことではなくて、ポパーの思想が理想とし

たのは、自由に思想を述べることができ、一

方でそれを批判する自由が保証された。す

なわち、自由な言論に開かれた共同体や社

会でした。そして、そうした開かれた社会こ

そが、科学や社会の進歩の基盤となります。

このオープンソサイエティーという概念が

もとになって、後にオープンサイエンスと

いう議論が始まっていくのです。 

本日は、実に５年ぶりの対面のみでのシ

ンポジウム開催となります。コロナ以前と

比べると、この５年で歴史は大きく動いて

います。パンデミックはもちろんのこと、ロ

シアによるウクライナへの軍事侵攻、イス

ラエルのガザ侵攻、また今週の初めには、11

月のアメリカ大統領選挙候補選びの山場と

も言える、いわゆるスーパーチューズデー

の結果が示されました。グローバル化が加

速する一方で、世界は分断の時代を迎えて

いるというふうにも言われます。こうした

時代においてこそ、「開かれた社会」とは何

か、今まさに私たちは真に問い直すことが

求められているように思います。「オープン

サイエンス」の基底にあるのは、人間の営為
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です。「オープンサイエンス」を今日このよ

うに開かれたオープンな場で考えて、自由

闊達に意見を交換し対話を図ること。私た

ち社会について、そして人類の思想や歴史

について考えること、それがそのようにつ

ながっていくと願いながら、本日の開会の

辞としたく存じます。今日は一日長丁場と

なりますが、どうぞよろしくお願い申しあ

げます。 
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第 1 部 基調講演 
 

オープンサイエンスが 
目指すこと 
 
倉田 敬子 
（慶應義塾大学文学部教授） 
 

 ただ今ご紹介に預かりました文学部の倉

田でございます。今、徳永さんのほうからオ

ープンサイエンスの言葉の起源として、ポ

パーのオープンソサイエティ、もう一つは

開かれた科学という言い方が紹介されまし

たが、戦前にそういう科学者たちが自由に

科学ができることというのが、このオープ

ンサイエンスのまさに基本にあったと思い

ます。そういう意味では、このオープンサイ

エンスというのはまさに科学の根幹と言い

ますか、本来のあるべき姿を追求するとい

うことにつながっていると私は考えており

ます。この基調講演では、特に文化財や歴史

ということにこだわらず、またデジタル・ヒ

ューマニティーズにこだわらず、自由に話

していいということでございましたので、

私の立場から今考えていることをお話しさ

せていただければと考えております。 

 元々の意味としては科学者にとっての規

範、自由に科学をする、ということで使われ

てきたオープンサイエンスという言葉が、

ここ 10 年から 15 年ぐらい、よく使われる

ようになってきた背景としては、よりテク

ノロジーということに対しての強い変化に

応じたものであると私は考えております。 

オープンサイエンスとは何かということ

に関しては、山のように報告書が出ており

ますけれども、そのなかで比較的古い時代

に、オープンサイエンスというものをあえ

て主張した、まとめた、それから今後こうい

う方向が必要だということを主張したと認

識している英国王立協会の報告書が 2012

年に出ております。そこにございますよう

に「Science as an open enterprise」という

タイトルです。まさに open enterprise だと

言ったところに、この報告書の意義がある

と考えております。どこか引用しようかな

と思ったのですけども、なかなかいい箇所

が見つからなかったので、ちょっと要約し

てしまいますと、一つはまず、今申しあげま

したように、科学そのものがオープンなも

のでなければならない。オープンな探究こ

そが科学だということを、前提として主張

しています。 

ただ、今求められているのは何かと言っ

たときに、やはり大きな流れとしてデジタ

ルな技術革新だということを最初に述べて

います。つまり、すべての情報がデジタルに

なりつつあり、さらに、インターネットによ

ってネットワークですべてがつながるよう

になるという、この時代にオープンな形で

科学という探究を続けていくためには、ど

ういうものが必要になってきていて、今何
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が変わっているのかというと、一つは膨大

なデータを収集し生成することが可能にな

ったということです。そこから膨大なデー

タを今度は高度に分析する技術も、ものす

ごく進んだということです。 

もう一つが共同研究ですね。これは 20 世

紀からずっと一貫して言われていることで、

これは主に科学技術分野の話ですけれども、

やはり研究を共同でやらないと、もはや立

ち行かないという点があります。そういう

環境のなかで新たな知のあり方というもの

を模索していかなくてはいけないという意

味で、この報告書はオープンサイエンスを

定義しているといえます。人文学の研究者

の方々には、共同研究をそんなにやってい

るわけではないと感じられていると思いま

す。ただ、研究に関わるさまざまな側面で実

際にデジタルなものを使っていくと、共同

で何かをおこなうということ、今後、研究の

なかでどんどん深まっていく可能性は非常

に高いと思っています。共同研究が当たり

前となるなかでデジタルなものが進むとい

うことは、いったいどういう意味を持つの

か。それがオープンサイエンスというもの

を考えていくときの一番重要なポイントで

はないかと思っております。 

 短い時間でございますので、すべての流

れを申しあげることはできませんし、ここ

で研究のレビューをしてもしかたありませ

んので、このあとのセッションにつながる

ように、非常に大ざっぱな、あえてわかりや

すいかたちを取らせていただきますと、こ

のオープンサイエンスの捉え方として、内

的な要因と外的な要因に、簡単に分けてし

まいたいと思います。単純に分けてしまう

のは必ずしもいいことではないのですが、

あくまでも視点とお考えください。どうい

う方向から考えるかということです。 

内的な要因とは、まさに科学とは何か、研

究とは何かという方向からオープンサイエ

ンスに迫る考え方です。有名な言い方とし

ては、データ駆動科学という言い方があり

ます。オープンサイエンスとはデータドリ

ブンサイエンスとも言われています。これ

は現在の科学と何が違うのかというと、先

ほどポパーのお話を引用していただいて、

大変よかったなと思いました。ポパーが主

張した科学の特徴としての反証性であると

か、仮説があってそれを実証していくこと

がが科学のあり方だということが、科学に

に対する基本的な考え方だったといえます。

それに対して第４の革命というような言い

方もされますけれども、もはや仮説検証型

の科学ではない時代が来たという言い方を

する方たちがいます。それがデータ駆動科

学です。まずデータがあるというところか

ら科学が始まるという考え方です。もちろ

ん現在の科学すべてではありません。今で

も理論から仮説、そしてそれを検証してい

くという科学研究が大きな流れであること
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は、これはもう間違いがありません。ただ、

桁の違う膨大なデータを、まずは分析する

ところから始まるという科学研究が実際に

出てきたということです。 

一番典型的なのはゲノム研究だと思いま

す。全ゲノムを解析してしまうという研究

には仮説も検証もないわけです。まずゲノ

ムの解析ありきだったわけです。そのよう

な研究のあり方が出てくるということ、そ

れはこれまでの研究のあり方、研究の方法、

プロセスというものを大きく変えるという

考え方がオープンサイエンスの内的な要因

です。 

では科学技術とは違う面を持つ人文学や

社会科学という場ではどうかということで

すが、先ほど岡田先生のほうからもお話が

ありましたように、特に現物、一点物を研究

対象とする人文学において、データ駆動科

学っていったいなんなんだ？ ということ

がおそらく問題になります。ディスカッシ

ョンではその辺がトピックになると思いま

すが、私としてはそれだけではないという

観点を少しお話ししたいと思います。 

今、オープンサイエンスがこんなに騒が

れるようになったのはなぜかというと、ま

さに外的な要因、つまり政策としての動き

があるからです。国を挙げて、多くの国々が

今、オープンサイエンスに向かって動き出

しているということです。その場合のオー

プンサイエンスとは、一つは論文をオープ

ンアクセスにすることであり、もう一つは、

データを共有することです。オープンサイ

エンスをその二つの話だけにしてしまって

いいのかということは別として、現在、政策

として追求されているのはこの二つだとい

うことです。この外的な要因についても、や

はり私たち研究者として見過ごすことはで

きない。それは政策としてそういう方向が

示されているときに、どういう立場で、どう

いうふうに対応していかなくてはならない

のかということを、やはり私たちは認識し

て、自分の立場、行動を決めていかなくては

ならないと思っております。 

このシンポジウム全体としては、内的な

要因についてできるだけ深くディスカッシ

ョンをさせていただきたいと思いますが、

私は一応慶應義塾の研連推の研究データ特

別委員会の委員をしておりまして、どうし

てもこの政策のことも話させていただきた

いということで、まず最初に外的な要因の

ほうからお話をさせていただきたいと思い

ます。 

 オープンサイエンス政策に関しても、そ

れなりの歴史があり、欧米はものすごい勢

いで 2010 年ぐらいから巨大な予算をかけ

てこのオープンサイエンスの啓蒙と言いま

すか、とにかく推進するということをいろ

いろな形でやってきております。研究デー

タの共有が世界的に政策として取りあげら

れた最初は、2013 年の G８の科学技術大臣
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会合といわれています。これにはもちろん

日本も参加していましたし、G８、まだロシ

アがいたときにこの G８の国々が最終的に

宣言したコミュニケ、のなかで、科学、学術

における研究データの共有を推進するとい

うことが明記されました。これは、ある種国

際的な政治の場における、緩いものですけ

れども、約束をしたということになるわけ

です。しかし、日本では、全部を調べたわけ

ではありませんが、このとき大きな新聞に

おいては、研究データの共有についてのニ

ュースは流れませんでした。大臣は出てい

って、コミュニケにサインはしたけれども、

おそらく何もわかっていらっしゃらなかっ

たのだろうと思います。けれども、コミュニ

ケに明記されたという影響は大きく、日本

でもやはり進みました。これはまずいとい

うことが認識されたこともあると思います。

以前からずっと国際的な団体での活動をな

さっていた方や関心をもってやっていらし

た方たちが声をあげて、大臣や政治家も巻

き込みつつ、これじゃまずいと、日本はもっ

とちゃんとした政策を出していかなくちゃ

いけないということで、さまざまな試みが

始まったということになります。 

ただ、なかなか私たち一般の大学の教員

にまで明らかにわかるという政策は、残念

ながらほとんど見えてこなかった。いろん

な宣言は出されましたし、オープンサイエ

ンスを推進する方向でのガイドラインも出

されましたし、委員会もあったんですが、目

に見えて進んだとはなかなか言えませんで

した。私が見てきたなかで、やはり画期的だ

と思えるのは 2021 年の「第６期科学技術・

イノベーション基本計画」だと思っており

ます。これはやはり第５期までと全然違う

政策になっています。 

この第 6 期の計画で、本格的にオープン

サイエンスをやらなくては駄目だというこ

とが明記されているのと同時に、それぞれ

の各省庁に、例えば文科省には何年まえに

これをやれ、ということが明記されている。

しかもかなり細かいレベルで明記されてお

ります。ということで、これはやはりやらざ

るを得ないということで、基本的に大学が

関わるところとしては、内閣府や文部科学

省のほうから具体的に通達という形ではあ

りますけれども、こういうことをやりなさ

いということが次々と出ることになりまし

た。ここでは個別には申しあげませんけれ

ども、かなり具体的な政策が出てきました。 

例えば一つだけ挙げますと、2025 年まで

にすべての大学は研究データポリシーをつ

くらないといけないということが、これは

通達で明記されています。さすがに文科省

の通達ですので、国立大学はおそらく全部

従うでしょうし、私立大学の大きなところ

もそれはさすがにやらざるを得ないという

ことになってきています。ただ、残念ながら

2024 年の１月に調べたところでは、まだ 21
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大学しか研究データポリシーを発表なさっ

ておりません。おそらくすごい勢いで今つ

くられている最中だと思うのですが、大学

では今、研究データバブルだと言われてい

ます。なぜかといいますと、非常に遅れてい

たところで、強く研究データの共有の方向

への政策がだされたので、実は 100 億円の

補正予算がついております。要するに、そう

いう外的な要因で進むところというのは、

非常にあると思っております。 

 基本的に今、何が目指されているのかと

言いますと、研究データ管理をきちっとし

て、可能な限り公開、共有するということで

す。間違えないでいただきたいのですが、研

究データは研究者が作るもの、集めるもの

です。ですから、その研究データをきちっと

管理する責任はもちろん研究者にあります。

ただ、それをいくら研究者の人に頑張って

管理してねと言っても、それだけでは弱く

て、きちっとした管理はできないというこ

とです。つまり、逆に言うと、研究者にきち

っと管理したいという意識があっても、体

制、制度が整っていなければ、それは簡単に

はやはりできない。研究データ管理という

のは、やはり面倒なことです。研究者が自分

の研究を続けていくなかで、データは日々

作られていくし、それをもっと分析したい、

早く論文にしたいというときに、でもその

データは、きちっと管理してくださいねと

言われても、いや、どうやって？という話に

なってしまうわけです。これまでも、いわゆ

る小保方問題とかがあり、研究不正を防ぐ

ためということで、さまざまな形で研究者

にデータをきちっと管理しなさいというこ

とは言われ続けてきました。慶應ももちろ

ん研究資料の保管に関するガイドラインを

つくっております。このようなガイドライ

ンは主要な全大学にあって、データは 10 年

保管しなくてはいけないということになっ

ていますが、実際に、10 年ちゃんと全部の

データを保管している人がどれぐらいいる

かはわかりません。さらに、データを管理す

るということはただ持っていればいいわけ

ではないわけです。。研究者個人に全て任せ

て終わりではなく、大学に対して、研究者が

データを管理できる体制を整えてください

ということを義務化したという点が、今回

の政策の大きな違いだろうと思っておりま

す。それと同時に、国立情報学研究所（NII）

に、研究データのメタデータを全部集めて、

そこでちゃんと検索もできるようにしまし

ょうということが、謳われております。 

最終的に学術雑誌論文に成果を発表する

ような分野においては、その査読付きの雑

誌論文と、それからその論文を書くにあた

って根拠となった絶対に重要な根拠データ、

その研究データに関しては、即時オープン

アクセスにするようにということが、政策

として明記されたということでございます。

実はこの論文と研究データの即時オープン
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アクセスというのは、欧米ではすでに、少し

前から具体的な政策として義務化されてき

ていました。日本はこの動きに関しては本

当に遅くて、論文のオープンアクセス化に

関してもなかなか義務化がされてこなかっ

たのですが、ここに来て研究データと合わ

さることによって、政策として一気に進ん

だということです。これは、現在のところは

競争的公的資金を得ておこなわれてた研究

成果である学術論文等のオープンアクセス

の実現に向けた基本的な考え方という形で、

イノベーション会議から出されている方針

です。そこでは論文および根拠データは学

術雑誌への掲載後、即時に機関レポジトリ

ー等の情報基盤への掲載を義務付けると書

いてあります。すべての論文をオープンア

クセスにしなさいということを言うのは大

変難しいことです。それは研究者の自由だ

ろ、ということがどうしても出てきますの

で、ただ、研究資金をもらっているなら、そ

れは税金を使って研究をさせていただいて

いるわけですので、公的な研究資金、特に日

本の場合には競争的な研究資金をもらって

いる場合には、その成果である論文と根拠

データは、雑誌論文になった直後に出さな

いといけないということです。これはなか

なか厳しい条件です。今、学術出版では確か

にオープンアクセスはずいぶん進んで来て

おります。ただ、すべての雑誌がオープンア

クセスなわけではなく、特に学術雑誌、特に

学会系の学術雑誌の場合、１年間のエンバ

ーゴという形で、最新１年間分は読めない

けれども、そのあとは読めるようにしまし

ょうというのが、学会誌ではよくとられて

いる方策です。そうすることで購読料を払

ってくれる会員を確保しているわけです。

しかし、今回のせいさくでは、そういう雑誌

への掲載だけでは駄目だということになっ

てしまうわけです。駄目というのは、そうい

う雑誌への掲載でもいいのですが、それで

終わりではなくて、その出した論文および

データをどこかに公開しないといけないと

いうことです。じゃあ、どこに公開すればい

いかというと、文科省の政策として、大学の

機関リポジトリを推奨しているということ

です。もちろん「等」といっている、今、さ

まざまな形で、オープンな形で論文や研究

データを出せるアーカイブはずいぶん増え

てきておりますので、そういうところに出

しても構わないわけです。 

具体的には、2025 年度の新規公募分の公

的研究資金の成果から義務化されますので、

待ったなしといえます。機関りポジトリに

論文を収録することはしてきましたが、研

究データまで収録してきた大学は多くはあ

りませんので、今、すごい大きな問題になっ

ているということす。こういう外的な要因

によって、皆さんも一研究者としては、こう

いうことを踏まえて動いて行かざるを得な

いわけです。研究データの管理体制が十分

31



慶應義塾大学 DMC 紀要 11(1)、 2023 
 

 

でなければ、大学のほうに強く支援を求め

ていかないといけないという、そういう時

代にいるとお考えいただければと思います。 

 ではここで内的な要因の話にしたいと思

います。実際に、私たちの学術的な研究活動

というのは、今、どういうふうに変わってい

るんだろうかということです。オープンサ

イエンスというのは、かなりいろいろな分

野の方々がいろんなことを言っていらっし

ゃるものです。本当に哲学的な議論から、技

術のアプリを開発するところまで、本当に

ありとあらゆる分野の人たちが出てきてい

まして、オープンサイエンスに関する研究

論文は、私もとても全部を見ることはとて

もできないほど多く出版されています。私

は図書館情報学のなかの学術コミュニケー

ションを研究しているのですが、その学術

コミュニケーションという狭い研究分野で

見ても、本当にさまざまな視点での研究が

進められていると思います。古い論文では

あるんですけれども、オープンサイエンス

の研究には５つの学派があるという主張を

した方がいます。日本語に訳してしまうと

ニュアンスが伝わりにくいのですが、５つ

の分類は、なかなかうまいのではと思いま

すので、これをご紹介しておきたいと思い

ます。 

 第一はインフラストラクチャーです。こ

れはもう当たり前ですが、やはりオープン

サイエンスを実現させるための技術的な基

盤はどうなるだということは、やはりもの

すごく大きな問題でして、どちらかという

と多くの人の関心はここに向いていると思

います。技術的なアーキテクチャをどうし

ていくのかということが大きな問題になる

し、岡田先生のほうからもお話がありまし

たように、さまざまな技術革新を個別にど

う使っていくのか、そこの部分は大きな研

究課題です。この課題に関しては、今、本当

にいろいろな試みがなされているところで

す。 

 次ががパブリックです。パブリックとは、

ここでは研究プロセスを解放するというこ

とです。一つの典型的な例としては、市民科

学、シチズンサイエンスと言われているも

のです。つまり、研究者じゃなくても研究は

できる、という話です。研究プロセスにおい

て、さまざまなソフトウエアであるとか、ア

プリであるとかが出てきて、誰もが、ある種

分析もできるし、プログラミングも書ける

という時代に今はなりつつあるわけです。

そういう時代において、研究者じゃなくて

も研究ができるのではないかという、そう

いう考え方が出てきています。それは科学

をオープンにするということの一つの考え

方です。 

もちろん研究プロセスをただオープンに

すればいいという話ではもちろんないわけ

で、研究者になるためにはさまざまなスキ

ルや知識が必要なわけで、それを身につけ
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るためには、長い教育期間が必要です。ただ、

このような教育を経て研究者になると、や

はり研究者としての目でしか見られなくな

るという面もあるわけです。そうではなく

て、一市民として、科学的な研究活動の一端

を担うことは、社会にとって意味があるこ

とです。今のところ市民科学といわれてい

るプロジェクトは、どちらかというと研究

の計画とか目的は研究者が考えて、実際の

データの分析の部分を市民がおこなうとい

うものが、非常にうまくいっています。 

古くからある有名なものとしては、eBird

プロジェクトというのがあり、これは今も

続いていますが、渡り鳥の研究です。つまり、

渡り鳥を観察する際に、少数の研究者でや

っていたのでは話にならないわけです。し

かも野鳥の愛好家は山のようにいるわけで、

そういう野鳥の愛好家たちに対して、どう

いう鳥がどういう方向で、いつ、どういう方

向に向かったかを全部写真を撮って送って

くれというプロジェクトを行ったわけです。

これによって、実は渡り鳥の渡りの位置と

いいますか、軌跡というのでしょうか、それ

が実は南下しているということが実証され

ました。これは非常に有名な Science だっ

たか Nature だか忘れたのですけれども、そ

ういう雑誌に掲載される論文にもなっりま

した。つまり、市民としての野鳥愛好家たち

の個別の努力を、全部まとめあげることで、

一つの大きな科学の成果とすることが可能

だということです。ただこれは、市民たちを、

どちらかというと、データの収集、分析に使

っていて、本来の研究プロセスが真に解放

されるというためには、研究目的も市民た

ちが考え、自分たちの、市民の新たな視点で

研究自体が進められる、そういうものが本

来のオープンサイエンスの形だということ

です。 

 第 3 がが、デモクラフィックで、つまり、

知識への万人のアクセスです。これが先ほ

どからずっと政策等で目指されている論文

や研究データのオープンアクセスというこ

とです。私自身も自分の研究としては、この

３番目の領域がここまでは中心であったと

思っています。科学知識は、すべての人のも

のではなくてはならないはずだという、オ

ープンアクセスの最も基本的な考え方に立

つものです。いわゆる著作権法で言えば、パ

ブリックドメインにあるものであるべきだ

ということです。それはすべての人に開か

れていなくてはいけないのではないかとい

う考え方です。これはあとでもう少しお話

しさせていただきたいと思っています。 

 それから第四がが研究のあり方、これは

曖昧な言い方をしていますけれども、基本

的には共同研究がどのようになされていく

のかという、研究プロセスそのものの研究

です。私自身としては、先ほど３番目の領域

を中心にしてきたと言いましたけれども、

この４番目の研究プロセスがどうなってい
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るのかということが、私の現在の大きな関

心範囲です。つまり、研究者たちはいったい

どう研究しているのだということを研究し

たいのです。これが、オープンサイエンスを

考えるときには、実はすごい重要なポイン

トだと私は思っています。残念ながらあま

り理解されなくて、なかなかこういう点だ

けでは研究費をいただけません。そういう

ことを言っても駄目で、やっぱり技術的な

アーキテクチャを考えますと言わないとお

金がもらえないというところはあるのです

が、研究者がいったい研究データをどう考

えていて、どう研究をしていくことが望ま

しいと思っているのか。すべての基本は、私

はここにあるとに思っております。 

 最後は計量、メジャーメントとこの人た

ちは言っていますが、計量書誌学という研

究領域がありまして、今は計量科学という

言い方もしておりますが、科学を科学する。

科学というものの実態を、できるだけデー

タで示していこうという、そういう一派の

人たちがいるということです。 

 今、５つ挙げさせていただきましたけれ

ども、では、オープンサイエンスってどうい

うふうになるとオープンサイエンスなのか

と言ったときに、今多くの人たちが求めて

いるというか、共通で目指しているものと

いうのは、いわゆるオープンプラットフォ

ームをつくろうとしているといえます。研

究基盤におけるプラットフォーム化です。

プラットフォームという言い方はいろいろ

な使い方をされていあるのでなかなか難し

いのですが、基本は、要するに Amazon で

すよね。Amazon がどういう意味でプラッ

トフォームかというと、プラットフォーム

を用意している会社がすべてをやるわけで

はないということです。プラットフォーム

上でものを出品する人、生産者側と、ものを

買う消費者側の両方がある種の事業をおこ

なう。今まででしたら、生産者がものをつく

って、それを消費者に売る。その売る場を仲

介する人たちも、それぞれの仕事がある。で

も、プラットフォームはそうではなくて、生

産者と消費者を直接結ぶのですけれども、

その結ぶところに、ある種の機械的と言い

ますか、技術的なものを挟むだけで、人は介

さないということです。この相互作用が生

産者側にも利点があるし、消費者側にも利

点がある。そういう技術的なものをつくっ

ているが Amazon なわけですが、それを今

度は研究というコミュニティでやるという

ことです。 

もちろんまだどこにも実現されていませ

んので、あくまでも多くの人がビジョンと

して語っているだけですが、そのプラット

フォームを通じてすべての研究プロセスが

実現できるようなものです。ある意味これ

は必要に応じてすべてが共有されるプラッ

トフォームですが、、逆に言うと、すべての

人がすべてを共有するわけでは当然ないと
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いうことです。科学研究においては、ある種

の制限とか制約はどうしても出ざるを得な

いと思います。 

例えば医学研究において、非常にセンシ

ティブな情報をすべての人に公開すること

は、絶対にできないわけです。ある種のスキ

ルと権限を持った人だけができる形にしな

くてはいけない。でもそれが厳しすぎては

オープンな科学、それからイノベーション

を起こすということはできない。ですから

自由で共有ということを基本としながらも、

ある種の制約と言いますか、とじた部分を

持ちつつ、開かれた場でどうやってすべて

のプロセスをやっていくことができるのか。

しかもそれが効率的で、自由で、よりやりや

すい方法でなくてはなんの意味もないわけ

です。私たちはもうすでに、今ここで私がし

ゃべっていることも、動画で撮られて、それ

がいずれはインターネット上で公開されて、

ここにいる方たち以上の方たちがアクセス

できるわけです。メールをするのは当たり

前ですし、Zoom で会話をするのも当たり

前になったわけです。その個別のところで

は、私たちはずいぶんデジタルな社会、ネッ

トワークを使って情報を共有していると思

います。情報検索という言葉はたぶん 20 年

前に使う人は専門家しかいなかったのでは

ないかと思うのです。でも、いまやサーチエ

ンジンや情報検索という言葉を使わない、

それを知らない高校生はいないですよね。

その意味でも、あらゆる情報をインターネ

ットを使って集めてくることが、もはや当

たり前になっているわけです。当然私たち

は、電子ジャーナルを使って文献を読みま

す。研究計画を書くときに、メモとしてどこ

かに電子的なメモを残す方もいらっしゃる

でしょう。もしかしたら口述筆記をなさる

方もいるかもしれない。もちろん紙のメモ

も使っていらっしゃるでしょう。そういう

計画、準備から、実験や調査をするという段

階まで、実際にいまでも手でやる実験も、調

査もありますし、フィールドワークに出て

いかなくてはできないものもありますが、

かなりの調査、実験、観察においてデータ自

体はデジタルで収集し、保管するというこ

とが当たり前になりつつあります。科学技

術分野の巨大なプロジェクト研究において

はもはや、コンピューターを介さなければ

実験も観察もできない状況も出てきている

わけです。そして、それらを分析して、実際

にいろんな形で発表し、論文を執筆する。そ

のすべてが確かに部分的に、デジタルなも

のがずいぶん進んできているわけです。そ

れを全部一つのプラットフォームでまとめ

てやれればいいし、必要に応じて必要なも

のを共有していく。そういうものができた

らいい。それがオープンサイエンスだと、そ

れを目指すという意味でそう言われていま

す。 

 私自身は、先ほど申しあげましたように、
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学術コミュニケーションを専門としており

ますので、そうなったときに、いったい研究

者たちのコミュニケーションという部分は

どうなるのかという点です。特に情報をど

うやって集めてくるのかと、成果発表の部

分、学術コミュニケーションにおいては、こ

の両方の部分が一番主要な研究対象となっ

てきました。これまでデジタルとインター

ネットによる変化という意味では、まずイ

ンフォーマルコミュニケーション、つまり

研究者同士でのさまざまな直接の情報交換

がすごく変わりました。ただ、やはり中心と

してまだ対面で話すというところは変わっ

ていないわけです。ただそれを代替する手

段は数多く出てきたし、それから情報検索

というか、情報の収集のしかたは、ものすご

く変わってしまったと思います。紙ではな

く、いろんなものがデジタルになったこと

によって、さまざまな情報を集めてくると

いうこと、調べるということは本当に変わ

ってきたと思います。 

 中心となるのは、本来は研究対象や研究

方法だと思うのですが、ここは分野により

ます。分野によってものすごく変化してい

るところと、あまり変わらないなというと

ころがあると思うのですが、そこはちょっ

と置いておきたいと思います。学術コミュ

ニケーションという観点からすると、成果

の公表方法というのは、これまでわりあい

と標準化されてきました。もちろん分野に

よる差はいろいろありますけれども、中心

になったのは学術出版です。雑誌論文か書

籍を一度も発表していない研究者の方は、

おそらくここには誰もいらっしゃらないだ

ろうと思います。つまり、研究成果の中心と

なっていたものが、紙によって出版された

論文と本だった。ここが今、大きく変わって

きているという話です。それは単に、電子ジ

ャーナルになりましたね、という話では終

わらないということです。今の電子ジャー

ナルは、はっきり申しあげれば紙の学術雑

誌をデジタルにしただけです。それは、本当

の意味のデジタルな研究成果なのかという

と、私は疑問だと思います。特に論文をPDF

にしてあげただけで電子ジャーナルと言う

な、と言いたいです。PDF は紙ですよね、

ということです。つまり、今は過渡期なので

す。学術出版は、関係者でいらっしゃる方も

いるので言いにくいんですが、ものすごい

きちっとしていると言いますか、はっきり

言うと社会のなかですごい力を持っていら

っしゃる。学術的なコミュニケーションに

おいて、学術出版社の果たした役割はもの

すごく大きいですし、今もはっきり言って

巨大な力を持っていらっしゃいます。それ

は電子ジャーナルになっても今のところ変

わらないです。ただ、今後電子ジャーナルだ

けでいくとは、学術出版社の方たちも思っ

ていらっしゃらないです。はっきり言って、

私たちの一歩も二歩も前を行っていらっし
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ゃると思っております。 

つまり、私自身として今一番関心がある

のは、研究成果って何なのか、という話です。

こういうデジタルでオープンサイエンスが

当たり前の時代になったときに、いったい

何を研究成果というのか、という話です。私

たちは今、研究の最後になると必死になっ

て論文を書くし、本を書くわけですね。でも、

論文ってだから何なのですか、という話で

す。研究でいろいろやったことを、ある型に

はめなくてはいけないわけです。この型は

約 400 年前にできた雑誌論文という形にな

ることによって、この 400 年間ものすごく

洗練されてきましたが、基本はやはり 350

年ぐらい前に決まった型をけっこう踏襲し

ているわけです。なぜ私たちはああいう形

で論文を書かなくてはいけないのでしょう

か？私はそこに紙の印刷物という制約と利

点があったと考えています。いわゆるメデ

ィア論的な言い方をさせていただければ、

紙という素晴らしい素材に合わせた形で私

たちは論文や本という形をつくってきたの

だろうと思うわけです。今、研究プロセスそ

のものがデジタルになって、そのデジタル

にふさわしい成果、いったいそれはどうい

う形で情報を整理して、蓄積して、示すこと

が最も望ましいのかということ、それを考

えていかなくてはいけなくなったと思って

います。 

特に今、論文のオープンアクセスだけで

はなくて、研究データも出せと言われたと

きに、論文のオープンアクセスに反対する

研究者は、原則としてはいません。自分の論

文を見てもらうことをうれしくない人はい

ないわけでして、いろいろな制約からもち

ろん有料になってしまっているけれども、

無料で出していいのだったら、別に無料で

出すこと自体、反対する研究者って私はほ

とんど聞いたことはない。なぜかといえば、

自分の論文を売って生活しているわけでは

ないからです。ほとんどの研究者にとって

論文は、もちろん謝礼をいただくときはあ

ったとしても、基本無料なのです。むしろ自

分のお金を出して論文を出してもらってい

るわけですので、そういう意味では、実際に

論文をオープンアクセスにして、みんなに

無料で公開しましょうということに、原則

として反対する研究者は誰もいません。 

しかし、根拠となる研究データを出して

ください、に対しては、かなりの抵抗がある

わけです。一つには研究者の意識の問題と

いうのがもちろんあります。私もいろんな

研究者の方にインタビューして、「でも、デ

ータって自分のものだよね？」という回答

をよく聞きました。正面切ってそこまでお

っしゃる方は多くはないですが、でも、いろ

いろと聞いていくと、やっぱり自分のもの

という感覚を強くお持ちになっている。お

金があれだけかかったのにとか、自分がせ

っかく考えたものを先取りで利用されちゃ
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うという気持ちがあるわけで、それらのす

べての根幹にあるのは何かというと、私は

データは研究プロセスそのものに関わるも

のからではないかと思うのですね。これま

では研究プロセスは自分で好きなようにや

っていって、けれども、研究成果の部分は論

文としてみんなに公開しようという、やっ

ぱり、なんとなくの区分けをしてきたのだ

と思うのです。データを公開しろと言われ

るのは、そのプロセスをたとえ一部とはい

え、公にしろと言われているわけで、ある意

味では自分の研究プロセスを暴かれるとい

う感覚を持っているのではないかと感じて

います。 

 将来的にではどうなるのかというときに、

私は方向としては、プロセスを含めてなん

らかの形で共有していくことが、今後求め

られてくるのではないかと思っています。

方向としてはそういうことだと思います。

オープンサイエンスを推進するということ

は、成果をオープンアクセスにすることだ

けではなくて、プロセスそのものを、もうち

ょっと違う形で、すべてを暴くということ

ではなくて、それとは違う形で共有できる

部分は共有しつつ、新しい形での研究のあ

り方を目指していかなくてはいけないので

はないかと思います。 

その意味で、このシンポジウムのテーマ

である「知の深化」というのは、非常にシン

ボリックと思います。新たな知のあり方は

どうあるべきなのか、ということを考えて

いくのは、人文科学であろうが、社会科学で

あろうが、自然科学であろうが、同じではな

いしょうか。それぞれの研究対象や明らか

にしたいことは全部違います。方法論も違

うでしょう。でも、最終的に私たちは、人類

に向かってある種の知を蓄積していく義務

があるのだと思っています。その知のあり

方を、蓄積して、整理して、次の世代に伝え

るべき知識の形はどうあるべきなのか。今、

それ自身が大きな変革の時期を迎えている

のではないかと思います。少なくとも今ま

での紙の論文や書籍だけでは駄目だと思い

ます。そうではない形をどうやって今後つ

くっていくのかといったときに、その基盤

は研究者の共同体ではないでしょうか。そ

の意味で、ここに最後に書かせていただい

たのはコモンズです。 

 私たちは研究者の研究コモンズであるこ

とは、やはり基礎です。ただそれは、開かれ

た社会のなかになくてはいけないと思って

います。開かれた社会のなかで研究、学術コ

モンズというものをどのようにつくりあげ

て、それを社会全体の方たちにも認めてい

ただけるか。それを目指していかなくては

いけない。そういう、厳しいけれども、面白

い、チャレンジングな時代だと私は思って

おります。このシンポジウムという機会を

捉えて、新しい知のあり方の一端を模索で

きたらとに思っております。以上で講演を
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終わらせていただきたいと思います。どう

もありがとうございました。 
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第２部 事例紹介 
 

UNESCO の視点から 
 
杉浦 愛 
（UNESCO 東アジア地域事務所（北京事
務所）科学プログラム専門員） 

 

UNESCO 東アジア地域事務所の杉浦と

申します。自然科学プログラムスペシャリ

ストで、自然科学を担当しております。今日

はお呼びいただき、誠にありがとうござい

ます。あえて今回は、オープンサイエンスが

オープンアクセスだけではない取り組みを、

UNESCO 側からしていっていることを発

表させていただきたいと思います。 

 まずは、NESCO 東アジア地域の事務所

の紹介をさせていただきます。北京にあり

まして、５つの加盟国のクラスターであり

ます。日本をはじめ、韓国、北朝鮮、中国、

モンゴルを担当しております。世界の５分

の１の人口をカバーしており、すごく歴史

と文化の豊かな地域であります。先進国も

加盟国にありながら、クラスターにありな

がら途上国もあるので、North-South-South

だったり、South-South Cooperation などを

主にいろいろとやらせていただいています。

それで UNESCO は、もとが人の心で戦争

が生まれるので、人の心から平和を生み出

すというなかで、UN Education、教育、S が

Science で、Natural science と Social and 

Human Sciences で、C が Cultural で文化、

それともっとクロスカッティングに

Communicationと情報という５つの柱でい

ろいろとやらせていただいています。 

 国連ですので、SDGs の実行のサポート

を加盟国にするのももちろん役割でありま

して、こちらは UNESCO のカテゴリー２

センターという、衛星をあげて、UNESCO

の世界遺産、文化と科学の自然世界遺産の

モニタリングをする衛星を１つあげてくれ

ている中国のカテゴリー２センターからの

分析なんですけれども、ここで加盟国のな

かで、どのぐらいちゃんと各 SDGs のイン

ジケーターのデータを観測しているかとい

うまとめです。これは去年の 12 月に発表さ

れているものなんですけれども、半分以上

加盟国が、データを全部見ていない。モニタ

リングしていなかったら、実際に SDGs を

達成されているかがわからないので、深刻

な状況だという発表でありました。 

それで、もちろん SDGs もありますけれ

ども、それをサポートするために国連のほ

うで、10 年、Decade という特別な科目に

関して、Decade なども設立しています。

UNESCO が Ocean Science のほうも担当

しておりまして、あとは Indigenous 

knowledge という部分もしています。SDGs

の達成の遅れなどもありまして、去年の国

連の総会で、新しい Decade が認められま

した。それが International Decade of 
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Sciences for Sustainable Development で、

UNESCO 自体がリードすることになって

おります。皆さまのサポートも必要なので、

ぜひみんなでやっていきたいと思います。 

 なぜそんなにサイエンスのことを重視し

ているかと言いますと、倉田先生もおっし

ゃっておりましたけれども、実際にサイエ

ンスは人権であります。世界人権宣言のな

かでも、第 27 条にのっています。そのなか

で、2021 年にオープンサイエンスに関する

UNESCO の勧告が採択されました。その勧

告のなかでは、科学成果と科学プロセスの

両方において、オープンアクセスを向上さ

せる重要なツールとして、オープンサイエ

ンスの重要性を確認しました。そのなかで、

国家間とおよび国内の科学、技術、イノベー

ションの溝を埋める科学へのアクセスとい

う人権を満たすことをする目的として、

UNESCO の加盟国は採択してくれました。

それで 2021 年から動き出しているんです

けども、まずはオープンサイエンス自体の

定義みたいなところから始まっています。 

例えば東ティモールだったり、サモアだ

ったり、モンゴルも少しそういうところが

あるんですけれども、政府とお話しすると、

もちろんオープンサイエンスをやりたいで

すと。それってただでいろんなことが手に

入るんでしょ？ ただでいろんなことがで

きるんでしょ？ という認識がありまして、

そこからいろいろと Awareness raising レイ

ジングなどやっています。 

この勧告のプロポーザルが出たときに、

まず加盟国が一番心配されたところは、オ

ープンサイエンスってどういうふうに研究

の質と研究の誠実性を、どうそれを守るの

かというふうにいろいろと言われました。

そのなかで、でもオープンサイエンスの定

義として、学問が自由で、誠実で、Excellent

という原則に基づいて、いろいろやってい

かなきゃいけない。だいたいいつもオープ

ンサイエンス、イコール、オープンアクセス

と思われがちなんですけれども、倉田先生

もおっしゃったように、もちろんオープン

アクセスにできるインフラストラクチャー

が必要で、オープンインフラストラクチャ

ーもすごく大事にしています。 

そのなかでも、サイエンスは科学者だけ

がつくりあげているものではないなかで、

じゃあ、どういうふうに社会のアクターズ

たちと対話ができるかというのが下の部分

なんですけれども。そして、今まで異例なナ

レッジシステムだったりを、どうちゃんと

オープンサイエンスのなかに引き上げてい

くかというところも重視しています。そこ

は特にアジアとパシフィックがすごく手を

あげて大事に、ちゃんとオープンサイエン

スのこの勧告のなかに入れてほしいと言っ

て、入りました。そのなかで、オープンサイ

エンスを実施していくなかで、どんな課題

があるかというと、UNESCO ではこうまと
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めています。 

まずは科学文化の変化が必要である。そ

の変化のなかをサポートできる人材も、あ

と総指揮も必要で、その能力が必要。それで、

もちろんインフラも必要で、インターネッ

トだったり、コネクティビティーだけでな

く、でも主にそれも必要である。４つ目が、

ちゃんと研究者だったりみんながちゃんと

総合的に入ってくれるには、インセンティ

ブが必要で、エバリュエーションシステム

だったり、そういう変化も必要。最後に、意

図しない悪影響の対策もちゃんと考えてい

かなければいけない。なので、キャパビルが

必要。政策も必要。もちろん資金も必要。イ

ンフラが必要で、それを全部モニタリング

することも必要であって、５つのワーキン

ググループでそれを世界の研究者だったり、

ポリシーメーカーだったり、いろんな人に

入ってもらって、やり方をいろいろとアド

バイスをいただいています。 

 そのなかで、いろんなツールを提供した

り、あとはいろんな政策だったり、戦略をま

とめていったり、ベストプラクティスを出

資したりしております。今はこういったも

のが、いろんなツールキットがありますの

で、もしよかったらぜひ見ていただけたら

うれしいです。今は５カ国語で提供してい

ます。ちょうど２年たったので、去年の 12

月に発表されたアウトルックがあります。

それは５つの、さっきの柱のなかで、どれだ

け２年で何が進んだのか、どんな進化があ

ったのかというのをまとめています。 

 まずはそのオープンアクセスの部分です

けれども、これは各国の前のデータですが、

トレンドとしては、オープンアクセスは実

現しているなかで、UNESCO の勧告のなか

のリサーチデータの定義というのがありま

して、そのなかではデジタルなデータ、アナ

ログなデータ、そしてプロセスをかけてい

ないままのデータと、プロセスをかけたデ

ータ、それと一緒になっているメタデータ

など、音だったり、画像だったり、プロトコ

ルだったり、すべてをオープンリサーチデ

ータとして定義しています。 

でも、もちろんそれをただみんなにオー

プンにそのままするんじゃなくて、３つの

Principle に基づいてします。最初は FAIR 

Principles で 、 Findable 、 Accessible 、

Interoperable で、Reusable で、民族データ

だったりに関しては、CARE Principles で、

Collective Benefit で、あとは Authority to 

Control で権限制御で、R が Responsibility

で、E が Ethics です。デジタルのデータに

関 し て は 、 TRUST Principles で 、

Transparent、Responsible、User focus、

Sustainability、Technology というふうにな

っています。 

でも、２年たって、２年だけのデータじゃ

ないと思うんですけれども、実際にそうや

ってオープンにするムーブメントのなかで、
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実際にシェアされているデータのクオリテ

ィーはどうなのか。実際にReusableなのか。

実際に本当にユーズされているのかという

疑問が出ています。データのマネジメント

するコストとベネフィットがどれだけ比例

されているかというのにも、もっと研究が

必要だというふうにアウトルックからは読

めます。 

インフラの部分は同じふうにトレンドは

どんどん repositories がつくられていて、イ

ンフラのほうはいろいろと整っていますが、

まだまだいろんなチャレンジがあります。

まずは accessibility のギャップは、まだ全

然、溝は全然埋まっていない。それと、アー

カイブのためのディマンドがものすごく重

い。３個目が、インターオペラビリティーに

まだかなり問題がある。トラッキングだっ

たり、検索の部分でも、まだまだいろいろと

やらなきゃいけないというふうに課題とし

て残っています。 

 ここからは、もう２つの部分、社会アクタ

ーとのエンゲージメントと、異例なナレッ

ジシステムをどういうふうに取り組んでい

くかという部分に発表させていただきたい

と思います。まずは社会アクターのオープ

ンエンゲージメントという部分では、いろ

いろとまだ定義というんですかね、定義だ

ったり、そういうのがクリアになっていな

いので、メジャーメントが難しいという状

況であります。まだフレームワークもでき

ていないというので、コンティファイする

にはインパクトのほうはまだちゃんとわか

っていないというところにあります。でも、

ここは Engagement of Societal Actors とい

うところは、シチズンサイエンスをどうい

うふうに反映されているか、そのシチズン

サイエンスのインパクトなどを、どうなっ

ているかというのも見ていっています。 

下のグラフが、ここは鳥だけじゃないと

思うんですけれども、Global Biodiversity 

Information のほうなんですけれども、2019

年ではシチズンサイエンスからのデータが、

すべてのデータの半分を占めているという

データになっています。それでもう１つの

グラフは、シチズンサイエンスのパブリケ

ーションで、オープンアクセスになってい

る割合というのが 2019 年で 39％になって

いる。国連のなかでも、シチズンサイエンス

のインジケーター、SDGs のほうで、インジ

ケーターのモニタリングのときにどういう

ふうに使えるか、使われているかというま

とめがありまして、現在は３つの SDGs で

も反映されています。全部の SDGs のイン

ジケーターのモニタリングにシチズンサイ

エンスのデータだったり、participation は

入れられるというふうになっています。 

 あとは最後の、別なディファレントナレ

ッジシステムというところなんですけれど

も、別なナレッジシステムとの対話の部分

で、どういうふうにやっていくかという、そ
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れをどうモニタリングしていくか、できて

いるか、できていないかという課題の部分

なんですけれども、まずは定量的手法が、指

標がまだちゃんとできていないというのと、

システマチックなアセスメントもちゃんと

できていない。どういうふうに異例なナレ

ッジシステムを取り組んでいるのか、公平

な立場で取り組んでいるのか、取り組んで

いないのかという、アセスメントがまだ難

しい。アプローチとしては２つとって、この

リポートではとっています。まずは

Indigenous だったり、ローカルだったり、

トラディショナルなナレッジを取り組むと

きに、どんな取り組み方をしているか、どん

なエンゲージメントをしているかという見

方。一緒に Co-Creation なのか、ただ

extraction みたいな部分なのかというふう

に見ています。もう１つは、そこもサモア、

東ティモールも入っていますけれども、実

際 に 国 の 政 策 の な か に Traditional 

knowledge、Indigenous knowledge がポリシ

ーのなかに入っているかというのを、その

リストアップをしています。 

それに加えて UNESCO は、この LINKS

というプログラムをもう 22 年やっていま

す。LINKS は Local Indigenous Knowledge

という意味なんですけれども、科学政策、

Biodiversity 、気候変動と、 Knowledge 

transmission、４つの柱で Indigenous people

だったり、Local people の生き方だったり、

知識をまとめています。気候変動がけっこ

ういい事例でありまして、まとまっている

んですけれども、すでにビッグデータとそ

の LINKS、気候変動をどうつなげていくか

というのを、何年か前からやっています。そ

のなかでもポテンシャルはすごく大きい。

そういうふうにTraditional knowledgeをち

ゃんと反映できるか、できないかというの

を、事例として UNESCO のほうではプロ

ジェクトベースでやらせていただいていま

す。 

 UNESCO と言えば、たぶん一番皆さんが

ご存じなのは世界遺産。UNESCO、

designated sight だと思うんですけれども、

指定地域だと思うんですけれども、この世

界ではものすごい莫大な地域がありますの

で、そのなかのすべての Local community

だ っ た り Indigenous community の

knowledge だったり、研究対象に Biosphere 

ReservesとGeoparkはなっておりますので、

そこからどんどんあげていけたらと思って

います。 

 最後に、現在、大川恵子先生のところと一

緒にやらせていただいている共同プロジェ

クトなんですけれども、インフラの部分で

どういうふうに Researcher education 

network をオープンサイエンスのインフラ

の部分でどういうふうに活用できるか、サ

ステイナブルにできるかというテーマでや

らせていただいています。まずはアンケー
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トを 2022 年にしてあります。そこから少し

ずつなんですけど、２つのワークショップ

とキャパビルを合わせました。そのなかで

出てきた議論が、アジア太平洋地域にはオ

ープンサイエンスプラットフォームは必要

なのかというのと、どういうプラットフォ

ームなのかという議論がありました。アフ

リカの事例では、そのオープンサイエンス

が始まってから、アフリカのオープンサイ

エンスプラットフォームというのができた

んですよね。でも、アフリカの状況とアジア

太平洋地域の状況があまりにも違っていて、

アフリカではそれでいろんな総合的な動き

が取れたんですけれども、アジアではいろ

んなプラットフォームだったりいろいろあ

るので、倉田先生のおっしゃっているプラ

ットフォームよりも未熟な意味なので申し

訳ないんですけれども、そのなかでもどう

いうかたち、私たちの地域はどういうこと

をやりたいかというのを、このプロジェク

トでも議論させていただいています。そし

て、どういうふうにそれを評価するかとい

うのも一緒に考えています。 

 最後に、今までオープンサイエンスと言

っていますけれども、そのなかでエンジニ

アをオープニングジェネリングのほうはど

う入るのか。どういう定義なのか。どうやっ

て実行させていけばいいのかというふうに

も、個別に、特に北京のほうでは考えていき

たいと思っています。以上になります。あり

がとうございました。 
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第２部 事例紹介 
 

民族資料の視点から 
 
山口 徹 
（慶應義塾大学文学部教授） 

 

文学部の民族学考古学専攻に所属してい

る山口です。南太平洋のオセアニアをフィ

ールドにして、考古学と歴史人類学という

２つの分野にまたがって研究活動をおこな

っています。2017 年からは非常に小さい島、

北部クック諸島のなかの１つの離島で、熱

帯サイクロンと人間居住の関係史をテーマ

に、地球科学や文化人類学の先生たちと一

緒に共同調査を進めています。調査対象の

島はプカプカ環礁で、海に浮かんでいるよ

うな名前なんです。日吉キャンパスから

Google Earth で測ってみると 7,070 キロぐ

らい南に離れていて、赤道のほぼ直下にあ

ります。クック諸島のなかでも離島中の離

島と言ったらいいでしょうか。私の共同研

究者は Far remote atollなんていうふうに呼

んでいます。日本語に訳すと極リモート環

礁、もしくは極離島環礁ですかね。ここにた

どり着くには、まずニュージーランドのオ

ークランドに飛んで、そこからラロトンガ

というクック諸島の首府に渡ります。ここ

までは定期便の飛行機があります。そのラ

ロトンガから、どうやって行くか考えない

といけない。不定期の貨客船はあります。で

も、いつ帰れるかわからないので、これはち

ょっと難しいということで、日本政府から

もらった科学研究費の大半をつぎ込んでで、

チャーターフライトを手配するんです。い

くらかかるかは言いませんけれども、相当

のお金がかかる。だからこそ極リモート環

礁なんです。そんな場所で、島の若者たちに

手伝ってもらいながら、もちろん謝金を払

ってですが、発掘調査を実施しています。 

 

考古学のオープンサイエンス 

 考えてみると離島ゆえに、おそらくは私

以外の考古学者がここに渡って、同じよう

な調査をする可能性は、極めて小さい。よっ

ぽどこだわりのある人じゃないと、ここに

行こうとは思わないでしょう。しかも、発掘

調査自体が実は、過去の堆積や過去の生活

の痕跡を壊す行為なんです。厳密に言えば、

私が掘った場所と同じ場所を誰かがもう一

度発掘することはできないことになります。

考古学は実験科学とは違って、追試を受け

る機会がほとんどない、そういう学問領域

なんです。だからこそ、考古学のオープンサ

イエンスには、調査の経緯をできる限り現

地で記録し、公開していく態度が求められ

る。それに応えることが考古学の倫理と言

ったらいいでしょうか。そういうふうに僕

は考えています。だからこそ現地では、フィ

ールドノートを毎日現場でつけますし、そ

の記録にもとづいて、夜、眠い目をこすりな
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がら暗い電気の下で日誌を書きます。日誌

の左側ページだけ使って、右側のページは

空白のままにしておく。数日後、１週間後、

あるいは日本に帰って気づいたことを右側

のノートに書いていく。文化人類学者のな

かには、時系列に沿って記述がならぶ日誌

にもとづいて、今度はトピックごとにノー

トをつくり直すという人もいるのですが、

僕はそこまではできていません。 

いずれにしても複数冊のノートをつくる

ということが、しかも現場でつくっていく

ということが非常に重要になる。さらに考

古学では、スライドにお見せするような図

面を現場で描きます。平面図に加えて断面

図の記録もとっていきます。最近ではトー

タルステーションという測量機械で３D 情

報をパソコンのなかに保存していく方法が

ありますが、考古学の調査はとかく荷物が

多くなるので、トータルステーションを持

っていくのもなかなか大変です。そういう

ときは、２D の図面をできるだけ記録する

ことが重要になるわけです。もちろん写真

やビデオを撮りますし、それから地形測量

もおこないます。最近ではドローンを使っ

た空撮も組み合わせて実施している。新し

い機器が出ると、つい試したくなる分野で

もあります。 

 研究室に戻ってからは、発掘資料の記録

や分析をおこないます。出土した炭化物の

年代測定分析を進め、その他の科学分析も

おこないます。現地でとった記録と分析結

果を組み合わせて、対照させながら学会発

表や論文に仕上げるわけです。端的に言う

と、スライド左側の現場の図面が、右側の層

位図（stratigraphy）に変換されていくわけ

ですね。 

考古学は、発掘調査から論文公開までの

プロセスのなかで、研究者個々人の恣意的

な判断が入りやすい、そういう分野です。だ

からこそ客観的な記述を目指すわけで、そ

うすると読んでいて寝落ちしちゃうような

分厚い報告書になりがちです。事実記載と

呼びますが、そういう報告書が日本では毎

年たくさん作られている。スペースを占め

る報告書が次々と刊行されているわけです。

図書館にとっては迷惑なことでしょうが、

私たちにとっては、それが研究者としての

倫理的態度でもあるわけです。それだけで

はなくて、現場で取ったノートを含め、さま

ざまな資料を保管し、要請があれば、公開す

る義務というものを考古学者は負っている。

オープンサイエンスは、まさにわれわれが

今までおこなってきた営みの延長線上にあ

るんです。 

 

シン・オープンサイエンス論 

 しかし、発掘調査の記録は、私の場合は特

にそうなんですけれども、学術資料である

と同時に、現地の人々にとってみると、その

方々の歴史の断片でもあります。杉浦さん
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が先ほどお話しになった Indigenous 

knowledge（土着の人々の知識）のもとにな

るかもしれない。そういう側面をもったデ

ータです。出土した釣り針や炉の跡だった

り、そういうものは現地の彼ら／彼女らの

祖先の生活の痕跡であって、まさに文化財

としての性格を持つということです。文化

財を取り扱う分野にとってのオープンサイ

エンスは、学術世界の外にも開かれたもの

でなければならない。そんな意味を込めて、

最新の『ゴジラ-1.0』よりはちょっと古いけ

ど、『シン・ゴジラ』をなぞって、シン・オ

ープンサイエンス論というタイトルをつけ

てみました。倉田先生が先ほど、知識への万

人のアクセスというお話をなさいましたが、

まさにこれにつながるのではないでしょう

か。 

 

ウリ像との出会い 

文化財のオープンアクセスを考えるとき

に、考古学も面白いのですが、もう一つ別の

分野を皆さんに紹介しようと思います。 

 今から 20 年近く前のことですが、ニュー

ジーランドのオタゴ大学から、ニューギニ

アを専門にするサマーヘイズ先生が私のも

とに訪ねてきました。当時、記念図書館（旧

図書館）地下に収蔵スペースがあって、ニュ

ーギニアの祖霊像というパネルが付された

民族資料が置かれていました。それを思い

出して、そこにお連れしたんです。この木像

を見た途端にサマーヘイズ先生が「おい、徹」

って、ちょっと声がうわずっているんです

ね。これはプライスレスだって怒られちゃ

ったんです。こっちは「はあ？」ですよね。

慌てて調べてみると、確かにこの祖霊像は、

ニューギニア北東のニューアイルランド島

で 20 世紀初頭に、日本人貿易商人の小嶺磯

吉という人物が活動していて、その方が現

地で収集し、そして最後に慶應に寄贈され

たものだと分かりました。類例資料を調べ

てみると、世界には 140 体ぐらいしかなく

て、トライバルアート（部族芸術）として、

Sotheby's や Christie's といったアートマー

ケットで高値で取引される、そういう資料

であることも分かってきました。 

さらに、メラネシアの民族資料が慶應義

塾大学の片隅に 2,000 点近く眠っているこ

とが分かっちゃったんです。もう 20 年近く

前の話です。その場所は三田キャンパスの

西校舎４階でした。屋上の直下で、直射日光

を受けると夏は 40 度近くになる。冬はキン

キンに冷える。非常に劣悪な環境に2,000点

近い民族資料が雑然と置かれていた。慶應

義塾大学に赴任したての私は気づいたとい

うか、そのことに気づかされたわけです。こ

のままでは死蔵、オープンサイエンスとは

真反対ですよね。死蔵された状態を解消す

るのが私の使命と感じて、そこから整理作

業を学生や院生と一緒に進めていくことに

なりました。１点１点薄葉紙で包み、「プチ
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プチくん」という梱包材でくるんで、そして

段ボールのなかにそっと入れる。薄葉紙を

折りたたんであいだに綿を詰めた緩衝材を

用意して、資料のあいだに挟んで、さらにそ

の上に次の資料を載せる。そんな作業を繰

り返しました。 

西校舎の劣悪な環境には置いておけない

ので、常任理事や塾長にかけ合って、DMC

が拠点を置いている西別館の一角に調温調

湿の部屋をつくってもらったり、三田の

KeMCo の６階にスペースをいただいたり

して、そうしたスペースにメラネシアの民

族資料を収蔵していきました。十数年かか

りました。 

2019 年には、データベースを Web 公開

しました。日本語なのでグローバル公開に

は至ってませんが、KeMCo の検索サイト

Keio Object Hub にリンクが貼られていま

す。さらに、国立国会図書館が運営している

ジャパンサーチからも検索がかけられるよ

うになっています。そういう意味では、少し

は役目を果たせたかなと思うわけです。 

民族資料の整理と公開も、オープンサイ

エンスの営みと言っていいでしょう。慶應

義塾大学所蔵のウリ像のうち２体に関して

は、かつては木箱に入ったままで誰も見ら

れない状態でした。それが今や、ウォークイ

ンストレージとして活用している KeMCo

の収蔵庫で展示しているので、何かの機会

に皆さんをお連れすることもできます。そ

ういう状態まで実現できたということなん

です。 

 

民族資料は誰のもの？ 

 公開先には研究者だけではなくて、民族

資料が収集された現地に暮らす人々も含ま

れなければなりません。振り返ると 1980 年

代ごろから、民族学系博物館のキュレータ

ーたちは、非常に苦しいジレンマを抱えて

きました。所蔵資料の適切な保管と資料の

帰属という両立しづらい問題が社会から突

き付けられたのです。現地の人々からの要

請もあって、資料の返還(repatriation)が進

んでいった時期でもあります。特に、欧米社

会はかつての被植民地から移民の方々を多

く受け入れているから、民族学系博物館の

キュレーターたちの悩みは深かったと思い

ます。現在は多様な人々が出会う、そして対

話を交わすコンタクトゾーン (contact 

zone)としての役割を担おうとして活動し

ている博物館が増えています。 

そうした取り組みの１つが、コレクショ

ンのデジタル公開です。多くのソースコミ

ュニティーの方々、すなわち、かつての被植

民地の人々は、欧米の博物館からは遠く離

れた場所に暮らしています。資料を見たく

ても、アクセスしづらいはずです。一方で、

現地の人たちが最近はスマホやパソコンを

使っていたりします。先ほど紹介したプカ

プカ環礁の島の人々はスマホで情報検索し
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ていますし、僕らの発掘調査をスマホで撮

って、SNS にアップしたりします。それで

ラロトンガ島に帰ったら、おまえらプカプ

カに行ってきたろうって言われるんです。

デジタルデバイスの普及がグローバルに進

行しているなかで、コレクションのデジタ

ル公開は必須になってきていると思います。

デジタルデータへのアクセスを担保するこ

とが、コンタクトゾーンとしての博物館の

責務だということです。デジタルレパトリ

エーション(digital repatriation)と呼んだら

よいでしょうか。本物を返還するところま

ではいかなくても、デジタルで情報共有す

る試みと評価できるのではないでしょうか。 

 でも、何となくここは誤魔化されたよう

な気になりますよね。僕もそう思います。い

わゆる資産価値をともなうので、文化財の

所有はやはり難しい問題です。 

 

モノの履歴 

 ちょっと古いんですが、文化人類学者の

Arjun Appadurai が The Social Life of 

Things という論集を 1980 年代に出してい

ます。そのなかで彼が論じたのは、すべての

モノが製作から壊れてしまうまで、あるい

は人間が廃棄するまでのプロセスのなかに

あるということです。人間と同様に、一つ一

つのモノに固有の履歴／バイオグラフィが

あるというわけです。ウリ像にも、人格化し

て例えれば、誕生した時点からその生涯に

わたってさまざまな場面があるはずです。

その情報を見ていくことが重要ではないか

と、最近では考えています。例えば、まず彫

刻師によるウリ像の製作の場面が、古写真

で見つかってきたりします。村の首長が亡

くなったときに、次の村長
むらおさ

が彫刻師に製作

を依頼するという状況です。貝のビーズを

連ねた二尋
ひろ
貝貨で、一体のウリ像を彫刻師

から買う。そんな話が民族誌から出てきた

りします。 

 次は亡くなった村長の葬送儀礼で、祖霊

像が並べられています。一種の展示のよう

ですね。さらには、ヨーロッパから汽船がや

ってくると、カヌーに乗った現地の人たち

が、自分たちの日用品を携えて船べりに寄

せて来て、これ買わないかって旅客と交渉

したりする。ウリ像を主語にすれば、自分が

見知らぬ旅客に売られていく場面になりま

す。さらには、汽船に乗って運ばれる場面や、

ヨーロッパに運ばれたあとは、例えばドイ

ツのハーゲン民族学博物館で展示される場

面も経験しています。このときには、ドイツ

表現主義の Emil Nolde の絵画と一緒に、ウ

リ像が一緒に並べられていました。まさに、

前衛芸術の最先端に登場する場面ですね。

1960 年代と新しいのですが、慶應のウリ像

もなんと国立近代美術館で展示されたこと

があります。「現代の眼：原始美術から」と

いう展覧会でした。そのときには、疲れ衰え

た現在の芸術をよみがえらせる芸術の種子
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の１つとして展示されました。まさに新し

い価値をウリ像は獲得したと言っていいで

しょう。個人の収集家がアートギャラリー

から購入して、コレクションすることがあ

りました。そうしたコレクションが

Sotheby's や Christie's のアートマーケット

で競売にかけられるという場面にもウリ像

は遭遇しています。 

 トライバルアートの収集家にはアーティ

ストが多くいました。例えば、シュルレアリ

スムの旗手だったAndré Bretonという詩人

は、自分の書斎の大机の上にウリ像を置い

ていました。Breton は、詩のなかにウリ像

を読み込んでいて、まさにシュルレアリス

ムという新しい価値をウリ像に与えている。

いや、ウリ像は新しい価値を獲得したと言

ったらいいでしょうか。ウリ像の履歴を構

成する重要なファセットです。 

 すでに廃園になっていて見ることは叶わ

ないのですが、1961 年に創業された奈良ド

リームランドという遊園地がありました。

そこにはかつて、ウリ像もどきのモルタル

像がジャングル巡航船の前に立っていたよ

うです。Google Earth にアップされていた

写真を知り合いが見つけたんです。廃園に

なった奈良ドリームランドの跡地に引っか

けて、写真が載っかっていたんです。これを

見て、びっくりしました。カタチはまさに慶

應のウリ像なんです。間違いないと思いま

す。ただ、表面の色彩はまったく違います。

奈良ドリームランドの建設に携わった方が、

国立近代美術館で展示されていたウリ像を

見てモルタル像をつくったというよりも、

白黒の図録写真を見て、色彩は想像しなが

ら付けたのではないでしょうか。そうだと

すれば、イメージの転用がまさにこのとき

に生じたことになります。ウリ像が知らな

いところでファセットが新たに加えられた

と言ったらいいでしょうか。写真を見てい

ると、そんな感覚が湧いてきます。 

 

所有から「総用」へ 

 このように、民族資料が経てきた履歴の

多様なファセットを、アノテーションとし

てデジタルデータに付与することで、所有

の問題を相対化できないだろうか。売った

側と買った側という二者択一ではなく、そ

してソースコミュニティーと宗主国側とい

う二者択一ではなく、二分された世界では

なくて、ウリ像にしてみれば、いろいろなフ

ァセットがあると見せること、これが博物

館資料の所有の問題をのり越えるための大

事な営為になると考えます。資料はオブジ

ェクト（客体）として所有される対象ではな

くて、シングス（モノ）として、個々の生涯

を生きているのではないかという気づきを

提供する営為です。 

団体の所有形態を表す「総有」という用語

を聞いたことがあります。団体の成員には

分割所有権が認められていない所有形態で
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す。でも、みんなでただ所有するのではなく

て、みんなで活用するという意味を込めて

「総用」という言葉はどうでしょう。この総

用の仕掛けを生み出す社会的機能を、オー

プンサイエンスで実現できるのではないか

と考えています。個々のモノの生涯に新た

なファセットを加えていく機能です。これ

が私自身の現時点のアイデアです。 

 

価値を創出するオープンサイエンス 

とはいえ、アートマーケットで民族資料

が取引されているのも現実で、実態として

唯一無二の本物と、いくらでも複製可能な

デジタルデータの価値は、やはり等価とは

言えない。当然、資産価値としては等価じゃ

ないですね。ということは、資産価値とは別

の価値を創出する必要がある。 

オープンサイエンスの先行きには、こう

いう問題が控えています。価値の１つとし

て、もちろん学術的な価値がある。例えばブ

リティッシュミュージアムの Web サイト

でデジタルコレクションを見ていくと、さ

まざまな角度から１つの資料を観察できる

ように、複数の高精細画像がアップロード

されていますし、なかには３D で閲覧でき

るようにもなっている。つまり、データ量が

かつてよりも格段に大きく、画像の肌理も

非常に細かい。高解像度のデータになって

きているわけです。これがプカプカの人た

ちのスマホで、ちゃんと動くのかは分かり

ませんが、いずれはそうなるだろうなと思

います。通信規格が５G や６G になれば動

きますよね。状況が進めば、いわゆるデジタ

ル資料の学術的価値は高まるだろうし、普

通の人たちがウリ像のデータを使って細か

く観察できるようになると予想します。 

もう１つは、社会的な価値です。モノの社

会的な価値は、より多くの人々に閲覧機会

を提供することで上昇する。それを実現す

ることが博物館の役割の１つでしょう。そ

ういう意味で、慶應義塾大学のウリ像は、常

態的に公開されていないところに課題があ

ります。収蔵庫のなかに入れられていて、僕

がいれば皆さんにお見せできますが、気軽

に会いに来てくださいと言えない状況なの

で、そこが残念です。 

博物館における資料の社会的価値が展覧

会で何回も展示されていくことで上がって

いくのだとすれば、そのデジタルデータの

社会的価値をどうやったら底上げできるん

だろうかという発想が生まれます。もし実

現したら、デジタルレパトリエーションと

いう、ちょっと眉唾っぽく聞こえたこの言

葉が、もっとリアルになるのではないでし

ょうか。 

そこで最後に皆さんに問いかけたいので

す。デジタルデータの社会的価値とはいっ

たい何なのか。どうやったら上昇するのか。

そして、その社会的価値を何で計り、どのよ

うにモニタリングするのか。こういうこと
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を皆さんに考えていただけないだろうかと

投げかけたところで、私のプレゼンテーシ

ョンは終わりにしたいと思います。ありが

とうございました。 
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パネルディスカッション 
 
●パネリスト（50 音順） 

金子 普丈 
（DMC研究センター副所長、慶應義塾大学
理工学部准教授） 
 

倉田 敬子 
（慶應義塾大学文学部教授） 
 

杉浦 愛 
（UNESCO 東アジア地域事務所（北京事
務所）科学プログラム専門員） 
 

山口 徹 
（慶應義塾大学文学部教授） 
 
●モデレーター 

徳永 聡子 
（DMC研究センター副所長、慶應義塾大学
文学部教授） 
 

徳永：はい。それでは第３部、最終部と入っ

てまいりたいと思います。皆さまお聞きに

なって思われたと思いますけれども、倉田

先生の大きなお話の時点で、すでに重要な

キーワードと言いますか、トピックという

ものをたくさん提示いただいておりました。

そのなかでも一つですね、デジタルのこの

時代において、成果物とはなんぞや、どうい

うふうに学術的な成果物というものを捉え

ていくのか。私自身は文学研究者ですけれ

ども、やはりいまだに紙媒体の学術誌に投

稿する、それが一番大きな成果物というふ

うに自分自身も捉えているのですが、それ

はもう駄目だというのを、ずばっと言って

いただいたところもあります。そういった

ところを中心にお話しいただきましたし、

そしてまた、どういうところで発表してい

くか、どういうところで公開していくのか

という話、インフラの話という観点では、杉

浦さんの UNESCO のいろいろな取り組み

のなかでの教育の話というものが、非常に

重要なところとつながってきたかなという

ふうにも思います。 

たくさんあるので、いくつかピックアッ

プしながらご紹介をしています。山口先生

は、ウリ像を中心にお話をくださいました

けども、一番最後のところで、ウリ像が元々

持っていた価値というもの、資産的な価値

ですね、それが、ウリ像自身が歴史を重ねて

いくなかで、それを私たち研究者というの

が、そこに見いだしていく、あるいは付与し

ていくわけですけれども、そういったとき

に、そこにデジタルというものが欠かせな

くなって、オープンサイエンスとして公開

していくときに、元々あった資産的な価値

と、デジタルな価値というものはどういう

ふうに捉えるべきかということで、最後に

質問を投げかけてくださいました。 

せっかくですので、最後のデジタルの価

値、デジタルの社会的な価値というものを
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どういうふうにはかるのか、何ではかるの

か、どのように捉えるのか、というお話と、

それはおそらく倉田先生のこれからの時代

の成果のあり方というところとつながって

くるのではないかと思いますけども、それ

ぞれ発表者の先生方、そして金子先生はど

のようにお考えになるのかというところを

伺ってまいりたいと思います。まずは、金子

先生からお願いします。 

 

金子：金子と申します。どういうことを研究

しているかというと、情報流通、もしくは今、

電信電話、インターネットと来て、次のネッ

トワークって、いったい何を流通させるん

だろう、どこに効率化したネットワークを

組めばいいんだろう、みたいなところを研

究しております。そういった観点から、今日

お３方のお話を聞いていてですね、いった

い次に、デジタルで流通させる情報ってい

ったいなんなんだろうという、その原点を

問われたような気がしたお話をいただき、

面白いなと思いながら聞かせていただきま

した。 

そういう意味では、先ほどの山口先生が

おっしゃった、デジタルで社会的価値を上

げていく、そこにデジタルの本当の意味が

あるんじゃないか、もしくは本物の価値を

知らしめるための手段としてのデジタルと

いうのが重要なんじゃないかという、暗黙

のうちにそこを発信されていたと思うんで

すけど、それはまさにそのとおりなのかな

と。そう考えたときに、今度、情報というも

のの、非常に僕のなかで難しいなと思って

いる点がありまして。それは発信する側の

意図と、それを需要する側の立場というも

のによって、情報の価値はまったく違うと

いうところなんですね。 

今のオープンアクセスの流れというのは、

オンラインにしたらすべてまずは第一歩み

たいな話ですけど、ネットワークの世界で

は、スモールワールドって皆さんも聞いた

ことのある話かもしれませんが、世界中の

人と７人ぐらいを介せば誰とでもつながり

ますという話ですね。じゃあ、世界中の人と

知り合いになれていますか、という話で、現

実のところはなれていないですよね。 

今よく出てくる話では、アメリカの大統

領と７人ぐらいで行きますよって言ってい

るけど、アメリカの大統領と７人ぐらいで

行けるかといって、アメリカの大統領と直

接話せるわけではないという。これがオー

プンアクセスになったときに確実に発生す

る。オンラインになったからといって、その

情報にアクセスできるとは限らない。検索

できるようになっているということが、そ

れを求めている人のところに届くわけでは

ないということを、まずは、われわれは理解

しなくちゃいけないのかなというふうに、

僕自身は思いました。 

そういう意味で、どこまで情報というも
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のを、情報というものがそもそもパーソナ

ライズされたものであるということを、こ

の新しいフェーズに入っていくときにすご

く意識しないといけない。需要者側が何を

求めているのか。それに合致する情報を提

供できているのか。そういったところにつ

いて、われわれは１回整理しなくちゃいけ

ないのかなと思いました。 

特に図書館というシステムは、これに対

してすごく効率的なシステムをつくりあげ

てきたんだなということを、今さらながら

感じておりまして、それはどういうことか

というと、分野という分類概念をつくり、か

つその分類概念を徹底するための司書とい

う制度をつくり、それがいわゆる公共図書

館すべての本の分類に適応している。それ

を徹底することによって、本という媒体に

おけるアクセシビリティーを確実にすると

いう役割を担ってきたんじゃないかなとい

うふうに、僕は思っています。 

そんななかで、デジタルで、杉浦さんのお

話のなかで、市民データが多くを占めるよ

うになってきた。かつ、オープンサイエンス

が徹底しておこなわれるようになると、分

野をまたいだ領域の研究が非常に促進され

てくるであろうと。そうなってきたときに、

既存の分類を定めて情報を整理していくと

いうやり方が果たして適切なのか。その分

類方法は、各個人の情報分類と合致してい

るんだろうか。パーソナライズということ

を考えたときに、その分類体系が合致して

いるんだろうか。合致していないという前

提でデジタルのシステムをつくることは可

能だとは思うのですが、一方でそれは日常

のわれわれのコミュニケーションを実現し

得るのだろうかと。用語なり考え方がまっ

たく違うデジタルシステムを使って情報を

取得した世界において、それが実際にフェ

ーストゥフェースであったときに、僕はこ

う考えているんですよねって、それはその

人の情報整理のなかでの発信として、対面

でのコミュニケーションというものが、そ

こでギャップが発生するのかなとか、そう

いうトータルの社会システムとしてのデジ

タル知を社会化していくというのは、相当

にでかいプロジェクトなんじゃないかと。 

倉田先生がさらっとおっしゃっていたん

ですが、これは、さらにそこに倉田先生が出

されたのが、プロセスも開示するんじゃな

いですか。今、僕がお話しした内容って、成

果物だけを開示するというだけでその話が

出てくるはずなのに、そこにプロセスまで

出てきて、プロセスを理解するということ

は、その研究をやった人のコンテキストを

全部ある程度共有していないと、プロセス

の理解に至らないんじゃないかとか、そう

考えると、じゃあここにカメラがあって、全

部モニタリング、研究をやっている姿がで

すよ、モニタリングされて、それがアップさ

れて共有されたら、果たしてそれはプロセ
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スの共有になり得る、真のですよ、表向きの

プロセスの共有にはなるかもしれませんが、

真のプロセスの共有になるのか。 

あとプロセスの共有をしたところで、紙

の媒体の論文誌なりなんなりというものは、

イントロダクション、仮説やなんやらのサ

イクルがあって、その断片を見せることに

よって理解を促していたはずなのに、それ

が混沌としてしまわないかとか。科学とい

うものが成果というかたちで、どういうか

たちで発信をするかというものと、ものす

ごく密接に今まで成長してきたんじゃない

かなというふうに思ったときに、いや、これ

はなんなんだ、答えがあるのだろうか、とい

うのが正直な感想でございます。 

すいません、ベラベラとしゃべってしま

いましたけれども。一番最初にしゃべらせ

ていただきましたので、ぜひいろんなご意

見をいただければ幸いです。 

 

倉田：最後のほうの話を多少受けさせてい

ただくと、図書館が連綿としてつくってき

た分類であるとか、それからメタデータで

あるとかというのは、単純な分類ではなく

て、より詳細な、いわゆるリンクドデータ的

なものというのは、すごい研究が進んでい

ます。特にオントロジーという方向から、リ

ンクドデータは注目されています。私は、そ

ういう方向、ある種の社会的な汎用性とい

うものはないといけないと思っています。

それからそれぞれの分野で、今おっしゃっ

たように、専門用語は必要なわけで、もっと

言うと概念ですよね。概念があるから研究

って成立するわけで、それはその分野を学

ばない限り無理なわけではあるのですが、

そういうものも含めて、あらゆるものがや

っぱりつながるのだと思います。というか、

つながることが前提になるような社会を想

定して全体のシステムを考えていかないと、

無理ではないかということです。その意味

で対象を論文とか本に限定しては、それは

もう無理でしょ？ということが言いたい。

私も別に論文がすぐになくなるとは思って

いないし、学術雑誌が 10 年後にはもうあり

ません、なんてことを決して言うつもりも

ないし、それは無理ですよね。ただ、論文の

少なくとも形は変わるだろうと思うのです

よね。今おっしゃったように、最初に目的を

書いて、方法を書いて、結果を書いて、考察

を書くという、この論文の構成というのは、

もう古いとは言わないのですが、そうでは

ない形があるのではないかということです。

論理展開としては、現在の形で見せるとい

うことは重要だと思いますが、今それだけ

ではもう駄目なところがあるのではないか。

例えばすべてのデータが、すべてある種の

コードで再現できるということを見せてく

れるということも重要かもしれないし、３

D の映像へのリンクがあって、３D の映像

に飛んでいくとことも重要かもしれないと
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いうことです。そこで当然データにも飛ん

でいくわけで、そのデータに飛んでいった

ら、その先にはまたさらにそれの調査方法

のところまで飛んで行けるかもしれないし、

つまり、そういういろんなものの、さまざま

なプロセスの断面なんですけれども、ネッ

トワークのハブみたいなものが論文になっ

ていくんじゃないかなというふうに思って

いるし、今の論文のあり方は、徐々にそれに

近づいている気がするということですね。

なので、そのプロセスそのものを全部暴く

ことが成果だとは私も思わないので、ある

種やっぱり断面を出すことだと思うんです

けれども、その断面の出し方が、今のデジタ

ルな社会にふさわしいかたちというのが、

紙の時代とは違うかたちであるんじゃない

かなというふうに思っている。可能なら、そ

れが、山口さんがおっしゃるデジタルの社

会的な価値というものにつながるといいな

というふうに思う。本物ではないけれども、

いろいろな角度からすべてが見られるとい

うことのように、プロセスそのものが全部

流れることが重要なのではなくて、あくま

でも成果として見せるときの見せ方として、

いろんな見せ方がもっとあっていいんじゃ

ないかなというふうに思うというところで

すね。 

 

杉浦：そうですね。先ほどの質問のなかで、

リサーチリザルトのあり方と、そのソーシ

ャルバリューというところで、シチズンサ

イエンスという、さっきも言わせていただ

いたんですけれども、まず UNESCO のシ

チズンサイエンスの定義があるので言いま

すね。英語で、すいません。シチズンサイエ

ンスは「the participation of a range of non-

scientific stakeholders in the scientific 

process. At its most inclusive and most 

innovative, citizen science involves citizen 

volunteers as partners in the entire scientific 

process, including determining research 

themes, questions, methodologies, and 

means of disseminating results」全部の段階

にも入るということですね。そのリザルト

自体の意味合いにも、市民が関わっていく

というディフィニションとなっています。

ソーシャルバリューって、社会的価値のこ

とを思ったときに、私は、元々は水文学をず

っとやっていたので、ウォーターサイクル

だったり、そういうモデリングをしてきた

ので、ソーシャルバリューだったりそうい

うのはあんまりサイエンスのなかのことは

少し疎いんですけれども、UNESCO にいな

がらソーシャルバリューと思うと、ソーシ

ャルとカルチュラルでまずどう違うかとい

うふうに思いました。それを見たら、ソーシ

ャルは全体的な shared belief と norms と

いうことで、社会のということで、カルチュ

ラルはあるグループのという意味だそうで

す。そのなかで UNESCO では、世界遺産な
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どがありますよね。それで価値をつけてい

く。その世界遺産になるためには、

Outstanding Universal Value というものを

認められなきゃいけないなかで、それと確

かにデジタルをどういうふうに組み合わせ

ていくのかというのは、まだ課題だと思い

ます。そう言いながらも、UNESCO のなか

では世界遺産というのがありますけれども、

無形世界遺産というのもあります。そこは

もっとプロセスだったり、ダンスだったり、

固定させなく、どんどんエボリューティブ

なものの価値をちゃんと認めるということ

であるプログラムなんですけれども、そう

いうふうななかに、両方合わせたところに、

もしかしてデジタルソーシャルバリューと

いうところはないのかなと、ちょっと思い

ました。 

 

山口：問いかけた人間が答えるのもなんで

すが、倉田先生がオープンプラットフォー

ムの構築が重要だというお話をなさってい

て、そのオープンプラットフォームという

のが、これからの新しいネットワーク形成

の基盤という意味なんだろうと理解しまし

た。そのネットワークに参加するアクター

としてどういうものがあり得るでしょうか。

人間はもちろんです。それから、例えば研究

者が書いた論文もそのネットワークのなか

にアクターとして入ってくる。さらには、シ

チズンサイエンスを支えるような人々も、

もちろん入ってくる。その人たちがとった

渡り鳥のデータも入ってくる。そして、もし

かしたら私が皆さんに紹介したような、ウ

リ像もアクターとして入ってくるのではな

いかと想像します。人間に限定されないネ

ットワークの構築が、オープンサイエンス

を新しい展開に導くのではないかと思うし、

資料一つ一つの、そしてデータ一つ一つの、

もちろんわれわれ人間一人一人の価値を、

社会的な価値を上げていくことになるんじ

ゃないでしょうか。私が学生だったころに、

指導教員の先生に、「山口、おまえ概説ばっ

かり読んでいては駄目だよ」とたしなめら

れました。概説の最後に出てくるレファレ

ンスをちゃんと見て、そのもとの論文にた

どるんだって言われたんです。学部のころ

の話ですよ。それで、レファレンスをたどっ

ていって、図書館の古い、地下書庫で論文や

書籍を見つけてひもといていくと、やっぱ

り一番最後にレファレンスがあって。おい

おい、またレファレンスがあるんかい、と思

いながら、さらにたどっていく。そうすると、

最初に見つけた概説書が 2000 年とかに出

たとしても、1950 年代の論文に行き着いち

ゃったりするわけです。人文科学の場合は、

そういう経験が大事だと思うのです。ここ

で強調したいポイントは、ネットワークが

つくられているということです。つまり、執

筆者の情報がちゃんと載っていて、たどっ

ていけるということが学術的なネットワー
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クの肝でしょう。新しいオープンサイエン

スのデジタルネットワーク上で、いろんな

タイプのアクターが参加できる状況のなか

で、どうやってつくっていけるのかという

ことを金子さんに考えてほしいなって思う

わけです。 

 

金子：考えておりますので、あとであちらを

ご覧ください。うちでやっているのは、グラ

フに全部落としていこう、という話をやっ

ていまして。先ほどのウリ像も含め、物理的

なものも含め、全部バーチャルな空間にノ

ードとしてつくっていって、先ほどネット

ワーク、レファレンスのネットワークの話

を、今、されていましたけれども、レファレ

ンスだけじゃないいろんなつながりのネッ

トワークをデジタル的につくってあげて、

そこから情報をたどって、芋づる式にたど

る。芋づる式というのでは全然足りないぐ

らいの、芋掘りをすると、芋は 10 コぐらい

で終わるじゃないですか。たぶんつながっ

ていくとですね、軽く 1,000、10 万、１億

ぐらいな感じで、ダダダダって上がってく

ると思うんですけど。それをやろうという

話を、研究としてはしていまして、そのなか

で、何をノードにするのがいいんだろうか

とか、どういうふうに情報探索って、先ほど

検索というキーワードが出てきましたよ。

僕は探索という言葉を使っています。キー

ワードを入れて、もしくは、最近の機械学習

的な用語で言うと、特徴量を入れて探すの

ではなくて、芋づる式に探していけるよう

なやり方を僕は今探索と呼んでいるんです

けれども、探索をして情報を見つけてくる

ときに、どういう取っかかりから自分の興

味、関心というものを探っていくのか、みた

いなところを、みんなで共有していくとい

う、これは一種のソーシャライズしていく

ということになるんです。SNSで、Facebook

とかでお友達つながりをやりますのと同じ

感覚で、いろんな文献間の、これとこれは関

係しているよねって、論文を出してレファ

レンスをつくるだけじゃなくて、プカプカ

環礁に行って、このサンゴが、サンゴはあん

なところじゃ育たないですか。 

 

山口：いやいや、サンゴでできている。 

 

金子：サンゴでできている。そういうのも全

部つながりでたどっていくみたいなのがで

きたら面白いかな、みたいな感じで研究を

して、なんの話をしていたんでしたっけ？ 

研究しているというのが、僕の研究です。そ

のなかでやっぱり何をノードにするべきな

のか、どこから探っていくのか、そのなかで

グラフにして芋づる式に上がってくるとい

うことだけで、本当に探索として十分なん

だろうか、みたいなところは常々感じてい

て、それこそ UNESCO でやられているよ

うなワールドヘリテージみたいなものが、
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一種のアイコニックなものとして出てくる

からこそ、そこをたどって探せるものとい

うのもあるんじゃないかとか、それを完全

にフラットにしてあげることが果たしてい

いことなのか、強弱があるということが実

は見つけやすさを促進しているんじゃない

かとか、そんなことを思っているんですけ

れども、社会的価値というものを、どうメリ

ハリをつけて成長させていくか。高いやつ

だけが上がるのではなく、全体が緩やかに

バランスを取りながら上げていくみたいな、

何かヒントがあれば教えてほしいなと思う

んですけど。 

 

倉田：ヒントではないのですけど、今、お聞

きしていて、芋づる式ではなく、ノードに関

係性をつけていくというのは、ものすごい

古い話ですけど、Vannevar Bush を思い出

しました。1945 年に、元々はアメリカのレ

ーザーかなんかの研究者なのですけど、情

報学のほうでは、学生は必ず知っていない

といけないような著名な人です。彼が主張

したのは Memex というシステムで、もちろ

んまったくの試行実験で、自分のところに

個人の図書館を持てばいいと言っているの

ですね。要するに、情報は全部カードになっ

ている。そのカードごとに、自分なりの、コ

ンタクトというか、自分なりの分類、リンク

を付けるというものです。ある情報、知識に

関して自分なりの分類というか関係をつけ

ればいいということなので、文献を読んで

いて、研究には関係ないけど、私の個人の趣

味で好きなものと結びつけてしまうわけで

す。、例えば山口さんが読んでいた歴史的な

文献のなかで、プカプカ諸島が出てきたら、

突然ドローンってつけちゃえばいい。それ

はドローンつながりにしちゃえばいい。そ

のつながりに、リンク自体に、個人的な自分

なりの名称をつけることによって、自分が

持っている全世界の図書館にある情報に関

して、自分なりに自分の関心でノードとい

うか、パイプというか、それをつけてしまえ

ば、そこに個人の図書館をつくることがで

きる。それをＭemex と言ったのですね。今、

これは、技術的にはほぼ実現できるわけで

すよね。でも、たぶん金子さんがおっしゃっ

ているのは、それをもっと全員分というか、

個人でつくる、パーソナライズされながら

も、カスタマイズされながらも、全体を動か

すシステムがないと駄目だということです

よね。つまり、カスタマイズとかパーソナラ

イズをいかせる場がないと、たぶん無理な

わけですね。それをどうつくるかという意

味で、私は社会的価値はそっちにあると思

います。個別のものはパーソナライズでい

い、単なる個人の価値が、でも全体で見たと

きにはうまくいくようになっているという

ことが社会的な価値、機能だと思うところ

です。 
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金子：ちなみに今、僕が考えているのは、パ

ーソナライズした個人図書館みたいなもの

が、相互に接続されて、相互にその知見を共

有できるかたちを、誰とでも組めるように

なるというのが面白い世界かなというふう

に思っていて。これをですね、今度社会全体

として、今度は社会的価値という、個人的価

値だとそのぐらいでいいと思うんですね。

知り合いとつながって、共有されて、これが

面白いよという共有ができて、次は今度、社

会的価値ということになってくると、じゃ

あ、みんなそれぞれが持っている個人図書

館を寄せ集めたら、みんなが共通して思っ

ている大事なものとか、みんながそんなに

共通して思っていないもの、ウリ像がどこ

に来るかわかりませんが。それがわかるの

かどうかという話で、技術的には、これはわ

かると思うんです。でも、ここにはもちろん

プライバシーの話も出てきますし、データ

セキュリティーの話とか、個人図書館自体

が、資産性があるというふうな見方をする

と、今度それをオープンにするということ

もまた難しくなってくるかもしれないし、

社会的価値のコンセンサスというものを、

今度はどういうふうにしてやっていくのか。

それこそ図書館の古いシステムで言うと、

上が決めたやつにみんな従いなさいみたい

なやり方。でも、今ここで言っているのって、

ボトムアップに近い、それぞれの価値観を

優先しながら、全体としての価値観の共通

化を図っていきましょう、みたいな話から

すると、180 度発想の転換が必要なのかな

と。それをどこからスタートすればいいの

か、というのが正直なところです。 

 

杉浦：全然レベルが違って大変申し訳ない

んですけれども、ずっとシチズンサイエン

スだったり、価値とか、そういうふうに話し

ていくと、私はどうしてもコロナ禍のとき

のインフォデミックスを思い出しちゃうん

ですよね。じゃあ、社会的価値っていう、出

てきたものが ethical じゃなかったり、そう

なったときはどうするんだろうって。じゃ

あ、AI でよく言われるじゃないですか。AI

はレイシストだとかなんとかって、AI はレ

イシストじゃない、人がレイシストだから

AIがレイシストなだけで、というところで、

実際にどう関わっていくのかと、そういう

いろんなデータが、データだけじゃなくて、

いろんなプロセスすべてがアクセシブルに

なったときに、本当に理解できるのか。その

理解できたと思い切っているところもあっ

て、またいろんなものが生み出されると思

うんですけれども、そういうところをどう

いうふうに、じゃあ、国連みたいな総指揮で、

悪影響の部分を止めるというか、止めるよ

りもAwareness raisingだと思うんですけれ

ども、やっていけるかというのを、先生方か

らもヒントをいただけたらというふうにも

思っています。 
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金子：それは難しい質問なんですけど、一

つ、大学の研究者がやっていたような、今ま

での関連付けの作業というのは、ある程度

のクオリティーが担保されていたというこ

とがあると思うんです。それはインターネ

ットでも言われていることですけれども、

それがオープンになって、シチズンのサイ

エンスになってきたときに、それが担保で

きるのかというところと、ものすごく大き

く左右されているのと、これは個人のスキ

ル的な問題があると思いますけど、一方で、

今度経済的な問題も出てくると思うんです。

情報のアクセスというものをコントロール

することによって、商業的成功を収めるこ

ともできるようになりますし、僕がイメー

ジしている世界というのは、今日オープン

サイエンスというトピックで話されていま

すけど、それのシチズンのサイエンスとい

うものがマジョリティーに、量としてマジ

ョリティーになってきたならば、それはも

う新しい情報プラットフォームだと僕は思

っているんですね。その情報プラットフォ

ームの一番ハイクオリティーレベルのやつ

が、研究者が使うなんちゃらみたいなイメ

ージなのかもしれないですけど、ものすご

く広域な情報をどういうふうにハンドルし

て、どう使っていくかみたいな社会を、われ

われは今どうつくろうかと言っている話だ

と、まったくもって言い換えることが今日

の話はできるなと思っていて。そうなった

ときに、どういうふうにクオリティーを担

保するか。その経済的なものをどうコント

ロールしていくのか。そのサイエンスで、全

部オープンにしてというのはあり得ないと

いうお話があったと思うんですね。いろん

な国の事情とか、特に戦争状態みたいなも

のが発生すると、それをいかにコントロー

ルするかみたいな話になってくるので、真

逆の方向に行っちゃう。それは、じゃあシス

テムとしてどうあるべきなのか、みたいな

のは、僕としてはまったくもってわからな

い。これは情報の研究者がやれば完了する

話ではまったくないと思っていて、これは

法律で規制する話ですよ、これは技術でや

る話ですよ、というところのコンセンサス

すら、今は、僕はないんじゃないのかなと思

うんです。今日、倉田先生のほうから文科省

のほうでこういうふうな方向で出ています

よと。技術者がどれだけ話をして、どれだけ

の人が社会的な側面から議論して、どうい

う人が政策的な側面から議論してみたいな。

そういったところの透明性みたいなものと

か、それの妥当性みたいなところというの

が、どう議論されて、どう進めていって、そ

のなかでわれわれ一研究者はどうたち振る

舞えばいいのかというのが、正直、今日聞い

て、余計にわからなくなった。 

 

徳永：おそらく、いる分野であるとか、関わ
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り方というのも、それぞれ先生方は違うと

ころもあるのかなと思うんですけど、山口

先生、いかがでしょう。やっぱり杉浦先生と

重なるところとかがあると思うんですが、

ローカルの人たちと関わっていくという話

と、そのなかでつながりを見いだすという

ときに、先生ご自身の研究者としての視点

を持ちつつ、かつローカルなその土地の人

たちの歴史というものを担保しながら、そ

こを共通点を探っていく、そしてアクセシ

ビリティーというものを考えるときに、常

に考えていらっしゃるところとかってあり

ますか。 

 

山口：そうですね。杉浦さんがおっしゃって

い た 、 indigenous knowledge 、 local 

knowledge、traditional knowledge と呼ばれ

るものも、新しいプラットフォームに載れ

るようにしなければいけません。僕が最初

に発言したときに、背景に浮かんでいたの

は、皆さんよくご存じの Bruno Latour の

ANT、アクターネットワーク理論です。実

験道具も、人間も、ラットも、全部一つのア

クター、それぞれがアクターであって、つな

がっているという話です。でも、ネットワー

クには、構成する要素の配列、配置、付置と

呼ばれるものだけではなく、そのなかを流

れるフローがあるじゃないですか。山口も、

ウリ像も、それから論文も、ノードであると

同時にフローであると考えるべきではなか。

そうすると、ナレッジ（知識）も必ず載って

くるはずです。僕は石垣島で発掘調査をや

ったことがあって、そのときはサンゴ礁を

テーマに学際的なチームを組んだんです。

そのなかに計量経済の先生が入っていて、

サンゴ礁の価値について議論しまことがあ

ります。計量経済の先生は、産業連関という

見方について教えてくれました。僕の理解

が正しいか自信はないのですが、例えば、

「ある商品を誰かが 100 円で買ったとした

ら、その経済的効果というのは 100 円か？」

と問われたわけです。そうじゃないんだと。

利益を 100 円得た人が、その 100 円で別の

ものを買ったら、その価値が最初の商品に

乗っかってくるというのが産業連関の考え

方だと教えてくれたんです。まさにお金を

フローとして捉えているわけです。だから、

山口が発した情報を倉田先生がお使いにな

る。これは、山口がプラットフォームに載せ

た情報というノードであるとともに、倉田

先生がお使いになることによってフローに

変換され、その倉田先生が受け取った情報

を、別の成果物に使用したとしたら、私の発

した情報の価値に、倉田先生の付加価値が

付いて、さらに大きくなっていくわけじゃ

ないですか。それを金子さんがまた使うと、

というと、最初の私自身の評価も、私の情報

の価値も、ウリ像の価値でもいいんですけ

ど、どんどん雪だるま式に広がっていきま

すよね。それをどういうかたちで表現した
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らいいのか。どういうふうに計れるように

していくかが、今度はネットワークの重要

なポイントになっていくだろうと思います。

だから、Indigenous knowledge も利用され

ていくほどに、社会的価値と言っていいの

かはっきり分からないけれど、価値は上が

っていくでしょう。いままでは使われてい

ないんですよね、やっぱり。そこが問題。そ

れはプラットフォームのせいなのか、それ

とも Indigenous knowledgeに対する需要が

小さいのか。見極める必要はありますね。 

 

金子：たぶんネットワークシステムがつく

られていない。それ用に。今のお金の話は、

お金が動くネットワークシステムが今構成

されているんですよ。だからこれだけ動い

て、そこで経済がって話ができるんですけ

ど、こと情報に関しては、例えばわれわれが

スマホで撮った写真は、たぶん１回ぐらい

見直して、そのあと死蔵されていますよね。

そこを、じゃあ２回目の、映画で言うと古典

的には映画館で１回リリースして、その次

にホームビデオとか飛行機で見せて、次に

ウインドーと言うんですけど、順番に大き

なところからやって、あと２回目以降はほ

ぼほぼ、ぬれ手にあわで、収入が入ってくる

みたいな。それがたぶん１回つくったコン

テンツの再利用によるお金の回し方みたい

な。それを、別にハリウッドのコンテンツだ

けじゃなくて、われわれが持っているすべ

てのアカデミックな知識なり、情報なりに

対して、どういうふうにしたら適用できる

のか。それができることが、次の世代に使わ

れる情報なり、長く使われ続ける情報なり

というふうな判断になっていくのかなと思

うんですけど。 

 

山口：ちょっと補足をすると、さっき徳永さ

んから言われた課題ですけども、私たち考

古学者だったり、文化人類学者も、現地に行

っていろんな情報を取得して、あるいは与

えられて日本に帰ってきて、そして論文に

しますよね。そのときに得た情報を、あたか

も自分の情報のように出しちゃうじゃない

ですか。でもそこには、本当は情報を与えて

くれた人がいたり、場所があったりするわ

けです。それをいかにして明示化していく

かということが、オープンサイエンスの世

界では必ず求められるでしょう。同様に、元

は山口のデータだったと、倉田先生は書か

なきゃいけない、あるいはどこかに刻んで

いただかなきゃいけなくて。それを金子さ

んが使うときには、山口のデータを倉田先

生が使って、さらに金子が使っていますっ

て刻まなければいけない。そのチェーン、ブ

ロックチェーンじゃないですけど、そうい

う仕組みをつくっていくことが、もしかし

たら Indigenous knowledgeの価値も高めて

いくことにならないでしょうか。われわれ

はそれをやらなきゃいけないんです。徳永
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先生、でも個人情報だと、N 氏とか X 氏と

かって、匿名化して提示する場合もありま

すね。 

 

徳永：そうですよね。全員が出してほしいわ

けじゃないと思いますけど。今のお話と、お

そらく UNESCO の SDGs の問題とか、そ

ういったところともかなりつながっていく

ようなところだと思うんですが、いかがで

しょうか。UNESCO との取り組みとの接点

では。 

 

杉浦：SDGs だけでなくても、今回、アウト

ルックを出すなかで、ソーシャルエンゲー

ジメントとローカルナレッジの入れ方のな

かで、関わり方を図るみたいなやり方をや

ってみてもいいのかなというふうに、アウ

トルックでは出ているんですよね。本当に

エクストラクティブで、現地に行って話し

て、自分にとってそのまま勝手にと言った

らおかしいんですけども、自分の分析で出

ているのか、議論のうえで、それで現地の人

たちと co-creationしていったのかとかとい

うのも図っていく。エンゲージメントの密

度もちゃんと書いていくというmetricがあ

ってもいいのかなというふうに、取りあえ

ず今は、アウトルックのほうでは書いてい

ます。 

 

徳永：ありがとうございます。エンゲージメ

ントという意味では、いろいろな学術成果

を出していくというときには、倉田先生の

話でもありましたけども、やっぱり一番は

まだ学術出版界というところが大きくて、

そことの関わりとかもいろいろあるという

ことを打ち合わせのときにはお話ししてい

ましたが、あるいは図書館等々あると思い

ますが、フロアにもおそらくそういう関係

者であるとか、データベース関係の方もい

らっしゃると思いますが、もし何か関連す

ることでもけっこうですし、お話を伺って

いたなかで質問がある方は、お願いします。 

 

若澤：文学部助教（日吉・英語）の若澤佑典

と申します。イギリス思想史を専門とし、

「知の生成と循環」をめぐる研究を行って

います。本シンポジウムで語られた「オープ

ンサイエンスの理念」は歴史的に見ても面

白い主題なので、これについて「図書館の未

来」という具体的な問題から質問させてく

ださい。 

すでに金子先生のお話の中で、オープン

サイエンスのモデルを語る「メタファー」と

して、図書館というキーワードが何度か出

てきました。これに対して、私自身がフォー

カスしたいのは、「具体的な場（＝物理的空

間）」としての図書館です。図書館の公共性

は「知識には価値があり、多くの人がアクセ

スできることが望ましく、知の共有と循環

が個人にとっても、社会にとっても有益で
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ある」という前提に基づいています。いわば

図書館を作って、それを維持管理していこ

うという実践は、（広く見れば）オープンサ

イエンスのプロトタイプ、あるいは先達と

も言えるものでしょう。１８世紀、すなわち

啓蒙の時代に見られる「知の共有」、「書物を

通じた知の紐帯」といったプロジェクトは、

文芸共和国というイメージを伴って、図書

館という具体的な場で花開いたわけなので

す。 

こうした始まりの時代から２００年以上

が経ち、現代の知は「データ」、すなわち物

理的実体を持たないステージへと移行して

います。デジタル空間を前提としたオープ

ンサイエンスの展開の中で、果たして図書

館という「知の空間」は過去の遺物となって

いくのでしょうか？いくらでも悲観的な話

はできるのですが、倉田先生と金子先生が

「情報には構造化が必要だ」と話されてい

たのが気になっていて、データ時代におけ

る「知の構造化を行う場」としての図書館と

いう、違った可能性も見えてくる感じもし

ます。 

今まで図書館は「知の出口」として機能し

ていて、博士論文や報告書を収蔵する「ゴー

ル」となっていたわけです。しかし、今後の

データサイエンスの時代では「知の入り口」、

すなわち図書館の本棚をウロウロする中で、

その身体的経験から「知がパーソナライズ」

されていったり、隠れた知と知のつながり

が可視化されて「俯瞰的な視点」が立ち上が

ったり、各自が「自身の知の体系」を相互交

流したりなどなど、知の生成と循環のスタ

ート地点として、機能していく方向性も金

子先生たちのトークの中で、示唆されてい

たのかなと思います。非常に壮大な質問と

なってしまったので、ひょっとしたらパネ

ルに「ことばの爆弾」を投下した気もします

が、愉快な話でも深刻な話でも、ポジな視点

でもネガな視点でも、何でもいいのでご意

見を伺えれば幸いです。 

 

倉田：私が答えなきゃいけないと思うので

すけど。博物館と図書館は、やっぱり私は違

うと思っています。博物館は、一点物の資料

を持っているという点で違う。図書館もも

ちろん一点物の貴重な資料を持ってはいま

すが、本来の機能として、私ははっきり言う

と違うと思っています。その上で、図書館の

機能に物理的な場所は必要ないと思ってい

ます。つまり、図書館は今まで何をやってき

たかというと、大部分においては、学術の知

識の流れの非常に下流の部分で、ものすご

く頑張って集めてきたのだと思うのです。

下流のところでせき止めて、それをなんと

か上流の人たちに渡していた。そのための

仕組みとしては、大変素晴らしいものをつ

くりあげたし、ものすごく精巧な仕組みだ

ったと私は思っています。それは、学術出版

と図書館がうまく組んでやっていたのです
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よね。でも、私はこれはもう無理だと思うの

です。図書館が本当にやるのであるならば、

上流の研究者と一緒になってやるしかない。

出版を経た成果だけを見ているのでは、そ

れはもう無理なので、上流のところにまで

本当に踏み込んでやる気があるのかという

ところにかかっていると思っています。で

すので、研究者たちのコンタクトとしての

物理的な場所はもちろん必要ですけれど

も、。それ以上に情報の拠点にならなくては、

ある意味では、一種のハブ的な機能を持て

るかどうかにかかっていると思います。将

来は別としてですね、今さしあたって、研究

データの共有にどこまで関わる気があるの

かという話です。図書と論文に関しては、も

のすごい洗練されたシステムをつくりあげ

たのですよ。でも、それだけに、論文などに

ついているメタデータは、ほとんどの研究

者には面倒臭くて作りたくないようなレベ

ルのものを作り上げています。じゃあその

レベルで研究データにメタデータを図書館

員がつけられるかといったらつけられない

です。ですから、今のままでは駄目なのです。

どういうかたちで研究者と一緒になって少

なくとも研究データをどこに保存して、そ

のメタデータをどうするのかというのは、

この２～３年でつくらなくてはいけない話

になってしまっています。金子さんがおっ

しゃっているように、本や論文を見つける

のだってこんなに大変なのに、研究データ

をどうやって見つけるんだ、という話なん

ですよ。はっきり言ってこれは、私もやって

いて、本当に見つけられないです。さしあた

っては、私が考えるのは、データと論文はや

っぱりリンクさせておかなくては無理で、

データを探すときに論文の助けを借りて探

すしかないのかなと、あまり斬新な方法で

はないとは思いますが、データをデータの

ままで探すことは、今は無理です。なので、

データに何かをつけ加えて、何かとのリン

クというか、何かとの関連性で、差し当たっ

てはですよ、差し当たって探すシステムを

つくらないと、研究データをいくら公開し

ても、誰にも使われないという話になって

しまうと思うのですね。やっぱりデータは

使われてなんぼです。使われなければ、それ

は意味がない。でも、使われるためには公開

されないと、探して使う試みすらできない

ので、きちっとデータはやっぱり公開しま

しょうという話で、その意味では何段階も

前のところからやるしかないというところ

です。今はまだそういう段階で、このあと一

歩進んだら、そこでまたものすごく難しい

ことが待っていて、その先またすごく面倒

臭いことになるのだろうなというふうには

思っています。 

 

徳永：非常に大きな、重要な問いをありがと

うございます。倉田先生も大きな答えをあ

りがとうございます。議論をずっと続けた
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いんですが、時間になりましたので、今のお

話を受けつつ、お一人ずつコメントをいた

だきますので、今のことに絡めてもけっこ

うですし、あるいは最後にこれだけは言っ

ておきたいということをお話しいただけれ

ばと思います。では、金子先生がお話を仕掛

けられたので。 

 

金子：心の準備が今できていなくて。終わる

と思っていなかったので。僕はずっとデー

タのアーカイブとかもやっていた話、研究

としてというか、やっていたのでわかるん

ですけど、どこに行き着くかというと、アー

カイブを管理するコストを誰が負担するん

だって話に、最終的に行き着いてしまいま

す。そうなったときに、その費用負担という

のは、わかりやすく言うと利用者負担とい

うことになるんですよ。そうすると、利用さ

せないとデータをアーカイブできないとい

う話になります。ずっと保存する、大事なデ

ータだから保存しようって皆さんはおっし

ゃるんですけど、いやいや、使われないんだ

ったら捨てましょうという話になるんです

よ。たぶん今これは公開しましょうという

ルールができますけど、これから５年から

10 年、使われずに保存だけされるという話

が確実に来ます。そのあとで、いや、これは

誰がコストを負担するの？ 国庫のこれだ

けの費用を、国の研究者が使っている、デー

タ保存のために使われています。それはコ

ストカットできないの？ とか、本当に保

存しているけど、流通されていないじゃな

いか、みたいな話になったら、次に来るのは、

１、研究データをちゃんと利活用するメカ

ニズムをつくりなさい。これは健全な方向

です。２、そんなに使われないデータを生成

している研究者は、研究をやめてしまえ。極

論するとこの２つに行くと、僕は思ってい

ます。後者は僕としては悲しい未来だと思

っているので、前者で利活用する。情報とい

うものを生成する、データを生成する側か

らちゃんと受け取り手がいて、それが先ほ

どからずっと出ている２次利用、３次利用、

４次利用される。そのあいだのコントリビ

ューションがどういうふうに積算されるか

という話は、プラスアルファの付加価値の

問題なんですけど、それは置いておいても、

そこに対してどういうふうに保存コストを、

そして流通コストを上回るだけの生産性を

提示できるか。これがデジタルのばかでか

いコストです。ものすごくデジタルのコス

トはかかります。それは図書館を維持して

いるコストが僕はどのくらいかって数を存

じあげないですけど、その数字よりもでか

いコストがかかるんじゃないかということ

と、さらに図書館というシステムがローカ

ルなシステム、単館で極論を言えば運用で

きるものが、デジタルでやろうとすると、流

通をグローバルにやっていかないといけな

い。そうすると、そこのインターオペラビリ
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ティーの話とかまで踏まえて設計をしてい

かないといけないし、維持しないといけな

いし、維持というのも、じゃあどこかのシス

テムをバージョンアップしましょうという

のはなかなか難しいです。規模が大きくな

ればなるほど。そのバージョンアップのコ

ストも考えないといけないかもしれません

し、考えなくていいように最初から頑張っ

て設計するか、みたいな話を、われわれは目

の前にしているということです。倉田先生

が今、２年か３年でやらなくちゃいけない

とおっしゃられましたけど、いや、その IT

屋からすると、インポッシブルです、そんな

のは、みたいな。無理ですって。正直なとこ

ろです。でも、２歩も、３歩も、４歩も前段

階に下がってもう一回考え直さないといけ

ないということに対しては、僕はものすご

くアグリーします。ですからそこら辺に対

するコンセンサスをきちんと持って、じゃ

あこれが一番重要な機能ですよね、何を流

通させるんですか、どういうふうに流通さ

せるんですか、それでお金をどう回してい

くんですかというところをきちんと設計し

ながらやっていかないと、もし仮に１回目

のテストサイクルを回してうまくいかなか

ったですね。じゃあ２回目をつくりましょ

う。たぶん同じ失敗しちゃうんですよ。きち

んと設計しないと。きちんと設計すると失

敗原因が何かがわかって、そこに対してど

ういうふうな設計をしないといけないかと

いう次のフィードバックができる。この体

制をさっさとつくらないと、お金はどんど

ん消えていきます。それが、僕が思っている

ことです。それをまとめということにさせ

てください。 

 

杉浦：そういうできている事例、国はあるん

ですか。まだないですよね。今、中国にいる

んですけれども、各サイエンスのほうで関

わっているプログラムでも、絶対にどこか

でビッグデータって出るんですよ。上から

絶対にデジタル化とビッグデータのほうに

落とすようにという方針はできていて、例

えば UNESCO グローバルジオパークの審

査があったときに、日本の北海道のほうに

審査員が、中国人だけが入ったんですよね。

去年。審査員は、じゃあビッグデータはどう

なってんだ？ というふうに聞くんですけ

ども、日本のほうはまだそういう体制がな

いから、全然話がかみ合わないままになっ

てしまったんですけれども。言いたいこと

は、中国では、とにかくそうやって上から各

省で全部いろいろと用意している。でも、話

を聞くと省同士でインターオペラビリティ

ーだったりは、そういう話はまだできてい

ないし、でも、10 月には大きなオープンサ

イエンスの政策の発表があるというふうに

聞いているんですけども、どこまでどうい

うふうにそうやって動いていくのかを、

UNESCO 側も事例、ベストプラクティスだ
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ったり、そういうのも集めたいし、別な加盟

国にも提案としていろいろとサポートでき

たらと思っているので、全然まとめになっ

ていなくて申し訳ないですけど、そういう

議論があるということを、すごくちゃんと

私たち側からまた出していかなきゃいけな

いんだなというふうに思いました。 

 

山口：今、倉田先生から図書館と博物館はや

っぱり違うというふうにおしゃっていただ

いて。それは前から考えていました。本は何

冊も印刷されて、配布されるけれど、なぜ値

段は同じで売られているのか。つまり、本の

資産価値ではなくて、やはり情報の価値は、

コピーされても変わらないということです

ね。一方で博物館という場所には、一点物の

資料がそれぞれに所蔵されているわけです

が、これがデジタルコレクションとして提

供されると、まさにコピー可能なデータも

しくは情報になっていくわけです。図書館

の本と、デジタル化された資料のデータが、

果たして同じようなものになっていくのか

を考えなきゃいけない。そのときに、ご質問

のあった、まさに知の構造化という問題が

関わってくるんだろうと思います。デジタ

ル化された博物館の資料や、デジタル化さ

れた考古学の資料をどのように構造化して

いくのか。それを担うのはわれわれ研究者

であり、いわゆる探究とか知の技法と呼ば

れるものを構築していくことが、このオー

プンサイエンスやデジタルコレクションの

提示と関わってくるだろうなと、最後に思

いました。 

 

徳永：それでは４名の先生方、本当にありが

とうございました。まだまだいろいろ伺い

たいのですけども、時間となりましたので、

パネルディスカッションは、いったんここ

で締めたいと思います。では、皆さんに拍手

をぜひお願いいたします。後ほどまだポス

ターセッションというのもこのシンポジウ

ムのあとにございますので、もしよろしけ

れば、熱い金子先生のグループの説明をぜ

ひお聞きください。 
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終わりに 
 
大川 恵子 
（DMC研究センター所長、慶應義塾大学大
学院メディアデザイン研究科教授） 
 

 本日は長時間にわたり私達のディスカッ

ションにおつきあいいただき、ありがとう

ございました。個人的には大変楽しい時間

を過ごしました。オープンサイエンスとい

うのは、１つのレイヤーの人たちだけでは

全然実現できなくて、さまざまなレイヤー

の人たちが、いろいろ工夫をすることで実

現できるものだということを再認識しまし

た。 

私は、わりと低いレイヤー、すなわち地球

上をちゃんとつなぐ、という部分をテリト

リーとしております。そして、私たちは最近、

生きているだけでデータを生成しているよ

うな状況になっています。私もこんな指輪

をつけていますが、これはどんどん私のデ

ータを吸い取っておりまして、いつ寝たと

か、いつ寝なかったとかがデータとして生

成されています。そういうわけで、今日お話

を聞いたなかでも、本当にあらゆるところ

でデータが生成されてきていることがわか

ります。そのデータをきっちり流通・伝送し

ていく。我々は、そのためのインターネット

インフラストラクチャーも、きちんと作っ

ていかなければいけないし、それを守る人

たちの人材育成もやっていかなければいけ

ないし、出てきたデータを上手に使うとい

う人たちの人材育成もしなければいけない。

また、これからの新しい研究手法として、デ

ータを使ってデータを出すということも発

生してきています。そのデータそのものの

流通、データをエビデンスに変えたあとの

流通、さらに、さまざまなところで新しいや

り方が生まれてきていますので、それを支

えるインフラが大切になっていきます。AI

によっても新たなデータ創造とデータ活用

が進んでいます。インするデータとアウト

されるデータがあればもういろんなことを

やり始める人達がいるわけですよね。 

私たちは、本日のお話を聞いたなかで、論

文として知を残すというだけではなくて、

データを残すということもわれわれの大き

な使命であり、また、データの解釈の方法を

残すということも大きな使命だと感じまし

た。まだまだやることがあるので、なかなか

皆さん引退できませんね！ 

これからもいろんな分野の方たちとこう

やってつながる場をつくっていければと思

っておりますので、引き続きこのテーマで、

また議論ができるタイミングをつくりたい

な、と改めて思っております。 

ご登壇いただいた先生方、また、ご来場い

ただいた皆さま、誠にありがとうございま

した。 

こちらで閉会とさせていただきます。 
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記録 

会議開催記録 
 
●DMC 運営委員会 
6 月 2 日（金）、9 月 20 日（水）、12 月 20
日（水）、12 月 22 日（金）、1 月 29 日
（月）、2 月 27 日（火）、2 月 28 日（水）、
3 月 11 日（月） 

 
●DMC ミーティング 
4 月 28 日（金）、5 月 25 日（木）、6 月 28
日（水）、7 月 26 日（水）、9 月 22 日（金）、
10 月 31 日（火）、11 月 29 日（水）、12
月 19 日（火）、2 月 7 日（水）、3 月 27 日
（水） 

 
●FutureLearn Meeting 
4 月 5 日（水）、4 月 12 日（水）、4 月 19 日
（水）、4 月 26 日（水）、 

5 月 10 日（水）、5 月 19 日（金）、5 月 24
日（水）、 

6 月 2 日（金）、6 月 7 日（水）、6 月 14 日
（水）、6 月 22 日（木）、6 月 28 日（水）、 

7 月 5 日（水）、7 月 12 日（水）、7 月 21 日
（金）、7 月 26 日（水）、 

8 月 2 日（水）、8 月 16 日（水）、8 月 28 日
（月）、 

9 月 7 日（木）、9 月 14 日（木）、9 月 22 日
（金）、9 月 29 日（金）、 

10 月 3 日（火）、10 月 13 日（金）、10 月 19
日（木）、10 月 27 日（金）、 

11 月 1 日（水）、11 月 8 日（水）、11 月 15
日（水）、11 月 22 日（金）、11 月 29 日
（水）、 

12 月 14 日（木）、12 月 20 日（水）、 

1 月 11 日（木）、1 月 16 日（火）、1 月 31
日（水）、 

2 月 6 日（火）、2 月 14 日（水）、2 月 22 日
（木）、 

3 月 6 日（水）、3 月 13 日（水）、3 月 21 日
（木）、3 月 27 日（水） 

 
以 上 
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研究・教育活動業績 
 
(2023 年 1 月～12 月) 
凡例＝本記録は、研究員による研究・教育活動の業績一覧であり、研究員の投稿にもとづくも
のである。 
1．著書・訳書、2．論文、3．学会発表、4．講演・展覧会・ワークショップ等、5．その他 
 
大川 恵子（所長 メディアデザイン研究科教授） 
2. 論文 
・ Assilmia, F. and Okawa, K. (2023). Designing a Career Exploration Corner for Children 

with Less Access to Role Models. In Proceedings of the 15th International Conference on 
Computer Supported Education - Volume 2: CSEDU; ISBN 978-989-758-641-5; ISSN 
2184-5026, SciTePress, pages 229-236. https://doi.org/10.5220/0011987500003470  

・ Arima, S., Maekawa, M. S., Kudo, N., & Okawa, K. (2023). Design of a Blended Learning 
ICT Education Program for Undergraduate Students in Asia-Pacific Based on 
Communities of Practice. In CSEDU (2) (pp. 581-588). 

・ Ikeda, R., Ferriyan, A., Okawa, K., & Thamrin, A. H. (2023, August). Enhancing Learning 
Mobility with a Community-Based Micro-Credential e-Portfolio Platform Service for 
Higher Education. In European Conference on Technology Enhanced Learning (pp. 566-
572). Cham: Springer Nature Switzerland. https://doi.org/10.1007/978-3-031-42682-
7_43 

4. 講演・展覧会・ワークショップ等 
・ Okawa, K., Invited-Talk: Fostering Sustainable Futures through Collaborative Innovation: 

Lessons from the AI3/SOI-Asia Project, SIET '23: Proceedings of the 8th International 
Conference on Sustainable Information Engineering and Technology in Bali on 24-25 
October 2023.  https://doi.org/10.1145/3626641.3629026 

・ Okawa, K., Invited-Panelist: “How Submarine Cables Enhance Digital Collaboration.” , 
Internet Government Forum (IGF), Kyoto, 10 October 2023. 

・ Okawa, K., Kudo, N., Invited-Talk: APNIC Foundation session: Supporting the future of 
Research and Education Networks (RENs) (2023, October),  APNIC 56 in Kyoto on 7 to 
14 September 2023 https://conference.apnic.net/56/ 

・ Okawa, K. (2023)Participation as panelists; STEPAN UNESCO Joint Workshop on Open 
Science Infrastructure and Leveraging on Artificial Intelligence for An Effective Open 
Science Platform held in Jakarta on 31 May - 1 June 2023. 
https://stepan.org/2023/05/stepan-third-annual-meeting/ 

・ Okawa, K., Invited-Talk: アースデイ特別トークセッション 教育の未来 (2023 April), 
FORUS FOR EARTH ~アースデイ~, 金沢 on 16 April 2023. 
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・ Okawa, K., Invited-Panelist: “Remapping Global Education in Japan”, Online, Munk 
School of Global Affairs & Public Policy, University of Toronto. March 1, 2023 

5. その他 
・ FutureLearn オンラインコース新規リリース 

- Understanding the Internet （2023 年 2 月）[CCRC と共同開発] 
- 旅する書物：日本とヨーロッパの歴史の中で（2023 年 3 月）[大英図書館と共同開

発コースの日本語版] 
- Akichi in Collections Management: Perspectives from a Japanese University Museum

（2023 年 9 月）[KeMCo と共同開発] 
- 日本の近代化：福澤諭吉の格闘（2023 年 10 月）[福沢研究センターと共同開発] 

・ 石川県野々市市 SDGs アドバイザリボード委員（2023 年〜） 
・ 鳥取県補助金等審査会（産業未来共創研究開発補助金「技術革新型（デジタル先端技術

分野）」審査会）委員（2021 年〜） 
・ 東京都スマート東京・TOKYO Data Highway 戦略推進協議会有識者委員（2021〜2023

年） 
 
徳永 聡子（副所長 文学部教授） 
2．論文 
・ ‘Chaucer, Geoffrey: Works: Incunabular editions of’, in The Chaucer Encyclopedia, ed. 

by Richard Newhauser, Vincent Gillespie, et al., 4 vols (Hoboken, NJ: Wiley-Blackwell, 
2023), I, 365–66 

・ ‘Le Morte Darthur in Fifteenth-Century European Book History’, Poetica: An 
International Journal of Linguistic-Literary Studies, 97 & 98 (2023), 29–38 

・ 「イギリス初期刊本を記述する—西洋貴重書オンラインカタログ作成のための基礎調
査」『慶應義塾大学 DMC 紀要』, 9/10 (2023), 84-105（杉山ゆき、西川雄太との共
著）  

 
金子 晋丈（副所長 理工学部准教授） 
2.  論文 
・ Kohei Tsuchida, Naoki Matsumoto, Andrew Shin and Kunitake Kaneko, "Cache-Efficient 

Approach for Index-Free Personalized PageRank," IEEE Access, vol. 11, pp. 6944-6957, 
2023, doi: 10.1109/ACCESS.2023.3237738 

3. 学会発表 
国際会議発表 
・ Kohei Tsuchida, Naoki Matsumoto and Kunitake Kaneko, "Node-Centric Random Walk for 

Fast Index-Free Personalized PageRank," in Proc. of 2023 International Conference on 
Information Networking (ICOIN), Bangkok, Thailand, 2023, pp. 194-199, doi: 
10.1109/ICOIN56518.2023.10049056. 
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国内会議 
・ 中野 修平, 山下 剛志, 松本 直己, 金子 晋丈, “マルチレイヤネットワークのコミュニティ抽出

におけるレイヤ反映度制御手法,” 信学技報, vol. 122, no. 342, IN2022-62, pp. 64-71, 2023 年
1 月. 

・ 山下 剛志, 松本 直己, 金子 晋丈, “グラフ更新時のインデックス再生成を排した Top-k 
Personalized PageRank 演算,” 信学技報, vol. 122, no. 407, IN2022-117, pp. 305-310, 2023
年 3 月. 

・ 岡松 紀伸, 金子 晋丈,土田 康平, 山 下剛志, “ID 再配置が施された分割グラフの結合における
頂点の複製排除, ” 電子情報通信学会総合大会 B-7-35, 2023. 

・ 秋元 大河,金子 晋丈,松本直己, “ガンマ分布を仮定したコミュニティからの期待脱出歩数の
評価, ” 電子情報通信学会総合大会, B-7-38, 20234.  

4.  講演、展覧会 
・ 金子 晋丈, “ネットワーキングが拓くデータの未来, ”JEITA  テープストレージ専門委員会 40

周年記念式典, 2023 年 2 月 10 日,オンライン. 
・ 金子 晋丈, “プロアクティブ型ネットワークサービス基盤, ”電子情報通信学会 第 13 回デジ

タルサービス・プラットフォーム技術特別研究専門委員会, 2023 年 9 月 1 日. 
・ 金子 晋丈, “AI 駆動型ネットワークサービス, ”第 24 回慶應科学技術展, 2023 年 12 月 15 日. 
 
安藤 広道（研究員 文学部教授） 
１．著書 
・ 『ビジュアル版 弥生時代ガイドブック』シリーズ「遺跡を学ぶ」別冊 05 新泉社 
・ 『日吉台地下壕－大学と戦争－』高文研；「日吉、鹿屋、そして沖縄－地下壕がつなぐ歴

史－」pp.167-200 
２．論文 
・ 「パブリックヘリテージとしての戦争遺跡」『文化遺産の世界』No.42 NPO 法人文化遺

産の世界 pp.6-11 
４．講演 
・ 「第五航空艦隊司令部壕が残っていることの意義－今の世界をみて思うこと－」3 月 18 日

『第４回 あの日を忘れない･･･３･18 鹿屋初空襲によせて』鹿屋市平和学習ガイド・調査員
連絡会 於：鹿屋市中央公民館 

・ 「考古学と現代美術をめぐるミニトーク」山田健二氏との対談 4 月 10 日 慶應義塾ミュー
ジアム・コモンズ主催 於：慶應義塾大学三田キャンパス 

・ 「東北から「弥生」をみる－縄文的世界の今日的意義を考える－」10 月 14 日『2023 年度 
伊勢堂岱縄文館講座』北秋田市教育委員会 於：北秋田市民ふれあいプラザ コムコム 

・ 「絵画から読み解く弥生時代の世界観－世界観研究の今日的意義を考える－」11 月 5 日
『2023 年度 第 2 回平出市民大学』平出博物館 於：平出博物館 

５．その他 
・ 展覧会『構築される「遺跡」－KeMCo 建設で発掘したもの・しなかったもの－』慶應義塾

ミュージアム・コモンズ・民族学考古学研究室 3 月 6 日－4 月 27 日 
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・ 図録『構築される「遺跡」－KeMCo 建設で発掘したもの・しなかったもの－』（編著） 
・ Web サイト『鹿屋戦争アーカイブ Map』3 月 18 日公開 
・ 「DMC TALK 考古学で開く対話とデジタルアーカイブ」金子晋丈氏との対談『慶應義塾大

学 DMC 紀要』第 9・10 合併号 6-18 頁 
・ 「DMC シンポジウム 2022 デジタルの本質とはなにか－メタバースに向う中で考える」パ

ネラーとして参加『慶應義塾大学 DMC 紀要』第 9・10 合併号 110-147 頁 
・ 「コラム かながわの地下壕」『日本史のなかの神奈川県』山川出版社 pp.144・145 
 
重野 寛（研究員 理工学部教授） 
2．論文 
・ 山崎雄貴，土井千章，稲田大陸，関博志，重野寛，"遺伝的プログラミングを用いた特徴量

生成による 術中低血圧予測手法"，情報処理学会論文誌, Vol. 64, No. 2, pp. 456-464, 2023
年 2 月, doi/10.20729/00224258. 

・ Masashi Kunibe, Rei Yamazaki, Taichi Murakawa, Hiroshi Shigeno, "Adaptive Message 
Prioritization for Vehicular Cooperative Perception at Target Intervals," Journal of 
Information Processing, Vol. 31, p. 57-65, 2023, Online ISSN 1882-6652, 
https://doi.org/10.2197/ipsjjip.31.57 

・ 武藤晟，豊田睦，花輪麻衣奈，重野寛，森康祐，”Vehicular Edge Computing における処理
フレームレートを向上するための Edge 支援型 SLAM”，情報処理学会論文誌, Vol. 64, No. 
2, pp. 529-536, 2023 年 2 月, doi/10.20729/00224267. 

3．学会発表 
・ Shihyun Ryu, Taichi Murakawa, Hiroshi Shigeno, "Pedestrian Clustering Method of Vehicle-

to Pedestrian Communication Considering Awareness Rate in Urban Environments", 2023 
Fourteenth International Conference on Mobile Computing and Ubiquitous Networking 
(ICMU), Kyoto, Japan, 2023, 4pages. 

4. 講演、展覧会、ワークショップ等 
・ 田中颯, 北川栞, 重野寛, "文字認識タスクにおける連合学習の事前学習を用いたクラスタリ

ング手法の提案", 情報処理学会 マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2023）
シンポジウム pp. 2 - 7,2023 年 7 月. 

・ 藤中達己, 國部匡志, 重野寛, "周辺車両の走行経路推定に基づく協調走行メッセージのサイ
ズ削減手法の検討", 情報処理学会 マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 
2023）シンポジウム pp. 1146 - 1151, 2023 年 7 月. 

・ 柳始鉉, 國部匡志, 重野寛, "802.11ax における BSR 推定を用いたアップリンク送信時間削減
の検討", 情報処理学会 マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2023）シンポジ
ウム pp. 1393 - 1398, 2023 年 7 月. 

・ 岩品勇利, 柳始鉉, 重野寛, "UAV を用いたオンデマンド食事配送におけるスケジューリング
手法の検討", 情報処理学会第 109 回モバイルコンピューティングと新社会システム研究会
（MBL）・第 95 回高度交通システムとスマートコミュニティ研究会（ITS）合同研究発表
会, 6pages, 2023 年 11 月. 
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・ 北川栞, 田中颯, 柳沼優太, 重野寛, "クラスタリングと近傍探索を用いた知識グラフ埋め込み
モデルにおけるネガティブサンプリング手法の検討", 情報処理学会 第 197 回 DPS 研究発表
会, 2023 年 12 月. 

 
池田 真弓（研究員 理工学部准教授） 
4．講演・展覧会・ワークショップ等 
・ 国際シンポジウム企画「書物の背後にあるもの：初期近代における書物のデザイン、生

産、利用」/ “Behind the Book: Designing, Producing, and Using Books in the Early Modern 
Period”（慶應義塾大学、2023 年 3 月 4 日） 

 
杉浦 裕太（研究員 理工学部准教授） 
2．論文 
・ Takumi Yamamoto, Yuta Sugiura, Turning Carpets into Multi-Image Switchable Displays, 

Computers & Graphics, Vol.111, Pages 190-198，2023-4. 
・ Chengshuo Xia*, Atsuya Munakata*, Yuta Sugiura (*These authors contributed equally to 

this work), Privacy-Aware Gait Identification with Ultra-Low Dimensional Data Using a 
Distance Sensor, IEEE Sensors Journal, Vol.23, Issue9, Page(s): 10109 - 10117，2023-3-
28． 

・ Takuya Ibara, Ryota Matsui, Takafumi Koyama, Eriku Yamada, Akiko Yamamoto, Kazuya 
Tsukamoto, Hidetoshi Kaburagi, Akimoto Nimura, Toshitaka Yoshii, Atsushi Okawa, Hideo 
Saito, Yuta Sugiura, Koji Fujita, Screening for degenerative cervical myelopathy with the 10-s 
grip-and-release test using a smartphone and machine learning: A pilot study, Digital Health, 
Vol.9，1-10，2023-6-5． 

・ Eriku Yamada, Koji Fujita, Takuro Watanabe, Takafumi Koyama, Takuya Ibara, Akiko 
Yamamoto, Kazuya Tsukamoto, Hidetoshi Kaburagi, Akimoto Nimura, Toshitaka Yoshii, 
Yuta Sugiura, Atsushi Okawa, A Screening Method for Cervical Myelopathy Using Machine 
Learning to Analyze a Drawing Behavior, Scientific Reports, Vol.13，10015，2023-6-20． 

・ Chengshuo Xia, Yuta Sugiura, Virtual Sensors with 3D Digital Human Motion for Interactive 
Simulation, Computer, Special Issue on Emerging Disruptive Technologies, Vol.56, No.12，
42-54，2023-12． 

・ Takuro Watanabe, Chengshuo Xia, Koji Fujita, Yuta Sugiura, Screening for Carpal Tunnel 
Syndrome using Daily Behavior on Mobile Devices, Computer, Special Issue on Computing 
in Telemedicine，Vol.56，Issue9，62-70，2023-9． 

・ Kana Matsuo, Chengshuo Xia, Yuta Sugiura, VirSen1.0: Toward Sensor Configuration 
Recommendation in an Interactive Optical Sensor Simulator for Human Gesture 
Recognition, International Journal of the Digital Human (IJDH), Vol.2, No.3, 223-241，
2023-8-23． 

・ Tian Min, Chengshuo Xia, Takumi Yamamoto, Yuta Sugiura, Seeing the Wind: An 
Interactive Mist Interface for Airflow Input, PACM on Human-Computer Interaction (HCI), 
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ISS 2023, Vol.7, Issue ISS, Article No.: 444, pp 398–419，2023-11-1． 
3．学会発表 
・ Takumi Yamamoto, Katsutoshi Masai, Anusha Withana, Yuta Sugiura. Masktrap: Designing 

and Identifying Gestures to Transform Mask Strap into an Input Interface. Proceedings of 
the 28th International Conference on Intelligent User Interfaces (IUI '23), ACM, 762–775, 
March 27-31, 2023, Sydney, Australia. 

・ Sarii Yamamoto, Fei Gu, Kaori Ikematsu, Kunihiro Kato, Yuta Sugiura. Maintenance-Free 
Smart Hand Dynamometer. In Proceedings of the 45th Annual International Conference of 
the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC 2023), IEEE, July 24-27, 
2023, Sydney, Australia. 

・ Naoharu Sawada, Takumi Yamamoto, Yuta Sugiura. A Virtual Window Using Curtains and 
Image Projection. In Proceedings of the 15th Asia Pacific Workshop on Mixed and 
Augmented Reality (APMAR2023), IEEE, August 18-19, 2023, Taipei, Taiwan. 

・ Takumi Yamamoto, Ryohei Baba, Yuta Sugiura. Augmented Sports of Badminton by 
Changing Opening Status of Shuttle’s Feathers. In Proceedings of the 15th Asia Pacific 
Workshop on Mixed and Augmented Reality (APMAR2023), IEEE, August 18-19, 2023, 
Taipei, Taiwan. 

・ Takashi Amesaka, Hiroki Watanabe, Masanori Sugimoto, Yuta Sugiura, Buntarou Shizuki. 
User Authentication Method for Hearables Using Sound Leakage Signals. In Proceedings of 
the 2023 ACM International Symposium on Wearable Computers (ISWC '23), ACM, 119–
123, October 8-12, 2023, Cancún, Mexico. 

・ Riku Kitamura, Takumi Yamamoto, Yuta Sugiura. TouchLog: Micro Finger Gestures 
Recognition Using Photo-Reflective Sensors. In Proceedings of the 2023 ACM International 
Symposium on Wearable Computers (ISWC '23), ACM, 92-97, October 8-12, 2023, Cancún, 
Mexico. 

・ Yurina Mizuho, Riku Kitamura, Yuta Sugiura. Estimation of Violin Bow Pressure Using 
Photo-Reflective Sensors. In Proceedings of the 25th International Conference on 
Multimodal Interaction (ICMI 2023), ACM, 216–223, October 9-13, 2023, Paris, France. 

・ Masaya Tashiro, Ashif Aminulloh Fathnan, Yuta Sugiura, Akira Uchiyama, Hiroki 
Wakatsuchi. Multifunctional Metasurface-Based Sensors Operating at a Single Frequency. 
2023 Seventeenth International Congress on Artificial Materials for Novel Wave Phenomena 
(Metamaterials), IEEE, X-379-X-381, September11-16, 2023, Chania, Greece. 

・ Yohei Kawasaki, Yuta Sugiura. Identification and Authentication Using Clavicles. In 
Proceedings of the SICE Annual Conference 2023, IEEE, September 6-9, 2023, Mie, Japan. 

・ 富岡輝，小林麻衣子，上田雄斗，佐々木恭志郎，杉浦裕太，渡邊克巳，麻生典子，「痛いの
痛いの飛んでいけ」は本当に痛みを飛ばすのか？ ～ 主観評価と生理指標を用いた検討 ～，
ヒューマンコミュニケーション基礎研究会（HCS），京都工芸繊維大学，京都，2023 年 1
月 21-22 日． 

・ 山本 さりい，池松 香，加藤 邦拓，杉浦 裕太，スマートフォンの座標変化による握力測定
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手法の提案，インタラクション 2023，学術総合センター内 一橋記念講堂，東京，2023 年
3 月 8-10 日． 

・ 北村 莉久，山本 匠，杉浦 裕太，反射型光センサを用いた指先のジェスチャ識別，インタラ
クション 2023，学術総合センター内 一橋記念講堂，東京，2023 年 3 月 8-10 日． 

・ 高柳 直歩 ，池松 香，加藤 邦拓，張 翔，杉浦 裕太，スマートフォンの内カメラと角膜反射
像を用いたホバー入力操作推定，"第 202 回ヒューマンインタフェース学会研究会「人工現
実感，エンタテインメント，メディアエクスペリエンスおよび一般（SIG-DeMO-15）」"，
東京大学 山上会館，東京／オンライン，2023 年 5 月 31-6 月 1 日． 

・ 北村莉久， 山本匠，杉浦裕太，指腹開放型入力デバイスにおける文字ジェスチャ識別，ロ
ボティクス・メカトロニクス 講演会 2023，名古屋国際会議場，愛知，2023 年 6 月 28-7 月
1 日． 

・ 澤田直春， 山本匠，杉浦裕太，静電容量の測定による畳のタッチセンサ化手法の提案，ロ
ボティクス・メカトロニクス 講演会 2023，名古屋国際会議場，愛知，2023 年 6 月 28-7 月
1 日． 

・ 古内丈久，杉浦裕太，磁石内蔵イヤリングによる磁力変化を利用したジェスチャ識別，第
40 回センシングフォーラム，高知工科大学，高知，2023 年 8 月 31 日-9 月 1 日． 

・ 花山勝吾，北村莉久，山本匠，杉浦裕太，指側面を入力サーフェス化するリング型デバイ
ス，第 40 回センシングフォーラム，高知工科大学，高知，2023 年 8 月 31 日-9 月 1 日． 

・ 小野里菜摘，杉浦裕太，バウンサーを動かすロボット，第 40 回センシングフォーラム，高
知工科大学，高知，2023 年 8 月 31 日-9 月 1 日． 

・ 鈴木俊汰，雨坂宇宙，杉浦裕太，渡邉拓貴，ヒアラブルデバイスにおける音漏れ信号を用
いた空中ジェスチャ認識，第 40 回センシングフォーラム，高知工科大学，高知，2023 年 8
月 31 日-9 月 1 日． 

・ 辻ひより，山本匠，山路碧空，小林麻衣子，佐々木恭志郎，麻生典子，杉浦裕太，スマー
トフォンを用いた乳児あやし動作の教示システム，第 40 回センシングフォーラム，高知工
科大学，高知，2023 年 8 月 31 日-9 月 1 日． 

・ 上田 雄斗，Anusha Withana，杉浦裕太，視覚障碍者のための指揮軌道の触覚提示手法の評
価，第 22 回情報科学技術フォーラム（FIT2023），大阪公立大学，大阪，2023 年 9 月 6-7
日． 

・ 山本匠，Biyon Fernando，雨坂宇宙，Anusha Withana，杉浦裕太，影を用いた食品表面上
での情報提示手法の提案，第 22 回情報科学技術フォーラム（FIT2023），大阪公立大学，
大阪，2023 年 9 月 6-7 日． 

4．講演・ 展覧会・ワークショップ等 
・ 杉浦裕太，IoT による整形疾患推定：医工連携における Lessons Learned，第 22 回情報科

学技術フォーラム（FIT2023），一般社団法人電子情報通信学会，情報・システムソサイエ
ティ（ISS），ヒューマンコミュニケーショングループ（HCG），一般社団法人情報処理学会
（FIT2023 幹事学会），大阪公立大学，大阪，2023-9-7.杉浦裕太，生活に溶け込む AI によ
る病気推定：医工連携における Lessons Learned，慶應義塾大学理工学部における医用工学
研究、Pre- KEIO TECHNO-MALL 2023（第 5 回），慶應義塾大学理工学部，オンライ
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ン，2023-11-27.杉浦裕太，DX 時代における人とコンピュータの関係性のデザイン，情報
の教養学，慶應義塾大学 教養研究センター，慶應義塾大学，2023-12-13.

５．その他 
ポスター・デモ発表 
・ Yukina Sato, Kana Matsuo, Yohei Kawasaki, Takafumi Koyama, Eriku Yamada, Koji Fujita,

Yuta Sugiura. Carpal Tunnel Syndrome Estimation through Median Nerve Segmentation in
Ultrasound Videos. In Proceedings of the 45th Annual International Conference of the IEEE
Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC 2023), IEEE, July 24-27, 2023, Sydney,
Australia.

・ Tian Min, Chengshuo Xia, Yuta Sugiura．Assisting the Multi-directional Limb Motion
Exercise with Spatial Audio and Interactive Feedback Companion Proceedings of the 2023
Conference on Interactive Surfaces and Spaces, ACM, 53–56, November5-8, 2023,
Pittsburgh PA, USA.

宮北 剛己（研究員 慶應義塾ミュージアム・コモンズ特任助教） 
2. 論文
・ Akashi, E., Miyakita, G., & Okawa, K. (2023). Conference Paper “Fostering a Culture of

Inclusive and Fair Open Science Infrastructure in the Asia Pacific” Digital Humanities 2023.
Collaboration as Opportunity (DH2023), Graz, Austria.
https://doi.org/10.5281/zenodo.8108079.

・ Miyakita, G. (2023). Journal Research Paper “Human-Centered Approach in Designing a
Digital Archive in the Age of Open Science: Case Study of Keio Object Hub” The KeMCo
Review 01, pp. 183-194, Keio Museum Commons, Japan.

3. 発表
・ Miyakita, G., Homma, Y. (October, 2023). Paper Presentation (Special track: New Technology 

Frontiers and Cultural Making) “Empowering Youth for Climate Action: Creative Learning in 
a University Museum Workshop Series” The FabLearn / Constructionism 2023 conference, 
Teachers College, Columbia University, New York City, USA.

・ Akashi, E., Miyakita, G., & Okawa, K. (July, 2023). Poster Presentation “Fostering a Culture 
of Inclusive and Fair Open Science Infrastructure in the Asia Pacific” Digital Humanities 
2023. Collaboration as Opportunity (DH2023), Graz, Austria.

4. 登壇・講師・ワークショップ等
・ 宮北剛己、KeMCoM プロジェクトメンバー（北川栞、大平早紀、張鳴軒）（2023 年 11

月）ポスター・デモ発表（国際シンポジウム）「大学美術館の空間を活用した学生主体の
DH プロジェクト（KeMCoM：ケムコム）の実践」デジタル・ヒューマニティーズと研究
基盤, 2023 年 11 月 18 日実施, 東京ビッグサイト会議棟 6 階, 東京, 日本.

・ フィールドワーク講師・オーガナイザー（2023 年 10 月）,慶應義塾ミュージアム・コモン
ズ（KeMCo）・慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート（KGRI）共催 EBA
北海道フィールドワーク, KGRI の EBA プロジェクト（慶應とアジア太平洋地域の高等教
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育機関で構成される教育コンソーシアム）と共催で多文化共生社会（Intercultural 
Society）の実現をテーマとしたフィールドワークプログラムを北海道・東京で実施. 

 
有馬 俊（研究員 慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート特任助教） 
2. 論文 
・ Arima, S., Maekawa, M. S., Kudo, N., & Okawa, K. (2023). Design of a Blended Learning 

ICT Education Program for Undergraduate Students in Asia-Pacific Based on Communities 
of Practice. In J. Jovanovic, I.-A. Chounta, J. Uhomoibhi, & B. McLaren (Eds.), Proceedings 
of the 15th International Conference on Computer Supported Education - Volume 2, 
CSEDU 2023 (pp. 581-588). (International Conference on Computer Supported Education, 
CSEDU - Proceedings; Vol. 2). Science and Technology Publications, Lda. 
https://doi.org/10.5220/0011997700003470 

5. その他 
FutureLearn オンラインコース新規リリース 
・ Understanding the Internet [英] (2023 年 3 月) 
映像制作 
・ Keio FutureLearn「Keio-FutureLearn のご案内」(2023 年 3 月公開)  

URL:https://youtu.be/jOND573UhbY?feature=shared 
・ APIE「IETF115 London (November 2022)  digest video」(2023 年 3 月公開)  

URL:https://youtu.be/zXeia0y8Y9c 
・ APIE「APIE Camp Promotion Video」(2023 年 10 月公開)  

URL:https://youtu.be/WRIL78zjoBo 
・ ARENA-PAC「"ARENA-PAC Indonesia-Japan 100Gbps" 9th Aug. 2023」(2023 年 8 月公

開)  
URL:https://youtu.be/CgZiZs0bYWU 

・ ARENA-PAC「A joint music session between KEIO and UPD (2023.Dec.8th)」(2023 年 12
月公開)  
URL:https://youtu.be/v93eqop7XWg 

・ ARENA-PAC「Interactive Volumetric Live Between Sydney and Tokyo」(2023 年 12 月公
開)  
URL:https://youtu.be/lAT3ieTtHcc 

・ AI³/SOI Asia「56th AI³/SOI Asia Meeting at Penang (Co-hosted by Universiti Sains 
Malaysia)」(2023 年 10 月公開)  
URL:https://youtu.be/nDe2KHwVMic 

ミュージックビデオ 
・ SETA「魔物の嫁入り」(2023 年 7 月公開)  

URL:https://youtu.be/Ti5pqmhkqDg?feature=shared 
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シン   アンドリュー（特任助教） 
2．論文 
・ Cache-Efficient Approach for Index-Free Personalized PageRank, Kohei Tsuchida, 

Naoki Matsumoto, Andrew Shin, Kunitake Kaneko, IEEE Access, Volume 11, pp. 6944-
6957,2023 

 
胡 曜（特任助教） 
2．論文 
・ Yao Hu, "Exploring Approximate Communication Using Lossy Bitwise Compression on 

Interconnection Networks", IEEE ACCESS, Vol.11, pp. 59238-59249, Jun. 2023. 
・ Yao Hu, "Accelerating Parallel Applications Based on Graph Reordering for Random 

Network Topologies", IEEE ACCESS, Vol.11, pp. 40373-40383, Apr. 2023. 
・ Yao Hu, "Parallel Computation of Random Walks on Distributed Graphs", 26th IEEE/ACIS 

International Winter Conference on Software Engineering, Artificial Intelligence, Networking 
and Parallel/Distributed Computing (SNPD 2023), pp. 256-263, Dec. 2023, Taichung, 
Taiwan. 

・ Yao Hu, Qian Huang, "Optimizing Link Prediction by Community Detection on Dynamic 
Networks", IEEE 11th International Conference on Information, Communication and 
Networks (ICICN 2023), pp. 161-166, Aug. 2023, Xi’an, China. 
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活動実績（2023 年度） 
 
●4 月 13 日(木) 
学生部オンライン授業動画「大学生活に

おける責任と危機管理（2022 年度収録）」ダ
イジェスト版制作・編集（DMC スタジオ） 
 
●4 月 19 日（水） 
情報の教養学「進化する AI と変わる著作

権・肖像権」（弁護士：福井健策）講演会収
録・編集（日吉） 
 
●4 月 28 日(金)  

FutureLearn にて keio.jp アカウントで、
FutureLearn Campus のサービスを通じて
登録が可能となったことを広報 
 
●5 月 24 日(水) 

2023 年度慶應義塾大学新入生歓迎行事
収録・編集（日吉） 
 
●5 月 31 日(水) 
自然科学教育センター講演会（初回 全

4 回収録）収録・編集（日吉） 
 
●6 月 7 日(水) 
自然科学教育センター講演会（2回目 全

4 回収録）収録・編集（日吉） 
 
●6 月 12 日(月) 
サム・アルトマン氏講演会収録・編集（三

田）  
 
●6 月 14 日(水) 
自然科学教育センター講演会（3回目 全

4 回収録）収録・編集（日吉） 

●6 月 21 日(水) 
自然科学教育センター講演会（4回目 全

4 回収録）収録・編集（日吉） 
 
●7 月 12 日(水) 
情報の教養学「独立自尊と AI」（慶應義塾

長：伊藤公平）講演会収録・編集（日吉） 
 
●7 月 13 日(木)  

FutureLearn に て 「 Understanding 
Quantum Computers」が南洋理工大学
（Nanyang technological University シンガ
ポール国立）の単位互換認定科目に選定さ
れたことを広報 
 
●7 月 31 日(月) 
医学部紹介ムービー（初回 全 7 回収録）

収録・編集（信濃町） 
 
●8 月 1 日(火) 
医学部紹介ムービー（2 回目 全 7 回収

録）収録・編集（信濃町） 
 
●8 月 2 日(水) 
医学部紹介ムービー（3 回目 全 7 回収

録）収録・編集（信濃町） 
 
●8 月 15 日(火) 
医学部紹介ムービー（4 回目 全 7 回収

録）収録・編集（信濃町） 
 
●8 月 19 日(土) 

2023 年度 PEARL プログラム説明会の
収録・編集（三田） 
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●8 月 29 日(火) 
医学部紹介ムービー（5 回目 全 7 回収

録）収録・編集（信濃町） 
 
●8 月 30 日(水)  

FutureLearnにてコース登録者が 10万人
達成したことを広報（プレスリリース） 
 
●8 月 31 日(木) 
塾長による基金室業務関連動画収録・編

集（ＤＭＣスタジオ） 
 
●9 月 1 日(金) 

Experience Japan Exhibition 2023 ｜
Tokyo Symposium : Unleash your Potential 
in Japan 収録・編集（三田） 
 
 
●9 月 6 日(水) 
医学部紹介ムービー（6 回目 全 7 回収

録）収録・編集（信濃町） 
 
●9 月 18 日(月)  

FutureLearn にて「Akichi in Collections 
Management : Perspectives from a Japanese 
University Museum（英語版）」の初回の配
信を開始 
 
●10 月 4 日(水) 
医学部紹介ムービー（7 回目 全 7 回収

録）収録・編集（信濃町） 
 
●10 月 6 日(金) 
第 35 回慶應義塾図書館貴重書展示会収

録・編集（丸善・丸の内本店 ４階ギャラリ
ー） 

●10 月 7 日(土) 
慶應義塾高等学校 2023 年度学校説明会

収録・編集（日吉） 
 
●10 月 12 日（木） 
知的財産法講演会 KGRI レクチャーシ

リーズ「特許制度と特許庁-その任務とイン
センティブ」収録・編集（三田） 
 
●10 月 18 日（水） 
情報の教養学「脳情報を光で取得する技

術、脳情報を光で操作する技術」（医学部教
授：田中謙二）講演会収録・編集（日吉） 
 
●10 月 24 日(火） 
学生部学生向け注意喚起用動画収録・編

集（DMC スタジオ） 
 
●10 月 30 日(月)  

FutureLearn にて「日本の近代化：福澤諭
吉の格闘」（日本語版）の初回の配信を開始 
 
●11 月 8 日（水） 
情報の教養学「WISE なまちづくり」（東

急株式会社 常務執行役員：東浦亮典）講演
会収録・編集（日吉） 
 
●11 月 17 日（金） 

2023 年度【オンライン】経済学部説明会
収録・編集（三田） 
 
●12 月 13 日（水） 
情報の教養学「DX時代における人とコン

ピューターの関係性のデザイン」（理工学部
准教授）講演会収録・編集（日吉） 
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●12 月 20 日(水)、12 月 27 日(水)  
経済学部 PEARL プロモーションビデオ 

アップデート（三田） 
 
●12 月 25 日(月)  

FutureLearn にて「Akichi in Collections 
Management : Perspectives from a Japanese 
University Museum（英語版）」のファシリ
テーションを開始 
 
●1 月 23 日(火) 

KGRI ”Great Thinker Series” 収録・編
集（三田） 
 
●1 月 29 日(月) 
体育研究所科目ガイダンス映像編集納品 

 
●1 月 21 日(水) 
医学部紹介ムービー納品 

 
●2 月 21 日(水)、3 月 6 日(水)  
法学部新入生ガイダンス収録・編集

（DMC スタジオ） 
 
●3 月 8 日(金)  

DMC シンポジウム第 12 回開催（日吉） 
 
●3 月 9 日(土)  
第 23 回学術交流大会収録・編集（SFC） 

 
●3 月 11 日(月)  
普通部百二十五年記念演説会収録・編集

（三田） 
 
●3 月 12 日(火) 、3 月 31 日(日) 
医学部皮膚科学教室開設 100 年記念動画

収録・編集（信濃町） 
 
●3 月 13 日(水)、3 月 14 日(木) 
経済学部新入生ガイダンス収録・編集（日

吉・三田） 
 
●3 月 15 日(金) 
南就将医学部教授最終講義収録・編集

（日吉） 
 
●3 月 22 日(金) 
松井孝治総合政策学部教授最終講義収

録・編集（SFC） 
武田祐子看護医療学部教授最終講義収

録・編集（信濃町） 
 
●3 月 26 日(火) 

KGRI イベント収録・編集（三田） 
 

以 上 
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名簿 
 

教職員 
2024 年 3 月 31 日現在 
 

所長   大川恵子 慶應義塾大学 大学院メディアデザイン研究科教授（Ph.D.） 
副所長 徳永聡子 慶應義塾大学 文学部教授（Ph.D.） 
    金子晋丈 慶應義塾大学 理工学部准教授（Ph.D.） 
研究員 安藤広道 慶應義塾大学 文学部教授  

重野 寛 慶應義塾大学 理工学部教授（Ph.D.） 
    池田真弓 慶應義塾大学 理工学部准教授（Ph.D.） 
    杉浦裕太 慶應義塾大学 理工学部准教授（Ph.D.） 
    宮北剛己 慶應義塾ミュージアム・コモンズ専任講師（Ph.D.） 
    有馬 俊 慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート特任助教（Ph.D.） 
    シン，アンドリュー 慶應義塾大学ＤＭＣ研究センター特任助教（Ph.D.） 
    胡 曜  慶應義塾大学ＤＭＣ研究センター特任助教（Ph.D.） 
 

専門員 岡田 豊史  
 
事務長 伊達 幸輝  
事務員 小川  武  
    森江美智江 
    佐野 富貴 
 
委託職員 松澤聡比古 
     新部 貴弘 
     小磯 勝人 
     喜多村直之 
     元山 理子 
     伊得 大翔 
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編集後記 

金子晋丈 
慶應義塾大学 DMC 研究センター副所長 

理工学部准教授 

DMC 紀要第 11 号をお届けします。 
本年度のシンポジウムは、オープンサイエンス時代の研究データのあり方に関するもの

としました。オープンサイエンスの潮流の中で、バズワードとしてのオープンサイエンス
に振り回されることなく、本質的にどのような知がどのように流通するべきなのか、どの
ような社会システムでデジタル時代の知の流通メカニズムを作り上げていくべきなのか
を、シンポジウムに参加されたひとりひとりが改めて考えた時間となり、そのトピックの
奥深さに改めて気づかされた時間でもありました。本号に収録したシンポジウムの記録を
ご覧いただければ、講演とパネルディスカッションで言葉として表現された課題のみなら
ず、さまざまな問題提起が読者のみなさまにも巻き起こり、シンポジウムの雰囲気を擬似
的に体験できるのではないかと思います。 
さて、世間では デジタルは当たり前となり、 AI がブームとなっています。ドラえもん

のような夢の AI 世界が一足飛びにやってくればよいのですが、あいにくそうでもありま
せん。一方で、デジタル技術を手作りし、技術を理解する雰囲気も一時期に比べて遠のい
たようにも思います。時間はかかるかもしれませんが、人間・社会と技術をともによく理
解することが、本質を伴った未来への近道なのではと思うようにしています。 
     DMC の今後の活動にご期待ください。 
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